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【災厄が訪れるまで　あと　６日　03時間　48分　50秒】




「……はい？」

　朝。

　布団ふとんから起き上がり、時刻を確かめようとしてデバイスを見た僕の目に飛び込んで来たのは、世界が滅ほろびるまでの時間を示す真っ赤なカウントダウンだった。

「………………はい？」

　まだ夢の中にいるのかと思って三回くらい見直しましたけど、カウントは無む慈じ悲ひに進んでいくばかりだったので、どうやら現実のようです。

「な、何なんですかこれ!?　どういうことですか!?」

　現実だという証しよう拠こに、叫んでみても何も変わらない。頰ほおをつねっても、しっかり痛い。

　しかもこのカウントダウン、あと数時間で残り六日を切ろうとしている。カウントダウンが始まるのは、災厄が発生する七日前からの筈はずだから、カウントダウンが始まったのは昨日の正午ということになる。既に一日をロスしてしまっている。

　何な故ぜ、気が付かなかったのか。世界を救うという重圧から解放され、リラックスして長なが風ぶ呂ろなどをしてしまった昨日の自分をぶん殴なぐってやりたい。

　いや、でも、魔王という災厄から世界を救ったばかりだというのに、またも災厄が訪れようとしているというのか。何かの間違いなら良いけれど、神様から授さずけられたデバイスに間違いなんてあり得ない。

「と、とにかく、こんなことをしている場合じゃない！」

　慌あわてて布団から抜け出して、寝間着のままで部屋の外に飛び出す。まだ脳は満足に働いていない、顔も洗っていないし、靴くつ下したも履はいていないけれど、そんなことにいちいち構ってはいられなかった。

　真っ赤なカウントダウンが、無慈悲に告げている通り。

　世界を滅ぼす災厄の到来。残された時間に余裕はないのだから。




　ここは、フダラク荘と呼ばれるアパート。

　外見は大変古くてボロく、しかも看板の先頭の一文字が取れかけているせいで、非常に不ふ名めい誉よな名前に読めてしまうこの建物は、見た目に反して非常に重要な場所である。

　神様によって造られたこのアパートは、かつて、数多あまたの世界を救って来た英雄達が、次に訪れるだろう災厄に対抗するまでの時間を過ごす為ための休息地。

　快適に何不自由なく生活する為の設備が取とり揃そろえられているこの場所で、英雄達はいつか訪れる災厄から世界を救う為に待たい機きしているのだ。

　そう、このフダラク荘に住む英雄達は、誰もが素晴らしい偉い業ぎようを達成し、多くの物語や戯ぎ曲きよくに謳うたわれるような、偉大なる方々なのである。




　例えば、最強の魔法少女、アクセル☆ダウナー。

　凶悪なる魔女との戦いの果てに、多くの世界を救った伝説の魔法少女。天を動かし、海を干上がらせる程だと語られる強大な魔法の担い手。




　例えば、孤高の変身ヒーロー、仮面戦士プリズナー。

　悪の秘密結社との終わりなき死し闘とうは、今でも語かたり種ぐさとなっている。採掘場を埋め尽くす程の敵にたった一人で立ち向かった、ストイックにしてマーベラスな正義のヒーロー。




　例えば、絶空の神竜、クド＝ロンバルディア。

　天空の覇は者しやたる、強大なドラゴン。翼の一振りであらゆる敵を薙なぎ払はらい、その咆ほう哮こうは地平線の彼方かなたまで響き渡ったという、巨大にして最高のドラゴン。




　例えば、伝説の勇者、エリカ・アシュローズ。

　最強の名をほしいままにする勇者。その功績に限りはなく、その戦績に曇くもりはない。

　ありとあらゆる悪を退しりぞけ、ありとあらゆる魔を滅ぼして、世界の平和の為に全すべてを費ついやした、まさに英雄の中の英雄、最高にして最愛の英雄。




　それぞれが一騎当千の存在。多くの伝説に彩られた、輝かしき英雄達。

　たとえどんな状況に陥おちいろうとも、災厄へのカウントダウンが再び動き出そうとも、彼ら英雄の力さえあれば、何も問題はない。

　世界に、どんな危機が訪れようとも、彼らさえいれば必ず乗り越えることが出来る。

　だから僕は、彼らに告げる。再び世界を救う為に。

「皆さん、またカウントダウンが動き始めました。再び災厄が訪れようとしています。世界を救う為に、力を貸して下さい!!」

　勿もち論ろん。

　輝かしき英雄達の返答は。




「何ということなの!?　私の大切なお饅まん頭じゆうが肉まんに変わってる!?」

「Oh……sake!」

「馬鹿な……折せつ角かくのお宝写真が！　これは奴らの仕業か!!」

「ツナマヨのおにぎりを頼んだ筈なのに、どうしてシャケマヨになっているの!?」

「全く、不ふ愉ゆ快かいだわ！　もう饅頭をやけ食いするしかないわね!!」

「Sake please」

「むむ？　カメラの調子が悪いのか？　女子小学生の瑞みず々みずしさが台無しじゃないか」

「こんなの絶対おかしいよね、マヨネーズとツナの風味を楽しみにしていたのに！　ツナマヨ！　ツナマヨー！」

「そうそう、この白しろ餡あんこそが至高……って今度はカレーまんに!?」

「Oh……it's a water」

「しかし、カメラ屋は奴らに監視されている……くそっ、俺は一体どうすれば！」

「私がツナマヨを食べられない世界なんて滅びれば良いのに。よし滅ぼそう！」




　無視だった。シカトだった。

　かつて数多の偉業を達成して来た、立派な英雄の皆様は、今や非常に個人的な欲望の追求に邁まい進しんするような存在に変わり果ててしまっている。

　伝説の魔法少女は、饅頭と化して饅頭をむさぼり。

　最強のドラゴンは、トカゲと化して酒さけ浸びたり。

　孤高の変身ヒーローは、女子小学生を追いかけるのに忙しく。

　憧あこがれの勇者は、ツナマヨのおにぎりが食べられない為に世界を滅ぼそうとしている。




　そんな、変わり果ててしまった英雄達を、どうにかして元の、立派な英雄に更生させること。そして、来きたるべき災厄、世界を滅ぼさんとする絶望に立ち向かうこと。

　それが、この僕、鹿かの屋や総そう一いちが神様から与えられた使命。神様からの期待に応こたえる為に、そして僕自身の想おもいの為にも、絶対に達成しないといけない使命なのである。

　だから僕は常に誠心誠意努力して、どうすれば使命を果たせるかを真しん摯しに考えて……いかなければいけないんでしょうけど。

　ただ、今だけは、感情のままに叫ぶことを、許して下さい。




「いいから働け、ダメ人間!!」










「あ、ソーイチだ。おはよー。ねえ、世界を滅ほろぼして良い？」

「おはようございますエリカさん。絶対に止やめて下さい」

　朝から飛ばすエリカさん。朝の挨あい拶さつで世界を滅ぼそうとするのは止めて欲しい。

　このアパート……フダラク荘に来たばかりの頃の僕だったら、もう少し真ま面じ目めに対応していたかもしれないけれど。既にここの住人達の、アレさ加か減げんを知っている身としては、もうこんな感じの反応ですよ。

　特に今、朝からろくでもないことを叫んでいるエリカさん……勇者エリカ・アシュローズ様に対しては、そうなってしまう。赤いジャージに身を包み、銀色の首輪を付け、何かにつけて、世界に対する逆恨みをぶつけてくるような、厄介な人。

　どうせ大したことではないと思いますけど、一応聞いてみることにする。事態はそれどころじゃないんですけど、放ほうっておくと余計面倒になりそうなんですよね。

「一体、何があったんですか？」

「それがね、酷ひどいんだよ!!」

　エリカさんは、何な故ぜか食べかけのおにぎりを手に持ったままで叫んでいる。食事の途中だったんでしょうか。食べながら世界を滅ぼそうとするなんて、行ぎよう儀ぎが悪いとかいうレベルの話じゃありませんよね。しかしエリカさんは、どこまでも本気のようで。

「朝ご飯におにぎりを食べようとしたんだよ！　それで一口かじってみたら、何と！」

「何と？」

「ツナマヨだと思っていたのが、シャケマヨだったんだよ!!」

「…………はぁ」

　想像以上にどうでも良いことだった。少しは真剣になって構えていた心が、しぼんでいくのを感じる。こんなことに時間を費ついやしたのが本当にアホらしいです。

「そうですか、大変でしたね。それじゃあ僕は忙しいので失礼します」

「あ、私の話を信じていないんだね？　違うよ、ソーイチは誤解しているよ。確かに包装にはツナマヨって書いてあったの。だけど実際食べてみると、シャケマヨだったの」

「それは……確かに、災難でしたね」

　それが本当なら、彼女が怒っていることも理解出来る。もちろん、だからと言って、世界を滅ぼそうとするなんてことは論外なのだけど。

「じゃあ、新しいおにぎり、買って来ましょうか。コンビニで買えますよね？」

「んー、シャケマヨは、それはそれで美お味いしいから、このままでも良いよ」

「じゃあ別に文句言う必要なかったですよね？」

「全くもう……あれ、もう一度食べてみたらツナマヨになってる!?　変だなぁ」

「………」

　この話はこれで終わりで良いですよね。急いでるんですよ。

　しかし、自分勝手な文句はエリカさんだけでは終わらなかった。

「今日は白しろ餡あん饅まん頭じゆうで決めようと思っていたのに、気付いたら中身が、半分だけ肉まんに変わっていたのよ。確かに肉まんも美味しいのだけど、それを甘い白餡と混ぜてしまったら、色々と台無しじゃない。皮と餡との関係っていうのは、互いに引き立て合わないと意味がないのよ！　そう、たとえるならアンパンに対する牛乳、味み噌そラーメンに対するバター、トマトに対するチーズのように!!」

「はぁ」

「Change」

「クロさんも言っているわ。今日は酒さけ風ぶ呂ろに入ろうと楽しみにしていたのに、浸つかってみたら水が五パーセント程混ざっていたから怒っている、と。これじゃあ満足出来ない、酒風呂っていうのはもっと、皮ひ膚ふからアルコールが入って来て危険な状態になるかならないか、その境界線を彷徨さまようような緊きん張ちよう感かんに包まれているべきだって。今すぐに、皮膚からでも飲めるような純粋な酒が飲みたい……そう言っているわ」

「はぁ」

「聞いてくれ少年、俺が絶好の位置に設置したカメラに、別のものが写り込んでいたんだ！　くっ、俺が調べた最高の撮影ポイントだったのに、どういうことだ！　まさかこれも奴ら……地底帝国だか危険帝国の仕業か!!　おのれ許さん!!」

「はぁ」

　この通り、どうでもいいことばかりです。

　皆さん、かつてはそれなりの英雄だったんですから、マトモな言動を心掛けて欲しいです。これでは、人々も幻げん滅めつするというもの。現に今、僕が幻滅しているように。

　そうやって、くだらないことばかり言っている英雄達は放っておいて、デバイスを再確認することにする。全部何かの幻まぼろしであったらいいと、そんな風に思いながら。

　しかし、現実は残ざん酷こくで。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　02時間　38分　28秒】




「……やっぱり、ですか」

　デバイスに表示されているのは、確かに災厄が訪れることを示したカウントダウン。夢であるように何度も願いましたけど、ところがどっこい夢じゃありません。

　そして、神様からの指令もまた、デバイスに届いていた。緊張したまま、指令を読む。




『混こん沌とんたる女王』との名を冠せられた災厄が、世界を滅びに導みちびかんとしている。

　急ぎ、原因を見つけ出して、対処すべし。

　偉大なる神の名の下に、神の僕しもべたる鹿かの屋や総そう一いちに命ず。




　普段とは違う、重々しい言葉が、そこにはあった。

「……これ、一体何ですか？　混沌たる女王？」

　なにやら時代がかった言い回しの、ちょっと分かりにくい文面。

　しかし、同じようなものを、以前にも読んだことがある。あれは、魔王という災厄が訪れようとした際に僕に下された指令だった。その時は、どうにか全ての元凶である魔王を倒す……倒すというか何というか……することで、カウントダウンを止めることが出来た。そうして、世界は救われたのだ。

　あの時と同じものが今、デバイスに確かに現れている。

　もう、間違えようもない。このカウントダウンが終わった時、ここに書かれている災厄が訪れ、そして世界が滅亡するという、単純な事実。

『混沌たる女王』という名の災厄……そう神様からの指令にはあるけれど、それが何を示しているのか、いまいち分からない。精々、女性名だということが分かるくらいだった。以前の指令の時には、非常に分かりやすく魔王と書いてあった為ために、対処も考えやすかったけれど、今回はそうではない。

　とにかく。

「この、『混沌たる女王』について、調べないと」

　その正体を知る為には、正確な情報を手に入れないといけない。

「でも、どこかで聞いたことがあるような気もするんだけどな……」

　そんなことを考えていた、僕の前で。

「どうやら困っているみたいじゃない!!」

「……何ですか、諒りよう子こさん」

　悩む僕の目の前でぴょんぴょん跳ねている饅頭……その正体は、元魔法少女の調しらべ諒子さんです。今は故ゆえあって饅頭の姿に身をやつしているそうですが、どんな故があればこんなことになるんですか。いずれにしろ正気ではないですよね。

「でも生あい憎にく、今の私はもっと困っているのよ!!　だから相談に乗ってくれてもいいんじゃないかしらね!!」

「……ん？」

　あれ、僕がアドバイスする側なんですか？

　話は世界の滅亡に関かかわることなので、饅頭如ごときの相談に乗っている暇ひまはないんですけど……という僕の考えは、どうやら顔に出てしまっていたらしい。

「あらあら、君は今、私に対して怒っているのね？」

「怒っているといいますか、呆あきれているといいますか。とにかく、忙しいので後回しにしてくれないでしょうか」

「それは無理な相談ね」

「無理なんだ。いや、無理ってことはないのでは……」

　言い掛けて、諦あきらめることにした。大人しく饅頭の話を聞く方が、手早く済みますよね。もう僕も、このダメ人間ズの扱い方が分かって来ました。

「じゃあ聞きますから、さっさと話して下さい」

「良い心掛けだわ。そう、私達を襲おそっている今の状況は、明らかに異常よ。普通ではないことばかりが起こっている。これは、何者かの意志が感じられるわ！」

「意志と言われましても……」

　普段通りのダメ言動を繰くり返かえしているようにしか見えないんですけど。

　そんな疑いの視線を向けてみても、諒子さんは知らんぷりで、朗々と語り始める。

「あれは、いつのことだったかしら。私が昨日、近所のノラ猫に饅頭を食べさせてあげていた頃には、まだ普通だったのだけど」

「あの、それ、ご自分を差し出した訳じゃないですよね……？」

「全く、饅頭だけでは飽き足らず、アパートにまで付いて来ちゃって、困ったわ」

「諒子さん、完全に食べ物として見られていたんじゃないですか」

「私を食べようとするなんて、とんだプレイボーイね。まあ、オスかメスかは良く分からないけど、とにかく黒かったから、猫なのは確かね」

「黒いだけでは猫と言い切れないと思うんですけど。それ、本当に猫だったんですか？　黒いビニール袋とかではなくて？」

「まあ、その子のことはどうでも良いわ。とにかく、いつの間にかアパートの中で異常は始まったの。私の大事な饅頭が、妙なことになっていた。クロさんや真しん太た郎ろうも同じ。それぞれ、お酒に水が混ざっていたり、写真に変なものが写り込んでいたり、ね」

「勘違いとかじゃないんですか」

「いいえ、クロさんも真太郎も自分の欲望には真剣なのよ。大好きな酒や大事な写真を、下手に扱うようなことは、絶対にあり得ないわ。そういう訳で、絶対に何者かの仕業に決まっているのよ」

「……そんなどうしようもない話を、自信たっぷりに言わないで欲しいですけど」

「まあ、何が起こっていたとしても、このフダラク荘には結界が張られているから。外部に影響が出ることはないし、原因が内側にあることも分かっているんだけどねぇ」

「そこまで分かるなら、ご自分で何とかすればいいじゃないですか」

「そうしたいけど……おっと、話をしているうちに、和菓子屋のオープンの時間が迫っているわ！　じゃあ、そういうことで、私は無事な饅頭を買いに行くわね」

「まだ食べるんですか!?」

　というか、相談を持ち掛けて来たのはそっちでしたよね!?

　諒子さんの問題も僕の問題も一切解決してない風味なんですけど!?

「あの、もう少しちゃんと……」

「それじゃあクロさん、出発するわよ！　途中で酒屋にも寄ってあげるから!!」

「Let's go」

　止める間もなく、言いたいことだけ言って、諒子さんとクロさんは高速で出かけてしまった。左さ文もん字じさんも、いつの間にか姿を消している。全く、ろくでもないことばかりしていなくなるなんて、本当にダメ人間ですよね。

　とにかく、諒子さんが言っていたことをまとめると。

　このフダラク荘の英雄達の周囲で、今朝からおかしなことが起こっている。

　饅頭の中身に、酒に、写真に、そしてエリカさんのおにぎりに、別のものが混ざってしまうという奇妙な事態に襲われているらしい。結界があるおかげで、事態はアパート内に留とどまっているようだ。

　今は災厄の件があるので、正直、そちらに気を向けてはいられないのだけれど。

「……いや」

　もしかして、関係があるのだろうか。

　カウントダウンが始まったのは、昨日の出来事。そしてその時間帯と前後して、諒子さんが言っていた異常もまた、このフダラク荘内で発生していたのだとしたら。

「……調べてみましょうか」

　ひょっとしてこの異常、『混沌たる女王』と呼ばれている災厄と、何か関係があるというのか。まあ、ダメ人間達が適当言っているだけ、という可能性が一番高いんですけどね。一応、デバイスに単語を打ち込んで検索してみるも。




【お任せ下さいご主人様、ただちに単語検索させて頂きます。流石さすがはシーちゃん、有能ですね。褒ほめて下さっても構わないんですよ。ええと、『混沌たる女王』という単語の検索結果は……おや、何も出て来ませんね。何故でしょう、もうちょっと詳細な検索をすれば出て来るような気もするのですが、どうにも奥歯に物が挟まっているような感じがするのです。まあシーちゃんはデバイスなので、奥歯とかはないのですが】




「…………」

　デバイスで調べても、それらしき情報は見当たらなかった。

　ダメ人間達が騒いでいる以外、特に異常らしい異常もないのに、それでもカウントダウンの数字だけは刻一刻と進んでいく。真ま綿わたで首を絞められるような、じわじわと迫る恐怖に対して、何も出来ないということが本当にもどかしい。

「……このままではダメですよね」

　こうして座り込んでいても、何も解決しない。だから行動しようと、立ち上がって。

「へえ、何だか、面白そうなことになっているじゃない」

「ッ!?」

　背後から、冷たい少女の声が、耳に届いた。

　声を聴いた一瞬で、脳裏に刻み込まれていた恐怖が蘇よみがえり、気温が一気に氷点下まで落ち込んだかのような寒気に襲われる。それだけの過去を、僕は経験していたから。

　それは、魔の中の魔。

　魔を統すべるもの、悪の枢すう軸じく、邪悪の根源。

　今、僕が巻き込まれている異常事態を面白がるかのような声に、振り返れば。

　頭に白い布を被かぶり、ゆったりとしたエプロンのような服装……つまりは割かつ烹ぽう着ぎ姿で、リビングの床にモップ掛けをしている、銀色の髪かみの少女がいた。

　はい皆さん、これが魔王です。












「……何よ」

「……いえ、別に」

　ちっとも魔王とは思えない格好をしていますけど、正しよう真しん正しよう銘めいの魔王です。

　使用人にしか見えないその服は、フダラク荘の管理人室にあったものを使っている。彼女自身が、こちらの世界の服装を持っていなかったからだ。ジャージとかでも良かったんですけど、他の人と被るんですよね。

　こんななりでも、元は確かに魔王だ。そんな魔王が何故ここにいるかというと、うっかりこちらの世界に迷い込んでしまったのを放っておく訳にもいかず、こうしてフダラク荘に住まわせているのである。

　掃そう除じを頼んだのは僕だけど、頼んだことをきちんとやってくれるだけ、他の住人よりもずっと立派ですよね。魔王だという点で全て台無しですけど。

「えっと、魔王……さん？」

「だから何よ、総一。今更ワタシを魔王と呼ぶくらいなら、この首輪をどうにかしたらどうなのよ」

「それは無理です」

「この格好も、一体何だっていうのよ。ワタシに似合うのは、もっと魔王らしい格好なの。ワタシの服を返しなさいよ」

「あんなに棘とげの付いた服とか危ないじゃないですか。その格好で我が慢まんして下さい」

「これじゃあ、ワタシはただの無力な少女じゃない。ミリアム・ウァリエタースという一人のしがない少女で、敵の本ほん拠きよ地ちに捕えられて、掃除を強要されているのよ」

「そんなにやさぐれないで欲しいんですけど……」

　やさぐれた様子の彼女……ミリアムは、魔王というその名の通りに大暴れして、世界を滅亡へと追いやっていたのだけど、英雄の皆様方の活かつ躍やく……と呼ぶにはちょっと違う行動の結果、フダラク荘の掃除をするまでに落ちぶれてしまっている。

　そんなミリアムは、手にしたモップを床に突き立て、こちらを睨にらみつけて来る。

「ああもう、やさぐれもするっていうのよ！　こんな風に、ワタシの力を封印する首輪を付けられて、掃除ばかりさせられているんだから!!」

「だって、首輪を取ったら、またエリカさんを襲うんですよね？」

「うん」

「否定しない……ッ！」

「そんなの当たり前じゃない！　勇者と魔王は、決して相あい容いれない仇きゆう敵てきなのよ！　魔王のプライドにかけて、絶対に勇者を倒すの！　今も、勇者を倒す為の特訓は欠かしていないんだから。毎朝のラジオ体たい操そうと、その後テレビでやっているエクササイズで、もうワタシの体調は完かん璧ぺきって寸法なんだから!!」

「……エリカさんに手を出すようなことをしたら、一生飯抜きにしますからね」

「二人は仲良し!!」

「……それは良かったですね」

　まあ、こうして食事のことを持ち出すとあっさりと折れるので、大して恐ろしくもないです。

　そんな僕の考えが、顔に出てしまっていたのか。

「あ、呆れているのね!?　でも仕方ないじゃない！　今の暮らしって、昔のワタシと比べて段違いに快適なんだもの！　そりゃ骨抜きにもされるってのよ！　だって、毎日三度の食事が必ず用意されるのよ!?」

「逆に聞きますけど、今までは三食ちゃんと食べてなかったんですか？」

「用意するのが面倒だし!!」

「一人暮らしの学生みたいですね……」

　この魔王は魔王なのに、一応色々と手伝いをしてくれるので、別に食事くらいは構わないんですけど。

「他にも、お風呂もちゃんと用意してあるし、エアコンも付いているし！　本当、ここって最高の環境ね！　まるで天国みたい！」

「一応、このフダラク荘は、立派な英雄の為の設備なんですけど。何でよりにもよって魔王がエンジョイしているんですか」

「立派な英雄なんてここにいないじゃない」

「それを言わないで下さい。現実から必死で目を背けてるんですから」

「はあ、全く、これまで一人で頑がん張ばって来たのが遠い日々のようね……って、まさか、これも総一の作戦だって言うの!?　魔王たるワタシを、近代的な生活で俗に溺れさせるつもりだって言うのね!?」

「別にそんなつもりはありませんし、嫌なら別に出て行っても構いませんけど」

「フダラク荘最高！　テレビだっていつでも見られるし！　魔王城にはテレビなんてなかったから、本当に楽しいのよね!!」

「そうですか」

「特にアニメってやつは本当に面白いわよね。毎日が刺激で満みち溢あふれているの！　こんなに楽しいことがあるなんて知らなかったし、もう一人で石いし畳だたみの数を数えるだけの暇つぶしとはおさらばなのよ!!」

　とても良い笑顔で叫ぶ魔王だった。テレビに釣られるとか、昔の小学生ですか。すっかりここでの生活に馴な染じんでいらっしゃいますけど、魔王なのに大丈夫なんでしょうか。多分それ、魔王失格の行為ですよね。

　ともあれ、他の英雄達が好き勝手している中で、こうして普通に会話出来る相手は、魔王とはいえ貴重です。いくら魔王であっても。

　だから、今回の指令について話をしてみることにする。魔王って、滅びの専門家みたいなところがありますからね。そんな専門家は滅びるべきですけど。

「それで、ミリアム……さん？」

「ミリアム様、でしょう？」

「じゃあミリアム」

「ミリアム様だって言っているじゃない！　素直にそう呼びなさいよ！　溢れんばかりの恐怖と畏い敬けいの念を込めて!!」

「どっちもないですし」

「……へぇ」

　素直に答えると、ミリアムの声の温度が下がった。

「魔王を相手にその態度とは、いい度胸じゃない。初めて出会った時には、子犬みたいに怯おびえていたくせに、随ずい分ぶんと偉くなったものね？　そんな愚おろかでどうしようもない人間には、相応の態度っていうものがあるんだけど」

　こちらを見下すように、そう告げられる声。

　まあ、そう言われると、こちらとしては。

「じゃあ今日はご飯抜きです」

「魔王だって生きているのよ!?　生存権を主張するわ！」

　急激に涙目になる魔王だった。そんなにご飯が食べたいんでしょうか。それとも、もしかして、以前に僕が激しく説教をしたことが、魔王のトラウマになっているのだろうか。あの時のことは、正直僕も勢いのままに行動してしまっていたので、あまり覚えていなかったりするんですけど。

　ようやく落ち着いた魔王を連れてリビングのソファに座り、話をする。

「じゃあ……ミリアム」

「何よ、総一」

「こうして新しい災厄のカウントダウンと、指令が出た訳ですけど、何か知っていませんか。この、『混沌たる女王』という存在について」

「無様に封印されているワタシが何を知っていると思うのよ……と言いたいところだけど、生憎見覚えがあるのよね」

「本当ですか!?」

　まさか、こんなにあっさりと正解が見つかるとは思わなかった。思わず身を乗り出してしまう僕を前にして、しかしミリアムはもったいぶるように、指を横に振る。そうして、首輪を示して。

「本当だし。もしも詳しく知りたかったら、今すぐワタシを自由に」

「ところでその首輪には電流が流れる機能が」

「何でも言うから助けて!!」

「……まあ、そんな機能はないですけど」

「この魔王を騙だましたのね!?　何て卑ひ怯きような、魔王以下の存在じゃない!!」

「そう言われるとすごく凹へこみますね……」

　他でもない魔王にそんなことを言われるのは、かなり心に来たので、もう騙さないようにします。多分。

「それで、見覚えがあるっていうのは、本当なんですか」

「ええ、そんなような単語なら見たことがあるわ」

「そんなような単語？」

「ほら、ワタシって、前にこのアパートの連中ごと世界を滅ぼそうとしていたじゃない。その時、ここに住んでいる英雄達のことは、あらかた調べたのよ。そうして調べた情報の中に、その単語が混ざっていたのよね」

「それって……」

「あれは、ここの住人の二つ名の情報。『混沌の女王』という名で呼ばれている存在がいたのよ。確か、このアパートに住んでいる英雄の一人。円えん乗じよう綴つづりという名前の、伝説の作家……『混沌たる女王』と『混沌の女王』、似ているって思わない？」

「なっ!?」

　魔王は、あっさりと告げた。

「つまり、そいつこそが、その指令にある災厄ってことね」

　今回の災厄、『混沌たる女王』と呼ばれるものの正体が、このアパートに住んでいるという引ひき籠こもりの作家。

　円乗綴先生であると、言い切ったのだ。

「そんな……まさか」

「まさかって、何がまさかよ。ワタシが噓うそを言うとでも思っているの？」

「他には、何か『混沌たる女王』についての情報はないんですか？」

「知らないわよ、そんなこと」

「使えない魔王ですね」

「何よ！」

　しかし、いくら魔王とはいえ、ここで噓を吐つく理由もないので、一応は信じても良いのかもしれない。今のところ、神様の指令が示しているのは、伝説の作家、円乗綴先生だという可能性が高い。しかし、そんなことがあり得るのか。

　確かにフダラク荘の英雄の皆さんは、かなりのダメ人間です。世界が今にも滅亡しようという時に、個人的な行動に終始するという、とびきりのダメ人間です。それでも、決して悪い人達ではなかった。まあ良いか悪いかで言うと、若干悪い方に振り切れているような気もしますけど、基本的には善良だと思うんですよ。

　それが、今回は違う。一人の英雄が、世界を滅ぼそうとしている。

　それは最早、ダメ人間がどうこうというレベルの問題を超えている。もう、笑って済ませられるような事態ではなくって。

「……いえ、違います」

　浮かんだ考えを、即座に否定する。

　英雄が、世界を滅ぼそうとするなんて、そんなことはあり得ない。

　だから僕は、ただ信じる。英雄が世界を滅ぼすようなことは、絶対にないと、そう言い張るのだ。きっと大丈夫、英雄とは、そういうものだから。

「あーあー、世界滅ぼしたいなー!!」

「…………」

　あの人、どうしてこんな最悪のタイミングで現れるんでしょうか。




　いつの間にか来ていたエリカさんの方に向き直る。後方でミリアムが、キシャー、とか叫んで威い嚇かくしているけど、やっぱり仲悪いじゃないですか。魔王っぽさが全開じゃないですか。

「……あの、エリカさん？」

「何かな、ソーイチ。世界を滅ぼす気になったの？」

「そんな気になったことありませんし、これから先もないです」

「ちぇー。あ、そうだ。今日の分の日記を書いたよ、はいこれ」

「はい、拝見します」

　エリカさんが差し出した、赤色の日記帳を受け取る。

　これは、エリカさんが、あまりにも世界を滅ぼそうとするものだから、自分を顧かえりみてもらう為に、毎日書いてもらうようにお願いしている日記である。

　まるで小学生を相手にした宿題みたいですけど、こういう小さなことからコツコツやっていくべきでしょう。少しでも、英雄らしい自分を取り戻してもらう為に。

　さて、受け取った日記の内容は。

【今日は三リットルほど滅ぼしました。おわり】

「終わった!?」

　しかも意味が分からない。その単位は何だ!?

「大変だったよ、三リットルも滅ぼすのは。頑張れば五リットルは行けたと思うけど。一昨日は一キログラム、昨日は二メートルだったからね。今日は三リットルに止とどめといたんだよ」

「だから何を滅ぼしたんですか!?　単位も訳が分からないし!!」

　そう、エリカさんの書く日記は、こういった訳の分からない被害状況を知らせるものになってしまっているのだ。一切更生する様子がありません。最初は良い考えだと思ったんですけど、あんまり役に立っていませんね、これ。

「もう、僕が何の為にエリカさんに日記を書いてもらったと思ってるんですか！」

「……えっと、夏休みの宿題だから？」

「今夏休みなんですか？　確かに夏休みみたいな生き方をしている気がしますけど」

「ちなみに、明日の分の日記も書いてみたんだよ。偉いでしょ？」

「もう完全に日記の意味を成していませんよね」

　そう言ってめくった次のページには。

【世界は滅びた。おわり】

「終わった!?」

「二重の意味でね」

「何うまいこと言ってるんですか!?」

　そのドヤ顔止めて下さい。だから日記の意味を成してないですよね。

「えー、だってもう飽きたんだもん」

「まだ書き始めて三日しか経たっていませんよね？」

「男子三日会わざれば世界を滅ぼす、ってことわざもあるし」

「そんなことわざはありませんし、男子じゃないですよね!?」

「大体、そんな細かい作業は私向きじゃないんだよ！　細かい呪じゆ文もんとか、詠えい唱しようとか、そんなの面倒なんだから！　適当にババーンってやってピキーンってなればドカーンってなるに決まっているんだから!!」

「さっぱり内容が伝わって来ない！」

　感覚型のエリカさんに任せるべきではなかったんですよね、要するに。僕の方で何とかするしかないんでしょう。

「分かりました、もう何もしないで良いです。お疲れ様でした」

「そうなの？　何もしないことは得意だけど。まあ、世界を滅ぼす時には、私自身がちゃんと手を下すけどね。私の知らない所で勝手に世界が滅ぶなんて、絶対に許せないよ。他の誰にも手出しなんかさせない!!」

「そんなろくでもないことを堂々と言われましても……」

　世界を滅ぼそうとする英雄。いかに英雄がダメ人間であっても、世界を滅ぼす災厄になってしまうなんてことは、絶対にあり得ない。確かにエリカさんという例外はここにいますけど、でもそれはあくまでも例外です。あくまでも。

　僕がまだ会ったことのない円乗先生も、ダメ人間かもしれないという恐れはあるものの、世界を滅ぼそうとしているなんてことはないでしょう。引き籠もりという話ですけど、引き籠もっているだけならそんなに迷めい惑わくではありません。きっと、神様から与えられた情報には書いていないような深い事情があるんですよ。

「そう、信じていますから」

　分かっている。自分がすべきことを、分かっている。

　だから、実際に円乗先生に会って直接話をして、今回のことが誤解であると、しっかり証明しなければならない。

「……そういえば、円乗先生の部屋って、どこにあるんでしょうか？」

　生粋の引き籠もりの作家。僕がこのフダラク荘にやってきて以来、一度もその姿を見たことのない英雄に、どうすれば会えるのだろうか。




「……うーん」

　とりあえず、デバイスから引き出したフダラク荘の地図とにらめっこしてみる。

　このフダラク荘の構造は、上から見るとロの字型をしている。

　玄げん関かんを始めとして、リビングやキッチン等が存在する一角があり、そこから中庭を囲むようにして廊ろう下かが伸び、その廊下の途中にいくつもの部屋が存在している。デバイス上の地図をタッチすることで、各部屋の情報が見られるのだけど。

「円乗先生の部屋は、見当たらないですね」

　このフダラク荘、必要に応じて部屋が増えたり減ったりする、という冗談のような機能を有しているので、無意味な部屋は一つもないのだ。

　現に、魔王ミリアムが今住んでいる部屋も、魔王がここの住人となった時に新しく発生している。ちなみに、魔王がここに住むようになって以来、電気代がとんでもなく増えているんですけど、これって説教対象になりませんか。

　一応、フダラク荘内を実際に一回りしてみたものの。

「……いませんね」

　どこにも、怪しい人影はなかった。

　途中で、クロさんがこっそり隠したと思おぼしき酒瓶や、左文字さんがこっそり隠いん蔽ぺいしたと思しきメモリーカードなんかを発見したので、それは没収しておきましたけど。

　ついでに、魔王の使っている部屋の押し入れに、魔王の角がしまってあったのを見つけてしまって、結構びっくりしました。取れるんですね、角。

「ああ、それ、邪じや魔まだから外しておいたのよ」

「人体のパーツで、邪魔だから外せるものとかないと思うんですけど。そもそも、どうして角なんかつけているんですか」

「魔王だから」

「理由になってないですね!?」

「魔王たるもの、頭が七つに角が一〇本くらいは生えているものなのよ!!」

「魔王の常識なんて知りませんよ！」

　とにかく、円乗先生の姿は見当たりませんでした。

「本当、円乗先生は一体、どこにいるんでしょうか」

　フダラク荘に、恐らく円乗先生が注文したと思しき通販の品物が大量に届いていることは確認出来た。その荷物を物置にしまっておくと、いつの間にか消えているらしい。だから、アパート内にいるのは確かだと思いますけど。

　カウントダウンにはまだ六日間の猶予があるとはいえ、早めに円乗先生に会いたいところだ……と考えていると、玄関の戸の開く音がして。

「大変よ！　和わ菓が子し屋やが、洋菓子屋と合体していたわ!!」

　そんな、大変切せつ羽ぱ詰つまった声がした。諒子さん達が帰って来たのだ。

　ついでに、また新しい厄やつ介かい事ごとが起こったような気もしますね。




【ご主人様、何やら色々と大変そうですね。シーちゃんも陰ながら応援しております、ご主人様は一人ではありません。しかし、どうか本来の使命をお忘れなく。神様から下された使命を、どうぞ全うして下さいませ。本日は、『クラゲのような心を持つ方法』なんていう本をご用意しました。時間が出来ましたら、ご一読下さいませ】




　玄関先で出迎えた諒子さんは、必死の形ぎよう相そうで飛び跳ねていた。

「大変なのよ、和菓子屋と洋菓子屋が!!」

「聞こえていましたよ。それ、単に合がつ併ぺいしたんじゃないですか。多角的な経営の為に」

「そんなバカなことがある筈はずないじゃない！　あの和菓子屋と洋菓子屋は、店長同士が一人の娘さんを巡って、数十年争い続けて来た店なのよ!?　そんな簡単に合併するようなこと、絶対にあり得ないんだから!!」

「何年目かの時点で和解出来なかったんですか……？」

　それ、娘さんは他の誰かと結婚しているパターンのやつですよね。

　と、諒子さんだけではなく、トカゲのクド＝ロンバルディア様……通称クロさんも、また怒っているような様子だった。普段より微妙に色が赤くなっています。

「それに、酒屋さんの方も大変だったんだから！　クロさんも随分とガッカリしていたわ。伝統ある酒造と、納豆屋が合体した挙あげ句く、麹こうじが変な風になって酒の味も変な風になっちゃったみたい」

「はあ。それって、今朝からフダラク荘で起こっているという異常と、関係があったりするんですか。でも、ここには結界があるんですよね？　だから外部に異常が漏もれるなんてことはあり得ないという話でしたけど」

「さっき見たら、結界に綻ほころびがあったわね」

「酷過ぎる!!」

　何の為の結界なんですか一体。

「ああ、安心しなさい。あくまでも結界の綻びは、小さなものだから。エリカが抜け出せるようなものではないわよ」

「それは確かに何よりですけど。でも、異常事態が外部に漏れていたんですよね」

「ええ、ダダ漏れね」

「それ、今からでも何とか出来ないんですか？」

「無理ね。既に異常はアパートの外に出てしまっていて、世界に対して影響を及ぼしてしまっているもの。大本の原因を解決しないと、結界だけ直しても意味はないわ」

「そんな……」

　ダメ人間達が勝手に妙な目に遭あうのはどうでも良いんですけど、一般人の方々を巻き込まないで下さいよ。

　しかし、ダメ人間達の妄もう言げんとばかり思っていた、今朝の騒動。諒子さんが言うように、アパートの外でも妙なことが起こっているとなると。それはもう、本当の異常事態ということになってしまう。

「でもおかしいわね。どうして結界に穴が空いていたのかしら」

「あの諒子さん。それって、円乗先生が関わっているってことはないでしょうか」

「綴……？　何であの子の名前が出てくるの？」

　訝いぶかる諒子さんに向けて、僕は神様から来た、新たな災厄の指令について話をする。

「……成なる程ほど、確かにあの子なら出来るかもしれないわね。そっか、しばらく会っていなかったから、忘れていたわ」

「やっぱりそうなんですか!?」

「ええ。綴の能力なら、確かに説明がつくわ」

「能力って……円乗先生は、作家なんですよね。それなのにどうして、能力なんてものが出て来るんですか？」

「あら、それは作家を舐なめ過すぎよ。作家という職業もまた、戦いに彩られているんだから。綴だって、伝説の作家と呼ばれるまでに、多くの戦いを繰り広げて来た筈。決して無傷のままではいられなかったのよ」

「……作家なんですよね？」

　それ、僕の知っている作家と、本当に同じものなんでしょうか。

　しかし、諒子さんは真面目に、円乗綴という作家の功績について話し始める。

「懐なつかしいわね。そう、始まりはあの日……」

　彼女が伝説の作家と呼ばれ、そしてこのフダラク荘に来ることになった、その長い歴史を語ってくれようとしているのだ。




「綴は、原稿の〆しめ切きりから逃げてフダラク荘に駆け込んで来たのよね」

「短ッ!!」

　いくらなんでも急過ぎませんか!?

　英雄の一人として、このフダラク荘への滞在を許可されたのだから、そこにはもっと波は乱らん万ばん丈じよう、空前絶後の物語があってもいいんじゃないんですか？

「過去のこととか、気にしてもしょうがないじゃない。現在を生きているんだから、知るべきは今のことでしょう？　過去にばかりこだわっていても、未来は見えないわよ」

「だからどうして良いことを言っている風なんですか……」

　これ、いっそ僕の方が円乗先生について詳しいんじゃないでしょうか。

　このフダラク荘に派は遣けんされると決まった時から、ここに住んでいる英雄の皆さんのことは、暗記してしまう程に良く調べたから。まあ実際に会ってみたらアレだったんですけど、それでもしっかりと覚えています。

　伝説の作家、円乗綴。

　その伝説の始まりは、数年前に遡さかのぼる。

　円乗綴の書いた一つの小説。それが果たしてどんな内容のものだったのかは、今こん日にちでも詳しく知られている訳ではない。しかし、とある世界においてその小説が引き起こした事態は、あまりにも有名である。

　人々が、争いを止めた。戦争を、一冊の小説が終わらせたのだ。

　戦地で密ひそかに読み継がれている小説があった……という話は、戦争が終わってから知られるようになった事実である。

　曰いわく、それは悲しい物語で、笑えるような物語で、そして元気が出る物語であったと。

　曰く、その小説を読んだ兵士の目に、希望が灯ともったと。

　小説がもたらした様々な感情が、戦争で疲ひ弊へいする人々の間に拡ひろがっていったのだ。

　そして実際に、戦争は終わった。

　しかし、彼女の伝説は、そこで終わらなかった。

　その世界で、世界大戦の後に発生した、宇宙人の襲来から始まる星間戦争。大国の都市が消し飛んだりトライポッドが歩き回ったり緑色の宇宙人が暴れたりと、世界は大混乱に陥った。しかし、この時もまた、彼女の小説によって戦争が中断されたのだ。

　宇宙人だからそもそも小説が読める筈もなかったのに、そんな相手に対しても訴えかけるという、まさに規格外の小説。文字の読めない相手が理解しているって、それはもう小説じゃない気もしますけど、とにかく宇宙人は戦いを止めて、去って行った。世界はまたもや平和になったのだ。

　その後に起こった、地底人との天地戦争。あるいは、半魚人との海底大戦争。あるいは、世界を焼いた火の七日間戦争。様々な戦争が起こったが、その度に円乗先生の書いた小説が、世界を救ったのだ。しかし戦争起こり過ぎですよね。

　そうやってあらゆる世界で、多くの戦争を終結させた、伝説の作家。彼女が、どのような気持ちで世界を救ったのか。その理由は、今もって語られてはいない。

　しかし事実として、戦争は止まり。

　円乗綴という作家は、その功績をもって、英雄としてフダラク荘に迎え入れられた。

　それが、ここに至る物語である。

「そんなに立派な人だった筈なのに、どうして引き籠もりになっているんですか!!」

「何で急に熱くなっているのよ君は」

　いけない、円乗先生の経歴を振り返っていたら、つい熱が入ってしまいました。

「あの、諒子さん。円乗先生の能力について、詳しく教えてくれませんか？」

「そうね、今朝から起こっていたこと。おにぎり、私の饅頭、酒、写真、それぞれが変な風に……何かと混ざったように変化していたのは、きっと綴の能力によるものね」

　諒子さんは、先程買ってきたらしい饅頭を食べながら言う。饅頭が饅頭を食べる光景って、やっぱり慣れませんよね。

「綴は、昔っから色々と好奇心旺おう盛せいな子でね」

「何でそんな、親しん戚せきのおばさんみたいな言い方をするんですか」

「そこは話の枕まくらってやつじゃない。全く、君はもっと人情というものを理解した方がいいんじゃないのかしら」

「それを饅頭に言われたくはないですね……」

「綴はね、俗に言うボーイズラブ……男同士の絡みなんかを、精力的に書いていたわ。あの男とこの男をカップリングさせて、そこから生まれる情熱的なリビドーを原稿にぶつけていたのよね」

「な、成程……」

　いわゆるＢＬというものでしょうか。僕も一応、後学の為に読んでみたことはあるのですが、ちょっとコメントに困るものでした。

「君も、もし綴に出会ったら、間違いなくカップリングの餌え食じきになるわね。カップられるわよ、きっと。真太郎あたりと。ぐちゃぐちゃに」

「うわぁ……」

「もしくは、クロさんとかもしれないわ。あれで一応はオスなんだし」

「想像したくないですね……」

「だけど綴は、それでは満足出来なくなったのよ」

「はぁ」

「男同士の組み合わせでは足りない。女同士でも同じ。そんな風に追い求めていった結果、彼女はあらゆるものをカップリングさせて小説を書くようになったの。天てん井じよう×床とか、玄関×裏口とか、ＷｉｉＵ×ＰＳ４とか、ＰＳ Ｖｉｔａ×３ＤＳとか」

「良く分かりませんけど、大変なことになっているのは分かります」

「その結果、能力を手に入れたのよ」

「……すいません、本気で良く分からなくなりました」

「言った通りよ。あの子は、あらゆるものをカップリングしようと追い求め続けた結果、あらゆるものの間にカップリングを成立させる能力を手に入れてしまったのよ」

「本当にすいません、さっぱり本気で良く分からないんですよ」

　何を言っているの、この饅頭。

　どうやら冗談を言っている風ではないので、本当なんでしょうけど。

「じゃあ、フダラク荘で起こって、そして元もと紘ひろ町ちように拡がってしまった騒動は、全部」

「ええ、綴の能力……『現想×実理アルカドロン』によるものよ。どんなものでも強制的にカップリングを成立させてしまう能力。そのせいで、何もかもがカップリングされてしまうのよ。まあ、ナマモノ同士のカップリングには飽きているみたいで、混ざってしまうのは物品とか概がい念ねんに限られるんだけどね」

「何て滅茶苦茶な……」

「このまま順調に進んで行ったら、世界が大変なことになるかもしれないわね」

「世界が大変な……って、それ、災厄の到来ってことじゃないですか!?　やっぱり、災厄の正体って、円乗先生なんですか!?」

「まあ、そうなるわね……」

「そ、そんな……」

　円乗先生の能力が世界に拡がって、世界が滅びるなんて。あらゆるものがカップリングされた結果、滅びに至るなんて……。

「……って、何でカップリングされた結果、世界が滅びることになるんですか!?」

　思わず深刻な雰ふん囲い気きに呑のまれて話を合わせてしまっていましたけど、おかしいですよね。世界ってそんな簡単に滅びたりしないと思うんですけど。

「甘いわね。このまま綴のカップリング能力が拡大し続けたら、どんなことが起こるか分からないの？」

「えっと、どうなるんですか？」

「天と地の間にカップリングが成立して、地上の全てが押おし潰つぶされるに違いないわ。つまり世界は滅びる」

「円乗先生はどこだ!?　早く見つけないと!!」

　それ絶対に滅びる奴ですよね。一ミクロンの隙すきもなく滅びますよね。

「もしくは、地球と月がカップリングされて、月が落ちてきて滅びる」

「そんな可能性も!?」

「銀河系とブラックホールがああなってこうなったりして、世界は滅ぶ」

「おしまいじゃないですかぁぁぁぁ！！！！」

　何でそんなにあっさり言えるんですか。どうあがいても絶望。放っておける筈がない。

「そもそも、過去に戦争が止んだのも、綴が適当に色々な物をカップリングさせまくったのが原因って話よ。敵と味方でカップリングされまくっている状況下じゃ、誰も戦争なんかしていられないわよね。肌と肌との激しいぶつかり合いが、こう！」

「聞きたくない！　聞きたくないですよ！」

　憧あこがれの英雄の偉業が、そんな世界中の良い子達にお届け出来ないような内容だったなんて、絶対に聞きたくありません。

　とにかく、一刻も早く円乗先生に会い、能力を止めてもらわなくてはならない。

　最強の作家、円乗綴先生が持つのは、とてつもなく危険で、規格外の能力。災厄となってしまうことも頷うなずける。全くもって頷きたくはないですけど。

「……でも、まだです」

　しかし、幸さいわいなことに、カウントダウンが終わるまでにはまだ余裕がある。

　その前に、円乗先生の能力を止めれば、何も問題はない筈。だから、すぐに円乗先生にお会いして、話をしないと。

「あの、諒子さん。円乗先生がどこにいるのか、ご存じですか」

「そうね。あの子は生粋の引き籠もりだから、普通に部屋に引き籠もってないのよね」

「……あの、引き籠もりなら、普通は部屋に引き籠もっているものじゃないんですか？　部屋以外にいたら、それは別に引き籠もりではないですよね」

「そこは私達、英雄を舐めないでもらいたいわ。英雄たるもの、素直に部屋に引き籠もっているなんていう常識は全く通用しないのよ」

「はいはい。それで、どこにいるんですか」

「何よ、その手慣れた感じの対応は。そうね、まずは中庭に出て……」

「中庭に出るんですね、分かりました……まず？」

「そうよ、まずは、中庭にある灯とう籠ろうを、二七〇度回転させて」

「あの、諒子さん？　僕は、円乗先生がどこにいるのかを、聞いているんですけど」

「そうよ、だから灯籠を」

「灯籠と円乗先生に、どんな関係があるって言うんですか!?」

　しかし諒子さんは、どこまでも真面目に言う。

「だから、綴の部屋に行くには、いくつもの仕掛けをクリアしないといけないのよ」

「……はい？」

「綴ったら、引き籠もることに徹てつ底ていしていてね。自らの部屋に侵入されることを恐れるあまり、外部に複数の仕掛けを施ほどこして、簡単に部屋に入れないようにしているのよ」

「それ引き籠もりっていうか、籠ろう城じようですよね」

　何でそんな、戦国時代のからくり天てん守しゆ閣かくみたいな真ま似ねをしているんだろう。神様の作ったこのアパートで、勝手にそんなことをしていいと思っているんですか。

「ほら、いいから灯籠を回して来なさい。いつまで経っても辿たどり着つけないわよ」

「ほ、本気なんですね……？」

「こんな所でつまずいていたら、先が思いやられるわよ。何しろ仕掛けは、フダラク荘の全域に及んでいるんだから。ほら、分かったら、ちゃっちゃと働きなさい!!」

「……分かりました」

　どうやら本気みたいなので、中庭に降りて、灯籠に手を掛ける。出来れば、簡単に終わると良いんですけど。




　簡単には終わりませんでした。

　灯籠を回すことから始まって、フダラク荘内の仕掛けは、無数にあった。絵画の額を回転させたり、天井の照明を引っ張ったり、時にはクロスワードパズルのようなものを解いたり、色々な仕掛けを相手にしていると、一際大きな音がアパート内に響いた。

　急いで音のした方へと向かうと、そこには。

「うわぁ……」

　中庭の一角、何もなかった筈の場所に、巨大な地下への階段が出現していた。明らかに普通のサイズではない、自動車がすっぽりと入ってしまいそうな大きさ。

「まさか……部屋って、地下にあるんですか？」

　もう、どういう仕掛けの結果こういうことになったのかは、深く追求しないことにします。いずれにせよ、これでようやく、円乗先生に会うことが出来る。

　決意を秘めたまま、階段を下りて行って。

「………………え？」

　その先に拡がっている光景の破は天てん荒こうさに、絶句した。

　僕の目の前。中庭の地下にちょっと降りただけの、その場所には。

　本があった。

　否、本しかなかった。

　視界のほとんどを占めているのは、無数の本棚。壁の代わりに並んだ無数の本棚に、みっしりと本が詰まっている。

「これは……まさか、図書館ですか!?」

　巨大な地下図書館。

　あらゆる本を詰め込んだ、規格外の図書館が、そこに存在していたのだった。










「うわー、ツヅリってば、いつの間にかこんなダンジョンを作ってたんだね」

「ダンジョン!?　ダンジョンなんですかこれ!?」

　フダラク荘、中庭に巨大な地下図書館を見つけた僕は、一度リビングへと戻り、床に寝転がっていたエリカさんを連れて来ることにした。

　見つけてしまったものを、自分だけでは測ることが出来そうになかったからだ。

「どう見てもダンジョンだよね、これ」

「ダンジョンって……何で作家を探していたらダンジョンを見つけることになるんですか!?　というかどうしてダンジョンがフダラク荘の地下に!?」

「ツヅリが作ったんじゃないかな。へえ、こんな風になってたなんて知らなかったよ。いつの間に作ったんだろう」

「あの、フダラク荘にずっと住んでいるのに、気付かなかったんですか？」

「前に、フダラク荘から脱出する為に中庭を掘った時には、何もなかった筈はずだけどね。これを知っていたら、とっくにここから脱出しようとしているもん」

「それは確かにそうですね……ちょっと嫌な納なつ得とく方法ですけど」

「まあ、ここまでのものを作り上げるとは、流石さすがはツヅリってことだね。じゃあ早速、ここを通って外に出ることにしようかな!!」

「えっと、でも、エリカさんには首輪がありますから、もう……」

「ソーイチのエッチ！」

「何な故ぜそこでエッチ!?」

「ドスケベ！」

「なお酷ひどい!?」

　エリカさんの首に付けられているのは、僕が神様に依頼して届けてもらった重層型封印器具『デモンズシール』。これがある限り、エリカさんの力は極限まで抑え込まれる。また、この首輪さえしていれば、僕の監かん督とく下かという限定的な状況ではあるが、外出も可能なのである。

「そっか、もう無理に脱出とかする必要はないんだっけ。全くもう、この首輪のせいで本当に困っちゃうよ。外してくれないかな」

「でも、付けていないと、世界を滅ほろぼすんですよね」

「うん」

「だからちょっとくらいは躊躇ためらってくれてもいいんですよ……？」

　どこまでもぶれないエリカさんだった。

　話を元に戻す。こうして眼前に広がっている、地下図書館について。

　入り口から中を覗のぞき込こんでも、果ては見えない。幸さいわい、照明があちこちに付いているので、視界は確保されているけれど。それで分かるのは、図書館がずっと深く、奥の方まで続いている、という事実だった。地下数階、なんて生なま易やさしいものではなく。

「どう考えても、これ、数十階分はありますよね」

「確か、ツヅリって、凄すごい数の本を持っていた筈だから。きっとこの洞どう窟くつも、とんでもなく深い所まで続いているんだと思うよ」

「でも、この奥に、円えん乗じよう先生がいるんですよね？　そもそも、こういう場所って、日常的に住むような場所じゃないと思うんですけど」

「そうかな？　世の中には、本が好き過ぎて、本屋や図書館に住みたいと言い出すような人もいるって聞いたけど」

「それは随ずい分ぶんと特殊な例だと思いますよ？」

　ともあれ、この奥に円乗先生が引ひき籠こもっているというならば、僕はそこまで行かないといけない。だけど、僕一人で行くには、あまりにも心細い。

　それでも行かないといけないと、心を奮ふるい立たたせて、一歩を踏み出した時。

「その役目は！」

「俺達に、任せてもらおうじゃないか!!」

「Yeah!」

　そんな、妙に頼もしい声が、背後から聞こえて来た。




「皆さん!?」

　そこにいたのは、諒りよう子こさん、左さ文もん字じさん、そしてクロさん。

　フダラク荘の英雄が、今朝から僕が騒いでいる時も平然としていた人達が、ここに揃そろい踏ぶみしていた。

　その顔に浮かぶのは、真剣な表情。ダメ人間らしからぬ、立りつ派ぱなもの。

「全く、こんなスイーツ界を揺るがすような真ま似ねは、綴つづりといえども許されないわ！　和わ菓が子しと洋菓子の壁を取り払うような行為はね!!」

「ああ、一刻も早く、こんなことは止やめさせないといけない。もっと鮮明に確実に子供達を監視……ではなく、誠実に見守る為ためにな!!」

「Go for it」

　そう断言する姿は、実に頼もしい。さすがは数多あまたの世界を救って来た英雄達、彼らに任せればきっとすぐに事態は解決するだろう。

　普通ならここで、『英雄の皆さんがついにやる気になってくれたんだ！』と感動して涙でも流すところかもしれないのだが、生あい憎にく僕はすっかりこのフダラク荘と、そこに住んでいるダメ人間達の言動に慣れてしまっているので。

「……要するに皆さんは、自分が円乗先生の能力によって被害を受けているから、それを解決しようとしているだけですよね」

「まあ、そうね」

「Yes」

「ああ、その通りだ」

「取とり繕つくろってもくれないんだ……」

　あっさりと肯定されました。噓うそでもいいから世界の為だって言ってくれないでしょうか。噓じゃない方が良いに決まっていますけど、それは多分無理だし。

　まあ、英雄達がやる気になってくれたのなら、それは一向に構わないこと。不安はないとは言えないけれど、ここは一つ、お任せしましょう。

「それじゃあ、お願いします」

「お任せなさい!!」

　英雄達は、意気高らかに、地下の図書館に飛び込んでいって。




「ただいまー」

「I'm back」

「ふむ、今戻ったぞ」

　一分後、普通に戻って来た。

　何だか、やり遂とげた感溢あふれる顔をしていらっしゃいますけど。

　この一分間で全すべて解決した、という可能性もありますけど、ないですよね。

　恐る恐る、それぞれに話を訊きいてみる。

「……諒子さん」

「ほら、冒険の腹ごしらえに、和洋菓子屋で買った饅まん頭じゆうを食べてみたんだけど。これが案外行けるのよね。和洋折せつ衷ちゆう、良いじゃない。全く、私も全ての饅頭道を歩き尽くしたと思っていたけれど、まだまだ未来はあるのね。この可能性を逃さない為にも、また饅頭を買いに行かないといけないわ！」

「…………クロさん」

「Oh, headache」

「クロさんったら、急に地下に入ったものだから、気圧の変化で酔いが一気に回っちゃったみたいなのよ。慣れないことをしたせいね。年齢のせいもあるみたいだけど。こうなってしまったら、後はもう酒でもかっ食らって眠るに限るって言っているわ」

「………………左文字さん」

「うむ、少年よ。俺は地下の図書館で発見したのだ。それはこの地域のポリスの警けい邏らルートを示した書類。これがあれば、俺は奴らに邪じや魔まされずに、小学生の登下校を見守ることが出来るようになる。許してくれ、俺と子供達の未来の為に、今すぐ新しい監視計画を練らないといけないんだ。では、さらば!!」

　言うだけ言って、あっさり、その場を去ってしまうお三方。

　要するに、洞窟に入ってはみたものの、それぞれの目的に一応の進展があったので、もう今のところはそっちに興味が移ったと、そういうことなんでしょう。将来のことを見据えるのではなく、目の前にぶら下がった利益に飛びついてしまったと。

　思し慮りよの足りない行為、適当で自由な行動。

　それは、それは、何て。

「この、ダメ人間!!」

　去っていくその背中に向けて、叫ぶ。

　叫んだところで、止まってくれるような方々ではありませんけど。




「……どうしよう」

　そして、一人取り残されてうなだれる僕です。

　気が付けばエリカさんもいなくなっている。最初から頼りになるかどうかは微妙なところではあったけれど、フダラク荘の英雄達は皆、力を貸してくれる気はないらしい。

　こうなってしまったらもう、打つ手がない。

「どうしたの総そう一いち。何か悩みがあるのなら相談してくれてもいいのよ!!」

　うなだれる僕の背中に掛けられたのは、一際高く元気な声。

「なんだったらこのワタシ、魔王ミリアム・ウァリエタースが、力を貸してあげても良いんだからね！」

　声の持ち主は、本人が名乗った通り、魔王ミリアムのものだった。彼女は中庭に置かれた石の上に立ち、両腕を組んで僕を見下ろしている。割かつ烹ぽう着ぎ姿のままで。

「……魔王のくせに、どういう風の吹き回しですか」

「あまりにも人間風情が可か哀わい想そうだから、少しは力になってあげても良いと考えただけよ。別に何か下心があるわけじゃないわ」

「成なる程ほど、下心があるんですね」

「な、ないって言ってるでしょ!?　本当に本当にないんだから!!」

「言っておきますけど。いくら困っているからといって魔王に頼るつもりはありませんからね」

　だって魔王だし。魔王ですもん。

「そんなこと言って。選択肢は残されてないくせに！」

「うっ……」

「頼りにした英雄達が軒並み役立たずのダメ人間だったから、もうワタシぐらいしか頼れる相手がいないのよね、良く分かっているのよ」

「ううう……」

　目の前でにやにやと笑っているミリアムに、反論出来ない僕。

　そう、円乗先生が潜ひそんでいる地下図書館は明らかに危険で、戦力となる誰かについて来て欲しいのはやまやまなのだけど、よりにもよって残った選択肢が魔王しかいないのが今の状況です。何が悲しくて魔王に頼らないといけないんですか。

「べーつーにー、ワタシはどうなったっていいのよ？　このまま世界が大変なことになれば、ワタシが力を取り戻すチャンスも来るわけだしー。そうなったら、その作家とやらを倒して、ワタシが世界に君臨すればいいんだからー」

「……そうですよね」

「ああ、言うことを聞かせたいんだったら、この首輪を使って無理矢理ワタシを働かせればいいんじゃないの？　神様の指令で世界を救おうって言っているのに、そんな脅きよう迫はくじみた行為が許されるのなら。それで、総一の理想が保てるんだったら、ねー」

　笑いながら言う魔王。その笑みは、僕の心を穿うがつものだったけれど。

「……じゃあ、お言葉に甘えて、その通りにしますね」

「え？」

　思いもよらない答えが返って来た、というように首を傾かしげるミリアム。でも言い出したのはそっちですからね。

「首輪に強い電流を流されたくなかったら、大人しく僕について来て下さい」

「普通に脅迫されたわよ!?　そんな機能はないって言ってたじゃない!!」

「ついさっき実装されたんです」

「鬼！　悪魔！　総一！」

　愕がく然ぜんとした顔をするミリアム。

「脅迫するなんて、人間として最低のゲスい行為じゃない!!」

「魔王に言われたくないな……でも、世界を救う為なら、僕が文句を言われることくらい我慢しますよ。世界の未来に関かかわることですから」

「り、理想とか、そういうのはないの!?」

「理想で何もかも救えるなら、苦労はしませんよね……」

　あ、遠い目をしていますね、僕。

「まあ、そんな感じなので。僕がスイッチを入れる前に、決めて下さい」

「ちょ、ちょっと待ちなさいって！　脅迫なんかで、ワタシが動くと思ったの!?」

「はぁ」

「で、電流を流すなら流せばいいじゃない！　食事だって抜けばいい！　でも、それでワタシが大人しく従うと思ったら大間違いなのよ!?　そうワタシは偉大なる魔王、人間如ごときの脅おどしに屈したなんてことになれば、末代までの恥なんだから!!」

「……そうですか」

　確かに、脅しに屈する気配はない。これまでにも多くの修しゆ羅ら場ばを潜くぐっている筈だ、生半可な脅しでは効果がないかもしれない。それなら、まあ、別の手で行きますけど。

「じゃあ、これからテレビ抜きにしますから」

「えっ」

　魔王が固まる。気にすることなく、そこに言葉をぶつけていく。

「首輪から謎なぞの電波とか出して、テレビが視聴出来ないようにしますから。良かったですね、これからはどんなチャンネルをつけても、砂すな嵐あらししか見えないようになりますよ。砂嵐にどんな楽しみがあるのかは分かりませんけど」

「何をしているの総一！　さっさと行くわよ!!」

「早ッ!?」

　いつの間にかダンジョンの入り口から手招きしている魔王ミリアムだった。

　こうなることを予想していたとはいえ、もう本当に手のひら返しが素早いですよね。そんなにテレビが見たいんですか。テレビっ子ですか。

「言いたいことはありますけど、とりあえず出発しましょうか。善は急げです」

「ねえ、宿泊道具とかは持って行かないの？」

「別にキャンプに行く訳じゃないんですから、大丈夫ですよ。良く考えたら、ちょっと住人の部屋に出掛けるだけの話なので、そんな大おお仰ぎような準備は必要ありませんよね」

「総一、あなたダンジョンを舐なめているの？」

「はい？」

「ダンジョンっていうのはね、細心の注意と最大限の警けい戒かいが必要となる場所なの。モンスターとの戦闘、罠わなによる死傷や餓が死しなど、常に死と隣り合わせの危険地帯。そんなところに入ろうというのに、準備は必要ないですって？　あなた一体、何年ダンジョンに潜ってるのよ！」

「いえ、ダンジョンに潜るのは初めてなんですけど……」

　というか、何でこの魔王は、ダンジョンに潜る側の意見を言っているんですか。どちらかというと、ダンジョンに潜むサイドの方ですよね？　ダンジョンの一番奥で、フハハ良く来たな、とか言い出すサイドの存在なのでは。




【ご主人様、ダンジョンに向かうのですね。それではシーちゃんも、気合いを入れてお薦すすめの本をご紹介させて頂きます。『ダンジョンで朝食を』『ダンジョンランチ』『ダンジョンはディナーの後で』の三冊。一度読めば、一日中ダンジョンに籠もっていられる、いえ、ダンジョンから二度と出たくなくなるラインナップとなります。是非とも参考にして下さいませ】




【災厄が訪れるまで　あと　５日　23時間　13分　54秒】




　時間は既にあと六日を切っていて、余裕はない。

　ミリアムの言うことももっともだということで、一応ダンジョン探索の準備を整えてから地下に向かうことにする。

　ついでに、諒子さん達への置き手紙を残しておく。僕達が地下に潜っている間に地上で何かおかしなことが起きた場合、諒子さんの魔法で僕のデバイスに連絡をくれるよう頼んでおくのである。

「大丈夫かな？　ちゃんと読んでくれるといいんですけど」

　一応、外から帰って来たらすぐ分かるように玄げん関かんに置いておいたけど、大丈夫だろうか。まあ三人もいるんですから、誰か一人くらいは何とかしてくれるでしょう。英雄も数打ちゃ当たるって感じです。

「では、気を付けて行きましょう」

　気合いを入れて、ダンジョンへの入り口に立つ。

　行く先は、果ての見えない地の底。まさか僕が、こんな冒険をするなんて思ってもいなかった。こういう体験は初めてなので、かなり緊きん張ちようしますけど、頑がん張ばらないと。

「そんなに緊張しないでも平気よ。ワタシ、こういうダンジョンには慣れているもの」

「若干不本意ですけど、頼りにしています」

「任せなさい、昔は週末に良く作ったりしたんだから」

「そんなＤＩＹみたいなノリで作るものなんでしょうか、ダンジョンって」

「結構楽しいのよ？　何ど処こにモンスターを配置しようか悩んだり、宝箱の中身を決めたり、やることは沢山あるの。満足のいくダンジョンが出来た時は嬉うれしいのよね♪」

「嬉しいんですか」

「ダンジョンに入って来た冒険者達が、罠に引っかかって為す術すべもなくやられていくのって素敵じゃない。丸太の罠で吹っ飛んだところに落とし穴を仕掛けておけば、それはもう愉ゆ快かいなコンボになるんだもの。折せつ角かくこっちが罠を上手い具合に仕掛けたんだから、ちゃんと引っかかってくれるのが最高なのよ」

「最低ですよそれ……」

「でも、倒れた冒険者達は、ちゃんと町まで送り届けてあげるし、アフターサービスはバッチリよ。そうすればリベンジに燃える冒険者は、懲こりずにダンジョンにやって来る。そこをまた罠に掛けるのが最高に楽しいの！」

「本当に、何言ってるんだ、この魔王」

「生かさず殺さず、適当な目的を与えて何度もチャレンジしてもらう！　それこそがダンジョンを作る上で一番大切なことなのよ!!」

「あの、行動の是非はさておき。そんなことをいちいち考えながらダンジョンとか作っていたんですか。思ったよりも大変なんですね、魔王っていうのも」

「そうよ、魔王は大変なんだから!!」

　何故か胸を張るミリアムである。

「でも、仮にも魔王な訳ですから、何も自分でダンジョンを作らなくても……そこは部下に任せて、一番奥でどっしり構えていることは出来なかったんですか？」

「…………」

「あれ？」

　さっきまで堂々としていたミリアムの態度が、あっという間に萎しおれている。いきなりどうしたんですか。

「だってワタシ、部下なんていなかったし……」

「……え？　でも、前は黒いのがいっぱいいましたよね？」

「あれは、ワタシの能力だもん。分身みたいなもので、全部ワタシ自身だもの」

「あー」

「だから、一人でやってるうちに、どんどん上手くなっちゃって。一度、派は遣けんのダンジョン職人さんを呼んで一緒に作ろうとしたんだけど、ワタシのダンジョンに対するこだわりが、面倒臭いって噂うわさになってたみたいで……誰からも断られちゃって……」

「あ、あの……」

「で、でも寂しかった訳じゃないんだから！　一人じゃなくて、ポチも一緒だったし！　一人と一匹で充実していたし！」

「……」

「だ、ダンジョン作るの楽しかったし！　これぞ充実の魔王生活！」

「……あの、何かすみません」

「ぐすっ、別に寂しくなんてなかったんだから」

　どうしよう、この空気。まだダンジョンの入り口の所にいるのに、どうしてここまでテンションが下がっているんですか。

「も、もう、凹へこんでいる場合じゃないのよ！　とにかく総一はワタシに任せておけばいいんだから!!」

「はい、よろしくお願いします」

「任せなさい！　このワタシの、魔王の行く先を遮さえぎるものは、誰もいない！　たとえ勇者であろうとも、ワタシの覇は道どうは止められない!!」

「多分一歩も進んでいないですよね、その覇道」

「さあ、いざ、今、ダンジョン攻略スタートよ！」

　僕の言葉も聞かず、ミリアムは大きくジャンプし、ダンジョンと化した地下図書館の中へと踏み込もうとして。

「んぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　突如、何かに蹴けり落おとされたかのように、階段を転げ落ちて行った。




「……へ？」

　突然の事態に、すぐに状況を理解することが出来なかった。

　まさかダンジョンに特有の罠が発動したのか。入り口から本気でタマを取りに来るなんて、まるで以前に読んだ『仁義なき高橋』のような修羅場ですよね。

　そんなことを考えながら、落ちて行ったミリアムの方を見ているうち、すぐ横から声がした。

「……ソーイチ、お話があります」

「エリカさん!?」

　いつの間にか僕の隣に立っていたのは、先程突然姿を消していた勇者エリカ・アシュローズ様だった。赤いジャージに身を包み、その手には巨大な聖剣が握られている。

「ソーイチ、お話があります。返事は？」

「えっと、エリカさん、何を怒ってらっしゃるんですか？」

「返事は？」

「……はい」

　目に見えて機き嫌げんが悪そうだった。

　どうやらミリアムを階段から蹴り落としたのは罠によるものではなく、エリカさんの一撃だったようだ。どうしてそんなことを……と思ったけれど、そもそも勇者が魔王を倒そうとすることに理由はいらないですよね。

　しかし、何をそんなに怒っているのだろう。ひょっとしたら、魔王と組むなんてとんでもないと怒っているのかもしれない。勇者であるエリカさんとしては、それは見過ごせないのだろう。

「あの、エリカさん。これには訳が」

「ソーイチ、言い訳なんて聞きたくないよ」

　エリカさんの聖剣が、振りかぶられる。

「酷いよソーイチ。私を置いて、あんな魔王と一緒に世界を滅ぼそうとするなんて、一体どういうつもり!?」

「……はい？」

　エリカさんは手にした聖剣で、倒れているミリアムの方を指しながら告げる。

「分かっているんだよ。二人でダンジョンに潜ってレベルとスキルを上げることで伝説の合体技を習得し、二人手を取り合って私を滅ぼす気なんだ!!　ついでに流れで世界も滅ぼすんでしょう!?」

「そんなことしませんよ!?」

　というか何ですか、流れで滅ぼされる世界って。

「いいんだよ、そっちがその気なら。だったら私も、このダンジョンの一番奥で待ち構えていてあげるよ！　玉座にふんぞり返って『フハハ良く来たな』とか何とか言ってあげるから！　そうして私の腕の中で息絶えればいいんだ!!」

「……あの、それは魔王のお仕事ですから。あと、一番奥にいるのは円乗先生です」

「じゃあツヅリを倒せばいいのかな」

「倒してどうするんですか、まずは話を聞かないと！」

「じゃあ、ソーイチのリクエストにお応こたえして、ツヅリをぶちのめすってことで」

「だから頼んでいません！　一切リクエストしていませんって!!」

「ラジオネーム・ムッツリネチネチさんからのリクエストで、世界を滅ぼします」

「ＤＪ感覚で滅ぼされたら困る……って、それ僕のこと言ってますか!?」

「か、勝手に何してくれてんのよ!!」

　と、ミリアムが駆け上がってきた。

「ワタシと総一が頑張ってダンジョン攻略しようとしているんだから、邪魔しないでよね！　お前の入る余地なんかないのよ!!」

　以前は貴様と呼んでいたのに、今ではお前と呼んでいる辺り、若干二人の距きよ離りが縮ちぢまったということでしょうか。魔王と勇者の距離が縮まったところで別にどうにもならない気はしますけど。そんなミリアムの剣幕に、エリカさんも冷たい声で答える。

「ソーイチと一緒に頑張るのは、私の役目だよ。私のパートナーとして相応ふさわしいのはソーイチだけなの。この間もそうやって、にっくき魔王を倒したんだから」

「はあ!?　にっくき勇者が言ってくれるじゃない。お前なんて、ずっとやる気なくて、最後まで適当だったし！　いいから今回は引っ込んでいなさいよ！　いつもみたいにぶつぶつと変な恨み言でも吐いていればいいじゃないの!!」

「そうは行かないよ。二人っきりでダンジョンに行かせたりしたら、ソーイチが魔王に毒されちゃうんだから」

「もうダメ人間達に付き合って大分毒されていると思うわよ!?」

「いえ、あの、毒されてないです。毒されてないですよね？」

　二人を止めようと割って入る。

　どうして、入り口のところで争っているんですか。こういうのって、もうちょっと奥まで行ってから起こるイベントですよね？　冒険の旅路の果てに些さ細さいなことで喧けん嘩かして別れてそれでもいざという時には助けに来てくれる、的なイベントじゃないんですか。

「どうか二人とも、落ち着いて下さい。こんな所で争っていても無意味です」

「丁度良かったよ、ソーイチ」

「丁度良かったじゃないの、総一」

「え？」

　二人は、ずいっと顔を僕に近付けて来る。あれ、何か雲行きが怪しいですよ。

「どっちと一緒にダンジョンを攻略するつもりか、入り口ではっきり決めてくれないと」

「そうね、ダンジョンは二人っきりでどうにかするものだって思うし、さっさと決めなさいよ、総一。二つに一つなんだから」

「何でそうなるんですか!?　別に、ダンジョンに人数制限とかありませんよね!?　三人で仲良く行けば良いじゃないですか!!」

「どっちも選ぶつもりなんて、ドスケベだね」

「そういう欲張りなのも、嫌いじゃないけど」

「ソーイチがどうしても両方と行きたいって言うなら、別にそれでもいいけど」

「それだけの甲か斐い性しようがあるっていうことを、見せてもらいたいものじゃない」

「……あの、お二人とも、何か僕に対して大変な誤解をしていらっしゃいませんか？　凄く不ふ名めい誉よで、凄く適当なことを」

「「そんなことありませーん」」

　そうやって、声を揃えて言う勇者と魔王。この二人、こんなに仲が良かっただろうか。




　そうして、僕達は三人で地下図書館の奥へと進むことになった。

　神の使いである僕に、魔王と勇者を加えた、大変バランスの悪いパーティメンバー。そもそも、普通のパーティに魔王は入らないし。普通は魔王って旅の最終目標だし。そんなのが最初から仲間になっていたら色々とおかしくなると思いますし。

　この三人の中で唯一、僕には戦闘力がないので、そんな僕を中央に置いて、前衛がエリカさん、後衛がミリアムという順番で並んで進む。

「…………あの」

　これ、とてつもなく、歩きにくいんですけど。

　それは、何故かエリカさんが僕の手を引いているからで。

　そして、ミリアムも後ろから僕の手を引いているからだった。

　どうして急に、こんなことになったんでしょうか？

　地下図書館に入った時から、こんな感じなんですけど。前と後ろ、両方から引っ張られることになる僕は、当然ながら上手く歩けないし、当然ながら腕が痛かった。これ、以前に読んだ『Ｏｈ！　丘裁き』という本で見たシチュエーションですよ。人間が縦に真っ二つになる怪事件を描いたホラーでした。

「あの、そんなにくっつかれると歩きづらいので、もう少し離れて下さるとありがたいと言いますか……」

「ダメだよ。ここでソーイチの手を放したら、どこかに行っちゃう気がするから」

「そうよね、ダンジョンはとっても危険なのよ。迷子になったら困るもの」

「僕、別に子供じゃないんですけど……」

　そんなに信用されていないんですか、僕は。

　結局、エリカさんは『このままだとソーイチの手を握りつぶしそうだから止めとく』と言い出して、ミリアムも『総一の手をもいじゃうといけないから放してあげるわ』とか言い出したので、僕は自由になりました。理由が物ぶつ騒そう過ぎますよね。

　そうして、地下図書館を黙々と進んでいく。周囲を本棚に囲まれている、という風景は変わることがないものの、少しずつ道が下っているのが分かる。どうやら、どんどん地下へと向かっていっているらしい。

　と、先頭を行くエリカさんが急に立ち止まった。

「下がって、ソーイチ。モンスターが出たよ」

「そうなんですか、モンスターが……モンスター!?　何で!?　普通は図書館にモンスターとか出ませんよね!?」

「ツヅリは引き籠もりだから、番犬代わりにモンスターを放っちゃうのも、あり得ることなんじゃないのかな。まあ、モンスターは普通に倒すけど」

「だから言ったじゃない、ダンジョンを舐めたらいけないって。そりゃダンジョンなんだから、モンスターが徘はい徊かいしているものよ。聖水でも撒まいたらどうにかなるかもしれないけど、まあ経験値の為に倒すべきよね」

「……もうモンスターでも何でも良いです」

　色々と諦あきらめて、エリカさんの背中越しにそっと覗いてみる。すると確かに、得体の知れない生き物が行く手を遮っていた。スライムって感じのやつが、徒党を組んでいる。

「邪魔だよ」

　しかし、エリカさんが剣を振るうだけで、まとめて倒されていく。

　たとえ力を封印されていても、手にしている聖剣がそれだけ強いのか、スライム達は何も手出し出来ずに消えていく。

　その様子を、冷めた目で見つめながら、エリカさんが呟つぶやく。

「はあ、お金もアイテムも落とさないなんて、全く失礼なモンスターだよ。大した労力は使っていないけど、それでも体力は使っているんだから、その見返りを残してくれないと困るよね。ああ、でも、最近ではお金を落とさないで、換かん金きん出来るアイテムを落とすような奴も出て来ているんだよね。何でわざわざ、換金の手間をこっちに押し付けるんだろう。最初っから素直にお金を落としてくれれば楽なのに!!」

「あの、エリカさん、どうか落ち着いて」

「色々と面倒だから、モンスターを誘ゆう導どうして銀行を襲おそわせて、お金を奪うばったところで私がそのモンスターを倒してやったよ！　どうせ私のお金だから別に構わないよね!?　ついでに町がぶっ壊れても、それはそれで公共工事の需要が高まるから平気だもん!!」

「強盗だコレ!!」

「ああもう、思い出したらイライラして来たよ！　ついでに、銀行で手数料なんかを取られて、私の貴重なお金が目減りしたことまで思い出して来たよ！　丁度良くスライムが出て来たから、大人しく私の剣のサビになれ!!」

　エリカさんはテンション高く、次のスライムの群れへと突っ込んで行く。聖剣が振るわれ、モンスター達が面白いように宙を舞う。いやちっとも面白くない光景ですけど。

「はぁ……」

　ともあれ、安全が確保されたのは事実なので、前に進みましょう。先に進むことこそ一番大事です。背後に声を掛けながら、歩を進める。

「ほら、さっさと行きますよ」

「はあ、懐なつかしい……」

「え？」

　妙な言葉に振り返ると、そこではミリアムが何故だか顔を赤らめて、くねくねと嬉しそうに悶もだえていた。あ、これ、理由を聞いてみないと、話が先に進まないやつですよね。

「あの、どうかしたんですか？」

「はぁ、やっぱりダンジョンは良いわよね……昔のことを思い出すもの」

「こっちでも昔語りするんですか……？」

「ワタシが最初に造ったダンジョンもこんな風だったわね。無意味に入り組んでいたり、無意味にモンスターが出て来たり、無意味に天井が落ちてきたり、無意味に全部の宝箱に罠が設置されてたり、無意味に大岩が転がってきたり……」

「それ無意味じゃないですよね。完全に殺しに来てますよね」

　ダンジョンとしては正しいのかもしれませんけど。

「こういうシンプルなダンジョンを見ると、初心を思い出すのよね。そうそう、ペットのポチと、完成したダンジョンに散歩に行ったものだっけ。ポチったら、勝手にモンスターを襲ったりするから魔王としては困ったのよ。そのうち、経験値が溜たまってレベルアップとかしたりして」

「どういう思い出なんですかそれは」

　そのダンジョン、散歩コースだったんですか。しかも名前がポチって、魔王のペットがそんな牧歌的な名前で良いんですか。

「でも、この間勇者に襲われた時に、離れ離れになっちゃったの。ああポチ、どうか一匹でも強くたくましく生きていてくれるといいんだけど。まあレベルは１００００を優に超えていたから多分大丈夫よね」

「１００００レベルって……それはもう、新たな魔王が爆誕しちゃっているんじゃないですか」

「ああポチ、どうか無事でいてね……」

　ポチのことを思い出しながらふらふらと歩き出すミリアム。危うく置いて行かれそうになる。そう、エリカさんの大暴れのせいで忘れがちになっていますけど、ここはダンジョンの真まっ只ただ中なか。いくら相手がスライムでも、レベル１の僕にとっては致命的です。

　二人の後を、慌あわてて追いかけるのだった。




「……何でしょう、ここは」

　エリカさんの大暴れと、ミリアムの思い出話の末、僕達は、少し開けた場所に辿たどり着ついた。それまでの狭い通路とは違い、部屋のような形になっている広場。

　相変わらず壁部分は全て本棚になっていて、本がぎっしりと詰め込まれているが。床はここまでの通路のように土がむき出しではなく、石いし畳だたみが敷き詰められている。

　そして何より異様なのは、その広場の真ん中に、全身が土のようなもので覆おおわれた巨人が鎮ちん座ざしているということ。

　そいつは、広場に入って来た僕達三人のことを見据えると、突然動き始める。

「あの、何だか強敵っぽいのが出て来たんですけど!?」

　大きく腕を振り上げて威い嚇かくをして来る。これまで倒して来たスライム類とは、明らかにレベルが違う。

「ああ、ゴーレムだね。土で出来た人形の奴。ダース単位で倒したことがあるよ」

「ふうん、まあ中ボスとしては適当じゃない。どうせなら、三体くらい一気に出しても良さそうなものだけど」

　目の前にいるのは、僕の身体からだなんかペシャンコにしてしまいそうな程に巨大なゴーレム、しかしエリカさんとミリアムは全く動じておらず、それどころか興味深そうに観察している始末です。危機感が全くない。

「はぁ、ツヅリってば全く面倒なことをするよね。どうせなら、マヨネーズと明めん太たい子こをカップリングして全く新しい調味料を作り出すとかすればいいのに……」

「広場が見えたことで安心した冒険者たちを襲う凶悪なモンスター、なかなか良いじゃない。でも、事前にセーブポイントが置かれていなかったのはちょっとマイナスよね。ここは休きゆう憩けい施設とか宝箱とかを置いて、冒険者を安心させたところをバシッと……」

「あの、お二人とも、何でそんな呑のん気きなんですか？」

　一応敵が現れてるんですけど!?

「だって、私の敵じゃ、ないもん」

「ワタシの敵じゃあ、ないのよね」

「……へ？」

　僕の間の抜けた返事と同時、広場の真ん中から何かが崩くずれる音が聞こえた。それは、現れたばかりのゴーレムが、為す術もなく土つち塊くれへと戻った音で。

「あれぐらいなら、わざわざ戦うまでもないよね。軽く剣を振るうだけでおしまい」

「ゴーレムなら、もう少し強度が欲しいところよね。素材は何を使っているのかしら」

　確かに戦いは終わっていた。

　その場から動くことなく、エリカさんが振るった聖剣と、ミリアムが振るった鎌かまの一いつ閃せんによって左右から両断され、ゴーレムはあっさりと霧む散さんしたのだ。

「……はい？」

　今、目の前で起こったことが、信じられない。これまでとは違う強そうなゴーレムが出て来て、どうしようかと思っていたのに。しかし勝負は、一瞬で終わった。二人とも、まるで飛んでいるハエを追い払うかのような気楽さでゴーレムを葬ほうむっていた。

　そう、この二人は、勇者と魔王。

　今はダメ人間でも、かつては確かに強かったからと知っている。だけど。

「あの、お二人とも首輪の効果で弱体化しているんじゃないんですか？　何でそんなに強いんですか。まさか、首輪が壊れていたりするんですか」

　しかし、エリカさんは首を振った。

「違うよ、ソーイチ。良く考えてみてよ。このダンジョンは、確かに色々モンスターとか出て来るけど、一応はフダラク荘の敷地内になるんだよね？」

「正直、かなり怪しいような気もしますけど、そうですね。一応ここは、フダラク荘の地下にあるらしいので」

「それで、私を縛っているこのにっくき首輪は、あくまでもフダラク荘の敷地から外に出た私の力を抑え込むもの、なんだよね」

「そうですね……と、いうことは」

　何だか、嫌な予感がしますけど。

　予感を裏付けるように、エリカさんは、誇ほこらしげに言う。

「つまり今、この首輪の封印は効いていないってこと！　だってアパートの敷地内だもんね！　私は今、力の限り、思う存分、暴れられるっていうことなんだよ!!　やった、世界を滅ぼさなきゃ！」

「だからその前向きっぷりを止めて下さい！」

　何でそんなに元気に滅ぼそうとするんですか!?

「待ちなさいよ！　このダンジョンの中なら首輪の封印が効かないって本当なの？」

　ミリアムは、ゴーレムが消えた後の床を色々と調べていたようだったけど、エリカさんの言葉を聞いてこちらに近寄ってくる。

「まさか、ワタシを縛り付ける首輪の縛いましめから解き放たれていたなんて……つまり今がチャンスってことじゃない!!」

「チャンス……？」

「今こそ復ふく讐しゆうの時！　普段からこっそりと特訓しておいた成果、見せてあげようじゃないの！　さあ勇者よ覚悟しなさい、このダンジョンこそがお前の墓場なのよ!!」

「いや、エリカさんの首輪の封印も同じように効いていないって、たった今本人が言っていましたよね……？」

「毎朝テレビでやっているラジオ体たい操そうを観て編み出した、必殺腕を振って脚を曲げ伸ばすアタックを食らいなさい!!」

　僕の言葉を聞かず、エリカさんに飛びかかるミリアム。

　まあ、当然の結果として。

「とぉっ」

「ぐぎゅ」

　エリカさんの反撃を食らって、石畳に叩たたき付つけられましたとさ。




「……はぁ」

　気が付けば、既に半日近くも歩きっぱなしだったので、少し休むことにした。

　すぐ横では、ミリアムが石畳に突っ伏したまま意識を失っている。ぴくりとも動きませんけど、しばらくしたら目を覚ますでしょう。

　エリカさんは、壁の本棚から本を適当に運び出して、それを縦に積み上げるという遊びをしている。全く知性が感じられない遊びですね。あと、そういうことをすると、本好きの人が激怒するのではないでしょうか。

　僕はと言えば、デバイスを取り出して、確認作業です。

「諒子さんからは特に、連絡はないみたいですね」

　連絡がないということは、とりあえず地上は問題ないということでしょう。

　それでも、早く円乗先生に会って厄介な能力を解いてもらわないと、被害は拡がる一方だろう。だから、出来るだけ急がないといけません。

「……そう言えば」

　円乗先生の能力で、この地下図書館を造ったのなら。今倒したモンスター達もまた円乗先生によって造られ、配置されたということか。エリカさんもそう言っていたような。

「そうだね、確かにツヅリの能力だと思うよ。前にも、アパートの中に変なモンスターが出たことがあって、その時に見たから」

「フダラク荘の中にモンスターが出たんですか？」

「わらわらと湧わいて出たよ」

「そんな、虫じゃあるまいし……じゃあその時も、今回のようなカップリング騒動が起きたんですか？」

「うん。ただ影響は結界の中だけだったから、そんな大したことにはならなかったけど。守しゆ銭せん奴どのカネちゃんと、マッドサイエンティストのツッくんとハッカーのバネさんが混じり合って、全く新しい英雄が生まれそうになったぐらいかな」

「それ、簡単に流していい影響じゃないと思うんですけど」

　大問題ですよね。まさかお三方とも北に逃げてしまったことと何か因果関係があったりしませんよね？

「とにかく、ツヅリのモンスターは大したことないよ。出来たとしても、精々時じ間かん稼かせぎぐらいじゃないかな」

「時間稼ぎって……全く稼げていませんでしたよね。一撃で倒されていましたし」

「確かに、モンスターが一匹いたところで、私相手に稼げるのは、精々が数秒だと思うけど。でも、それが一〇〇匹、二〇〇匹もいたら、どうなのかな」

「……え？」

「もし、一〇〇〇〇匹くらいモンスターがいたら？　それはもう、いくら私が勇者だったとしても、十分過ぎるくらいに時間稼ぎになるよね」

「いきなり桁けたが跳ね上がりましたね……でも、そんなに大量のモンスターなんかいませんよね？　そもそも、この地下図書館は広いとはいえ、さすがにそこまで広々としている訳じゃありませんし、モンスターをそこまで多くは配置出来ませんよ」

「そうだね、だからこそ、ああいうことになっているんだよ」

「ああいう、こと？」

　エリカさんが、僕の背後にある何かを指さした。振り返って見ると。それは、壁に貼はり付つけられたプレートだった。この地下図書館の階数が記されているらしい。

　そこには『現在　地下五階　残り九九九九五階』と書かれている。

「……はい？」

　思考が、止まった。

「きゅうまんきゅうせんきゅうひゃくきゅうじゅうごかい!?」

　茫ぼう然ぜんとする僕をよそに、エリカさんは至極あっさりと言う。

「このダンジョンは、残りそれだけの階数があるってこと。それなら、モンスターくらい、いくらでも配置出来るよね。それこそ、無限に時間稼ぎが出来るくらいに」

「あの、今、ここは、地下五階、です、よね？」

「そうだね。ちなみに、ここまで来るのに、半日は掛かっているね」

「……じゃあ、最下層まで降りるのには」

　正確に計算は出来ないけど、一つだけはっきりと分かることがある。

　どう考えても、そこまで辿り着くのに、六日以上掛かるということだ。

　それはつまり、デバイスに記されたカウントダウンがゼロになるということ。世界を滅亡に導みちびく災厄が、到来してしまうということになる。

「間に合わないじゃないですか!!」

「そうだね、間に合わないね」

　エリカさんはあっさりと言う。

「間に合う筈もないのに、ソーイチは頑張っているなぁ、とか思っていたよ」

「分かっているならもうちょっと早く言ってくれません!?」

「いやー、でも、久しぶりにモンスターを倒していたから、割と私の気は晴れていたんだよね。やっぱりモンスター退治をしている時が一番楽しいよ」

「僕の気は晴れませんよ!!」

　だって、間に合わないから。どうやったって気持ちは晴れませんよね。

「い、今すぐに地上に戻りましょう!!」

「でも、肝心のツヅリに会わないとダメなんじゃないの。ツヅリの能力を止める為に、ここまで来たんだよね？　会わないままで地上に戻っても、何も解決しないよ」

「エリカさんにまともな反論をされましたよ……ちなみに円乗先生は、当然、最下層にいるんですよね？」

「確かめたことはないんだけど、まあ当然、地下一〇〇〇〇〇階にいるんだろうね」

「うわぁぁぁぁぁ！！！！！」

　目的地は、遙はるか下。そこまで辿り着くには、圧倒的に時間が足りない。

　そもそも、円乗先生の能力……『現想×実理アルカドロン』によって造られたこの空間に、常識を求めるのが間違いだった。相手は元英雄、ダンジョンの深さも規格外。さすがは英雄です、全くもって面倒なことに。

「………どうしよう」

　このまま、必死で前に進むしか……いや、ここまで来るのだって、凄く順調だった。理想的な速度で進んで来た筈だ。それなのに、まだ全体の内、一割どころか〇・〇〇一割にも達していないのだという。

　進むも地じ獄ごく、帰るも地獄。頭を抱えたまま、床に突っ伏しそうになって。

「ソーイチ、もう飽きちゃったの？」

「え？」

　エリカさんの言葉に、ぎりぎりの所で踏ふみ止とどまった。

「……あの、別に、飽きるとか飽きないとか、そういうことじゃないです」

「じゃあ、諦めるのかな」

「それは……いえ、決して諦めたくはないですけど、このままだとどうしようもありませんよね？　他に、円乗先生にコンタクトを取る方法を探すしか」

「ダメだよ、やると決めたことは、ちゃんと最後まで貫き通さないと」

「で、でも、このままだと、どんなに頑張っても……」

「そんなことはないよ。自分のやりたいことを諦めるのは、勇者のやることじゃないんだから。えっと、こういう時はね……」

「え？」

　そう言うと、エリカさんはその場で大きく腰を落とし、ぐるぐると腕を振り回して、気合いを溜め始める。一体、何をしようとしているのか。

「あ、あの、エリカさん？」

「一気に行くしか、ないってことだよね」

「え？」

　僕が、言葉の意味を聞き返すよりも、早く。

　エリカさんの手の中に、巨大なハンマーが出現していた。

　それは、彼女がいつも持っている聖剣と同様に、勇者が振るう為の武具。確かに、勇者の物語を彩った伝説の武具、その一つだ。

「……せーのっ!!」

　止める間もなく。そのハンマーを、エリカさんは思い切り石畳に叩きつけた。

　それだけで、何もかもが砕け散った。ハンマーを落とした地点から、放射線状に破壊が拡ひろがっていく。伝説の再現と言わんばかりに展開される、徹てつ底てい的てきな破壊。一瞬で、僕達がいた広場の全ての床が、粉々に分解された。

　そうなれば、当然の結果として。広場にいた僕達は。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！！！！」

　崩落に巻き込まれて、真っ逆さまに落ちていくしかないのでした。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　08時間　30分　59秒】




「……………………うーん」

「あ、ソーイチ。起きた？」

「え、エリカさん……って、うわぁ!!」

　耳元で聞こえて来た声に、目を醒さますと、こちらを覗き込んでいるエリカさんと目が合った。すぐ近くにエリカさんの顔があったものだから、思わず声を上げてしまう。というか、僕はエリカさんの膝ひざに頭を乗せているらしい。何がどうしてこんなことに。

「わ、急にどうしたの？　変なものでも見たの？」

「いえ、その……」

　エリカさんに間近で見つめられていたことに驚おどろいてしまった……とは、言い出せなかった。ごまかすように身体を捻ひねり、ゆっくりと起き上がる。

　僕はどれくらいの間、意識を失っていたのか。ダンジョン移動の疲れもあって、随分眠ってしまったような気もする。

「こ、ここは……？」

「地下一〇〇〇〇〇階だよ」

「そうですか、地下一〇〇〇〇〇階ですか……じゅうまん!?」

「ゼロが五つの、一〇〇〇〇〇階だよ」

「はい、それは分かりましたけど……どうしてそんなことに」

　そこで思い出した。エリカさんがハンマーを叩きつけたことで広場が崩ほう壊かいし、そこに思い切り巻き込まれたことを。その結果、地下一〇〇〇〇〇階にいるというのなら。

「……ま、まさか、一〇〇〇〇〇階まで、落ちて来たんですか？　さっき僕達がいた地下五階から、ここまで、一気に？」

「そういうことになるね。ほら、わざわざ一〇〇〇〇〇階分も歩いて行くのは面倒じゃない。だったら、もう直線距離で行った方が楽だって思ったんだよね」

「楽は楽かもしれませんけど、無茶過ぎますよ!!」

「大丈夫大丈夫、私は昔っからこうやってダンジョンを攻略していたんだから。まあ、二回に一回は、ダンジョンが丸ごと崩壊しちゃって、脱出するのに手間取ったりしたんだけどね。全く、困ったものだよ!!」

「一番困るのはエリカさんの行動ですよね？　あと、二回に一回は多過ぎます」

　どれだけダンジョンを潰つぶしたんですか。解体業者でもそこまでやらないですよね。

　エリカさんが繰くり出だした一撃は、地下図書館を縦に貫通したのだ。その破壊に巻き込まれた僕達は、最下層、この地下一〇〇〇〇〇階まで真っ逆さまに落ちたことになる。

「……良く生きていますよね、僕」

　いや、普通に考えて、一〇〇〇〇〇階分の高さを落ちたら、死にますよね。

　一階分の高さを三メートルと考えても、軽く三〇〇キロメートル分を落ちたことになる。キロメートルって、あんまり高さを示すのには使われない単位じゃないですか。フジヤマを何個重ねたレベルなんですか。

「大丈夫だよ、ソーイチは私がちゃんと守ったし。大事に抱き締めてあげたから、平気だったよね？　怪け我がとかしていないよね？」

「あ、はい、おかげさまで無事みたいです」

「それで、私の胸の感触はどうだったのかな」

「急に何を言い始めるんですか!?」

「うーん、まさか気絶しながらでも私の胸を鷲わし摑づかみにするなんてね……放したらソーイチは死んじゃいそうだったから、私もされるがままだったんだけど。はっ、まさか、このことを見越した上で私にダンジョンを破壊させたの!?」

「そこまで僕は器用じゃありません！　それに触っていませんから！　いえ、その、意識がなかったので断言は出来ないんですけど、多分触っていません……よね？」

「初めて会った時には押し倒して来たくせに」

「ごめんなさい!!」

「一回犯罪に手を染めたものは、二回目もついついやってしまうものだよね」

「ごめんなさい!!」

「そんなに私の胸の感触が気に入ったのなら」

「本当に勘弁してもらえないでしょうか!!」

　そこで、エリカさんが不審げな顔をした。

「……どうしたんですか？」

「おかしいよ。どうしてソーイチは私の胸を触らないのかな」

「あれ、これ、どういう流れの展開ですか……？」

　触らなかったら悪い、みたいな流れになっているんですけど、正解はどこにあるんでしょうか。もし間違えたら社会的に抹まつ殺さつされかねないタイプの問題なので、絶対に間違えたくないです。

「こういう場合、胸を触るのがマナーじゃないの？」

「そんなマナーは全世界に存在しないと思いますけど」

「そっか……」

　エリカさんはなおも疑問符を浮かべていたけれど、すぐに平静を取り戻して。

「まあ、でも、無事で良かったよ。私がいなかったら、ソーイチは潰れたトマトみたいになっていたんだから」

「あ、ありがとうございます……」

　確かにエリカさんのおかげで僕の命が無事だったのだから、素直に感謝しておくべきでしょう。原因がエリカさんだということはさておき。良かった、トマトにならなくて。

　と、そこで気が付いた。僕は助かったけれど、残る一人はどうなったのか。

「あ、あの、エリカさん？　非常に言いにくいというか、それでも聞いておかないといけないことなんですけど、ミリアムは……」

「トマトに！」

「トマトに!?」

「あーあ、ソーイチを助けなかったら、そっちを助けられたかもしれないのにね」

「うわぁぁぁぁ!!」

「まあ、私は勇者だから、助けられる状況下であっても魔王を助けたりはしないけど。だからいずれこうなる運命だったんだよ、きっと」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！」

　ごめんなさい、エリカさんのせいでこんなことに！　元々は敵だったとはいえ、今は一応同じフダラク荘の住人である筈のミリアムを、トマトにしてしまうなんて!!　せめてお墓くらいはちゃんと立てますから、成仏して下さい!!

　でも一応、遺い体たいの確認はしておかないとご遺族に申し訳ないですよね、魔王にそもそもご遺族がいるのかどうかはさておき、ああペットがいるとか言っていましたっけ、ペットに何を言えばいいんだ……などと混乱していると、バシャリと水音がして。

「危なかったじゃないの!!」

　黒い水の中から、ミリアムが生えて来た。




「何なのよ一体!!」

　どうやらミリアムは、自分の能力を使って助かったらしい。そういえば、魔王の力もまた、エリカさんと同様に解放されているんでしたっけ。

「えっと、トマトにならなくて良かったです」

「トマト？」

　首を傾げるミリアムだったが、すぐにぷりぷりと怒り出す。

「全くもう、床を壊すなら壊すって、事前に言いなさいよ！　『孤群万魔デイクタトール』を使ってクッションを作らなかったら、普通に死んでいたじゃない!!」

「別に死んだら死んだで構わなかったのに」

「何てこと言うのよ!!」

　ぎゃあぎゃあとやり合う二人。まあ、助かって良かったと思います。本当に、こんなところで犠ぎ牲せい者しやとか出なくて良かった。それはそれとして。

「ここが、最下層なんですよね」

　改めて、周囲を観察してみる。これまでの階層とは違い……まあ実際に僕が見て確認したのは五階分だけですけど……周囲の壁は、土のままだった。本棚で埋められている、というようなことはない。

　その代わりと言うように、全く別の色彩が、そこにあった。

　何の変哲もない、一枚の扉。それは、フダラク荘の各部屋に取り付けられているものと同じ扉だった。扉の表面には、小さなプレートが貼り付けられている。

【円乗　綴】

　目当ての住人の名が、そこにあった。ここまで、ずっと追い求めてきた名前。そして、今回の災厄の、その元凶かもしれない人物の名前だ。

　緊張しながら、そっと、扉に近付こうとして。

　瞬間。ポケットの中のデバイスが、けたたましいアラーム音を立てた。

「な、何ですか!?」

　慌ててポケットに手を突っ込み、デバイスを取り出してみる。画面には、明らかに大変なことが起こっていると思わせるような、細かい文字が流れては消えていく。




【ご主人様、突然ですが、異常事態が発生しました。成程これが噂に聞くブルースクリーン……いえ、本デバイスにはそのような機能は搭とう載さいされておりませんが、どうやら本デバイスは外部からハッキングを受けている状況で……いえ、違います、発信源はフダラク荘の内部となって……異常です、ご主人様、どうかお気を付け──】




「……え？」

　只事ではないメッセージの後に、ブツンと暗転する画面。

　デバイスの調子がおかしい。普段、災厄が来るまでのカウントダウンが表示されている筈の画面は今、黒く塗ぬり潰つぶされ。代わりに、ただ一行だけ、文章が表示された。

　それを見て、ぞくり、と背筋が震える。

　簡かん潔けつな白い文字。しかし、異様な、禍まが々まがしい空気を放っているかのようで。

　画面には、こう書かれていた。




『心せよ。汝なんじ、この扉に近付けば、生命いのちの保証はない』




「はいどーん！」

「エリカさん!?」

　まあ、僕が固まっている間に、エリカさんがあっさりと近付いていて、そして扉をぶち抜いてしまったので、もうメッセージに意味とかなくなりましたけど。

「ツヅリが何か言って来たんでしょ？　ダメだよ、いちいちそんなことに構っていたら。どうせ、適当なことを言って、逃げようとしているだけなんだから」

「そ、そうなんですか？」

「うん、ツヅリの言葉は適当に一〇割くらい聞き流して、もう困ったらぶん殴なぐるくらいの勢いで行った方が、色々と楽だよ」

「そんな蛮族みたいなコミュニケーションありますか？」

　言語を得た生物とは思えないほどの暴れっぷりじゃないですか。

　ともあれ、目の前には、強引に内部に向けて蹴り破られた扉。デバイスの文章も、いつの間にか消えてしまっている。

「多分鍵かぎとか掛かっていたのに、普通に蹴破ったんですね」

「前に、ツヅリが地上に住んでいた時には、部屋に入るのにいくつかの謎を解かないといけなかったからね。一時間以内にキーワードを導き出さないとフダラク荘の全員が死ぬ、みたいなやつを」

「怖ッ!!」

「まあその時も扉をぶち破って強引に入ったんだけどね。それ以来、ツヅリには会っていなかったけど。ひょっとして、嫌われているのかな」

「多分それ、一切ひょっとしてないと思います」

　ともあれ、ぶち抜かれた扉から入った、その部屋は。

「……普通ですね」

　何とも、普通の造りだった。フダラク荘の一室と、特に変わらない。地下図書館なんかを造るような人だから、てっきり、もう一つダンジョンが待っていた！　くらいのことを想定していましたよ。

　明かりが点ついていないので、デバイスを懐中電灯代わりにして、前方を照らしながら歩く。と言っても一部屋分の広さしかないので、すぐに向かいの壁にまで辿り着く。

　乱雑に散らかされたゴミ袋や、お菓子の包みに紛れて、妙な膨ふくらみがあった。

「……これって」

　布団ふとんを被かぶった誰かが、そこにいる。一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたけど、その布団を摑んで、強引に引っ張り上げる。内側から僅わずかに抵抗もあったものの、僕の力の方が勝ったらしく、あっさりと布団はめくり上げられ、中身が露わになる。

　布団の中から現れたのは、ぶるぶると震えている、一人の女性。

　年齢は、僕よりも上だろうか。前髪は瞳ひとみを隠しそうな程に長く、肌は病的に白い。

「あなたが、伝説の作家、円乗綴さんですか」

　僕の問い掛けに、彼女……円乗綴さんは、涙を浮かべた瞳で、こちらを見上げて。

「わ、私を部屋から出せるなどとは……思わないで下さい」

　震えながら。しかし、覚悟を決めた瞳で。

　暗くら闇やみにあって、それでも確かな意志の光を浮かべながら。

















【災厄が訪れるまで　あと　５日　06時間　07分　42秒】




「い────────やぁ────────」

　何か言っていたので、とりあえず引っ張り出しました。

　凄すごい悲鳴を上げられて戸と惑まどったりもしたけれど、ここまで大変な思いをしてやって来たのに、素直に帰るという選択肢はありません。申し訳ないですけど、強硬手段に出させてもらいました。幸さいわい円えん乗じよう先生は、僕の力でもあっさり引っ張れる程の力しかなかった。こういうの、他の英雄相手じゃ無理ですもんね。

　そうして部屋を出ようとすると、悲鳴が止やみ、腕に掛かる重みが不意に増す。構うことなく力を込めて、無理に引っ張って行く。

「はい、部屋から出しましたよ……って」

　すると、そこには、僕に向けられている二つの視線があった。それは、部屋の外で待っていたエリカさんとミリアムの二人のもので。何だか、凄く冷たい視線。

「じーっ」

「じーっ」

「……あの、何ですか、お二人とも。何が言いたいんですか」

「や、ソーイチがまさか、ここまでやる男だとは思っていなかったからね」

「そうね、総そう一いち。そこまでのことをやらかすとは、ワタシも意外だったわ」

「……それ、多分ですけど、褒ほめていませんよね？　言いたいことがあるんでしたら、ちゃんと言ってくれますか」

　僕が言うと、二人は顔を見合わせた後、声を揃そろえて、僕を指さし。

「「人殺し」」

　そんな、酷ひどく物ぶつ騒そうなことを、言った。




「え、人殺し、って…………？」

　酷く冷たい言葉。そして、全く身に覚えのない言葉。

　何の冗じよう談だんですか、と笑おうとしたけれど。二人は、真剣な眼まな差ざしのまま、僕を真まっ直すぐに見つめている。その、躊躇ためらいのない視線から逃げるように、後ろを振り返れば。

　僕が今、部屋から連れ出した筈はずの、円乗先生が。

　死んでいた。

「……………………死んでる!?」

　慌あわてて駆け寄って、円乗先生の身体からだに触れる。

　しかし、彼女の身体は、確かに熱を持っていた。安あん堵どしながらも、念のために首元に手を当てて、脈を確かめてみる。

　こ、これは別に死んでいると思っているからじゃないですよ、あくまでも『三〇日間で学ぶ応急処置』という本に書いてあった、安否を確認するものですから！

　そうして、円乗先生の首に指を当ててみるも。

　一切の動きが感じられない。

　脈がない。

　そして呼吸もしていない。

「本当に死んでいるじゃないですか!!」

「あーあー、だから言ったのに」

　思わず無様に尻しり餅もちをついてしまった僕を、後ろからエリカさんが覗のぞき込こんでいた。彼女は、僕のことを、冷酷な視線で見下ろしながら。

「いつかやると思っていました」

「そんなマスコミ向けみたいなコメントは止めて下さいよ!!」

「えー、でも、死んでいるよね、ツヅリ」

　あっさりと言われましたよ。僕が一番言われたくないことを。

「……あの、本当に、死んでいるんですか？　噓うそですよね？　冗談ですよね？　だって、何もしていないのに死ぬなんて、そんなことってあるんですか？　ないですよね？　皆で僕のことをからかっているんですよね？」

「今、自分で確かめたんじゃないの？　確かに死んでいたんでしょう？」

「ど、どうして死んでいるんですか!?　僕は、そんな、円乗先生が死んでしまうようなことは、何もしていないのに!!」

「でも、部屋から出したよね」

「……はい？」

「部屋から出されたら死ぬ、ってツヅリは言っていたよね」

「いやいやいや、どうして部屋から出たら死ぬんですか!?」

　おかしいでしょう。部屋の外には毒ガスが蔓まん延えんしているとでも言うんですか。マスクをしなければ五分で肺が腐くさってしまう空間だったりするんですか。

「部屋から出たら死ぬのがおかしいって、ソーイチが決めることじゃないよね？」

「……え？」

「だって、ツヅリは間違いなく、『部屋から出されたら死ぬ』って言ってたのに、それを信じずに部屋から出したのはソーイチだよ。その結果に対して『何で死ぬんだ』っていうのはちょっとお門かど違ちがいなんじゃないかな」

　そう、確かに彼女は『部屋から出るくらいなら死を選ぶ』と言っていた。

　僕はそれをただゴネているだけだと思って、強ごう引いんに部屋から連れ出してしまった。引ひき籠こもりが部屋から出たくないが為ために、適当なことを言っているのだと。

「じゃあやっぱり、僕が円乗先生を殺してしまったということに……」

「そういうことになるよね」

「そ、そんな……」

　膝ひざをつく。神様の使命を受けて、フダラク荘にやって来て。災厄を回かい避ひし、世界を救おうと頑がん張ばって来た筈なのに。その結果僕がやってしまったのは、世界を救った偉大なる英雄の命を、奪うばってしまうということだった。

　とても許されないことだ。神様の使者として、そして一人の人間として。

　僕は、決して許されないことを、してしまった。

「ぼ、僕はなんていうことを……！　一体これからどうすれば……!!」

「まあ、まだ間に合うんじゃないかって思うけどね。私も、同じ経験があるんだから。だから、こうすればいいんだよ」

「……え？」

　茫ぼう然ぜんとする僕の前で。エリカさんは円乗先生の遺い体たいを抱き起こすと、それをたった今出て来た部屋の中に軽く放ほうり投なげた。

　その瞬間。

「はふっ!!」

「ひぃっ!?」

　確かに死んでいた円乗先生が、大きく咳せき込こみながら身体を起こした。死んでいた筈なのに。呼吸もなく、脈もなく、確実に死んでいた筈なのに。

「ツヅリは部屋から出したら死ぬけど、部屋の中に戻したら生き返るんだよ」

「どういうことなんですか!?」

「もう一回部屋から出したら、もう一回死ぬと思うけど、やる？」

「やりません!!」

　英雄を手に掛けてしまった、という後悔から来る感情は、僕の心を散々に打ちのめしていた。罪悪感と後悔とで、心が引ひき裂さかれるような感覚。もう二度と、あんな思いはしたくありませんから。

「よっ、英雄殺し!!」

　遠くでミリアムが大変不ふ名めい誉よなことを言っていますけど、そういう魔王ジョークみたいなのは本気で止めて下さい。魔王ジョークって何だ。




「……良かった」

　とにかく、円乗先生が生きてくれていて良かったです。もう本当に、絶望で胸が張り裂けそうでした。肝が冷えたというか、臓ぞう器きが丸ごと裏返るかと思いましたよ。こんなことを続けていたら、もう僕は完全にダメになっていたでしょう。

　さて、無事に生き返った円乗先生は。

「……………………」

　冷たい視線で、部屋の中から、布団ふとんを被かぶったまま、僕を睨にらみつけている。

　まあ、僕のせいで死んでしまったのだから、無理もないことですよね。というか、死んで生き返ったことについて詳しい説明がないんですけど、果たして色々と大丈夫なんでしょうか。軽い奇跡レベルのことが起こっているんですけど。

　円乗先生の視線は、まるで仇かたきを見るようなものだった。実際に円乗先生にとっては、僕は仇なんですよね。

「あ、あの」

「は、話し掛けないで下さい」

「あっ」

「わ、私を殺すような人に、話し掛けられたくないです」

「そうですよね……」

「それに」

「え？」

　円乗先生の、嫌けん悪おに満ちた視線が、僕を射抜く。

「あ、貴方あなたは、人間じゃないですか」

「はい？」

「人間に話し掛けられるなんて、もうダメです、無理です、最悪です」

「人間？　いえ、その、別に僕は、あなたに危害を加えるつもりじゃ……あんなことをした後では説得力がないかもしれませんけど」

「人間が傍そばにいるだけで危害です有害です公害です、帰って下さい」

「公害って、そんな……」

　円乗先生は、相当に僕に対して怯おびえているようで、全く会話にならない。これでは、事情を説明することも出来ません。まあ、自分を殺した相手と普通に話なんか出来ないと思いますけど、どうもそれだけではないような。

　フダラク荘に集う英雄の皆さんは、何というか……個性が強く、我がが強い人ばかりだったので、こういう受け身の態度を取られるとかえって戸惑ってしまう。まして、会話自体を拒絶されているとなると、どうしたら良いのか分からない。

　と、横からエリカさんが教えてくれる。

「ああ、ツヅリはね、人間が苦手なんだよ。別に、ソーイチに殺されたから嫌っている、っていうだけじゃなくって、人間が全体的に苦手なんだよ」

「人間が苦手、ですか」

「うん、人間相手だと、どうにも話が通じないんだよね」

「人間が苦手って、それはもう、まともに生活出来ないような……」

「まあ、うちのアパートには、饅まん頭じゆうとかいるからねー」

「ああ、確かにそうですね……でも、そうなると、僕はどうしたらいいんでしょうか」

　円乗先生は、なおもぶるぶる震えている。人間が苦手なら、僕の話も聞いてもらえない。まして僕には彼女を手に掛けてしまったという負い目があって、強く出られない。

　だけど、迷っている暇ひまはない。こんな所で、立ち止まってはいられないから。

「円乗先生、聞いて下さい!!」

「ひ、ひっ」

　近付くとまた大変なことになりそうなので、部屋に入らないように、それでも出来るだけ顔を近付けて、じっと円乗先生の顔を見つめる。

「強引な手段に出てしまったことは謝ります。あと、殺してしまったことも謝ります、申し訳ありません。でも、今だけは、僕の話を聞いて下さい。僕は、鹿かの屋や総一と申します。神様からの使命を受けて、このフダラク荘にやって来ました」

「ひ」

「その使命とは、世界を滅ほろぼす災厄を止めることです。今回、新しい災厄が、五日後にやって来るということが、神様からの指令によって判明しています。その災厄として、円乗先生のお名前が出ているんです。ですから、ちょっとお話をお聞きしたくて」

「…………」

　そこまで言ったところで、黙り込んでしまった円乗先生。

　どうしたんだろうと、そっと円乗先生の顔を覗き込んでみると。彼女は目を見開いたまま、首をぶらりと横に傾かたむけていて。

「死んでる……」




　生き返った円乗先生は、無言で再び部屋に閉じ籠もってしまった。

「もうソーイチは、ツヅリと顔を合わせない方が良いと思うんだよね」

「……僕もそう思いましたよ」

「自じ慢まんじゃないけど、私が前にツヅリに会った時には、五回死んでたよ」

「ちっとも褒められたことではないですよね。何をしたんですか」

「まさか近付いただけで死ぬなんて」

「僕と同レベルじゃないですか……」

「私に驚おどろいて逃げ出したら、部屋の段差につまずいて、それで死んだんだよ」

「虚弱体質ってレベルじゃないですね……」

　部屋の中にいても円乗先生は死んでしまう。部屋から出たら、それはそれで死ぬ。そして僕は思い切り嫌われているので、近付いたら死なせてしまう。あれ、これってどうしようもないやつですよね？　チェックメイトで王手でフルカウントですね？

　でも、僕はどうしても、円乗先生と話をしないといけない。

　話は、世界の行く末に関かかわること。だから、こうして迷っている場合ではない。どうにかして、普通に円乗先生と話が出来るような方法を考えないと。

「それなら、良い考えがあるよ」

「エリカさんの考えって、あんまり信用出来ないやつだと思いますけど……どうすればいいんですか」

「電話越しに話をすればいいんだよ」

「凄く常識的な回答だ……」

　エリカさんの口から出るとは思えないような正論ですよね。てっきり、『部屋ごと持ち帰ればいいんだよ』くらいのことを言うのかと。

「でも、僕、円乗先生の電話番号なんて知りませんけど」

「それは簡単なことだよ」

　エリカさんは、急に大きく腕を上げて、がんがんと扉を殴なぐりつけた。

「ツヅリ、この扉を破られたくなかったら、ソーイチに電話してあげてよね!!」

「ものすごい原始的な方法だ……!!」

　なおもエリカさんが扉を強く叩たたいていると、ポケットの中のデバイスが震えた。画面には、丁てい寧ねいに『円乗綴つづり』と書かれている。早速、通話ボタンを押して、電話に出る。

　デバイスから聞こえて来たのは、か細い円乗先生の声。

「だ、誰ですか」

「いや、あの、お判わかりでしょう？　僕です。鹿屋総一です」

「ひ」

「ちょっと待って死なないで下さい！　どうか気を確かに！　生きて下さい!!　というか電話越しなんですから、別に怖くはないですよね!?」

「で、電話越しに怒られました。怖いのでもう死にます、逝いきます、成仏します」

「死なないで！　生きて!!」

「死にます」

「生きてぇぇぇぇ！！！！」

「死にました」

「生き返ってぇぇぇぇ！！！！」

　デバイスに向けて、必死に叫ぶ僕でした。遠くからエリカさんとミリアムがえらい表情で見つめていますけど、別にやりたくてやっている訳じゃありませんからね!!




【災厄が訪れるまで　あと　５日　04時間　48分　33秒】




　そんな不毛なやり取りを、数度繰り返して。

「…………落ち着きましたか」

「…………な、何とか」

　荒い息を吐きながら、ようやく言葉を交わすことになった僕と円乗先生でした。ここまで本当に長かったです。まあ、今も伝わって来る声は震えていて、今にも死にそうな感じですから、長くは持たないかもしれませんけど。

「円乗先生。あなたが、かつて多くの世界を混乱に陥おとしいれて来たのは、本当ですか」

「……はぁ」

「それは、円乗先生の持つ能力『現想×実理アルカドロン』によるものですか」

「……はぁ」

「その能力によって、今、この世界のあちこちに、影響が出始めているんです。そのことをご存じでしたか」

「……はぁ」

　嚙かみ合あっているようで、嚙み合っていませんよね、この会話。

「ちゃんと僕の話、聞いてくれていますか？」

「ひっ」

「死なないで下さい！　お願いですから、話をちゃんと聞いて下さい。とても大切な、絶対に聞いてもらわないといけないことなんです」

「……は、話って、何ですか」

　絞り出すような声で応こたえてくれる円乗先生を、ありがたいと思いながら、説明する。

「僕達には、時間がないんです」

「時間……それは、まさか、〆しめ切きり、ということですか」

「〆切り？　ええ、そうです。〆切りです」

　カウントダウンのことを和訳すると、〆切りという言葉に近くなるので、多分その通りなんでしょう。どうしてここで円乗先生が和訳したのかは知りませんけど、ちゃんと返事をしてくれるのは助かります。

「そう、僕はその、〆切りを何とかしないといけないと思って、こうしてダンジョンの奥底までやって来たんです」

「私に、会う為に、ですか」

「そうです。円乗先生に、〆切りを何とかしてもらいたいと考えて来ました」

「私に……〆切りを」

　円乗先生は、怯えたような声音。僕に対してではなく、もっと大きな恐怖に怯えるような声だった。世界の滅亡という重大な問題に、思い至ってくれたのでしょうか。

　だから僕も、真剣に、自分の思いを訴える。

「全すべては、円乗先生が鍵かぎになっています。この事態は、きっと円乗先生にしか解決出来ないものです。だから、どうか、手伝って頂けませんか」

「……私に、〆切りを、何とかしろと。そう、言っているんですか」

「はい。今も迫り来る、恐るべき〆切りをどうにか出来るのは、円乗先生をおいて他にはいません。伝説の作家、円乗先生にしか出来ないことなんです」

「作家……〆切り……」

「はい。〆切りがやってくるまでに、世界に起こっている事態を何とかしないと、大変なことになってしまいます。多くの人々が、嘆き悲しむでしょう。そうならないようにすることが、僕の仕事……いえ、使命なんです。僕に、力を貸して下さい」

　必死に全てを説明し終えて、円乗先生の反応を待つ。

「………………」

　しばらく、沈黙が続いて。やがて、ぽつりと零こぼされた言葉。

「〆切り」

「え？」

「ようやく分かりました、理解しました、納なつ得とくしました」

「な、何が、ですか？」

　そこで、不意に部屋の扉が開いた。

　驚いてそちらを見ると、扉の隙すき間まから、円乗先生がこちらを見つめていた。

　酷く沈んだ、暗い表情。それでも、その瞳ひとみに浮かんでいるのは、痛烈なまでの意志だった。訴えかけることがあるという、強い意思。

　円乗先生は、涙を浮かべながらも、しっかりと僕を見据えて。

「あ、貴方は、私から原稿を取り立てに来た、出版社の手先ですね!?」

　そう、告げた。




「…………はい？」

　つい、ぽかんとしてしまう僕でした。

「つ、つまりは、編集者ですね!?　いいえ、そうに決まっています!!」

「編集者？」

　一応、知識としては知っている。それは、主に出版社に勤めているサラリーマンのことで、様々な書籍類の出版に従事している人々のことを指している言葉。その仕事の中には、作家と共同して作品を作り上げることも含まれていた筈だ。

　問題なのは、どうして円乗先生が急に、そんなことを言い出したのか、ということ。

「いえ、あの、僕は別に、編集者とかではないですけど」

「か、隠さないで下さい」

　しかし円乗先生は、扉に隠れながらも必死に言う。

「作家である私の元に突然現れて、〆切りが来ているとまくし立て、仕事を強要する。これは、編集者の特とく徴ちように一致しています」

「そんな動物図ず鑑かんみたいな言い方はちょっとどうかと……」

「そ、そういった編集者には、確かに私もお世せ話わになったことがあります。しかし、今の私にとっては、明確な敵です」

「て、敵？」

「そうです。そもそも、最初から、貴方が敵だということは分かっていました」

「ど、どうしてですか!?」

「見ていたからです」

「見て、いた？」

「はい。この目で明白に、観察し、拝見し、調査していました。貴方がこのフダラク荘に現れた時から、ずっと監視していました」

「監視ですって!?」

「はい。このフダラク荘内は、全て私の能力の範囲内。あらゆる場所に監視カメラを仕掛けているのも同じ。フダラク荘の内部で起こったことは、何もかもお見通しです」

「そんな……！」

「ですから、貴方がこのフダラク荘に現れて以来、時間がない、と大騒ぎしていたことも知っています。時間がないと大暴れ、それは即すなわち編集者の生態です」

「だから違いますってば!!」

「やがて何かに疲れたように、部屋でぼんやりしていることが多くなったり、手元の機器を弄いじって笑みを浮かべたりしていましたが。これは編集者特有の行動と断言して差し支えないでしょう」

「差し支えしかない!!　って僕の部屋の中まで見られていますよね!?」

「編集者とは、逃げる作家をどこまでも追って来るもの。天の涯はてまでも、地の底までも、追って来るものです。現に貴方はここまで現れた。私に〆切りを守らせる為に」

「僕はそんなことしませんってば!!」

「編集者とは外の世界からやって来るもの。つまり、外に毒された、悪あしき存在です。こうして引き籠もっている私のことを嘲あざ笑わらって、自分達は友達と庭で楽しくバーベキューとかしているのでしょう。私のような引き籠もりには決して不可能な、ＢＢＱを」

「何な故ぜＢＢＱと言いい換かえたんですか」

「羨うらやましいなんて全く思いませんけど。それなら私は、自分自身のやり方でＢＢＱをするまでです。脳内ＢＢＱをしてみせます」

「物凄く空むなしくありませんか、それ」

「し、失礼なことを言われました。分かりました、それなら、貴方とＢＢＱをカップリングしてあげましょう。そんなにＢＢＱが好きなら、私の脳内妄想の中で一生ＢＢＱとくんずほぐれつしていれば良いのです。その様子を、原稿用紙一〇〇〇枚強に渡って克こく明めいに描写して差し上げます」

「良く分かりませんけど止めてくれますか!?」

「そう、貴方がトウモロコシと楽しそうに絡み合っている姿が、私の脳内では今も克明に表現されています」

「どういう光景なんだそれ……」

「実に筆が乗ります。ピーマンも追加します」

「乗らないで欲しいな……」

　こうして、色々と語ってはいるけれど。僕の言葉が、円乗先生に届いているような様子はない。妙なカップリングに僕が巻き込まれている気はしますけど、別に僕は望んでいないんですよそれ。

　分かったことは、一つ。

　円乗先生は、編集者というものを、異様に敵視しているということ。

　伝説の作家と、編集者。

　その間に、どのような関係が、過去が隠されているというのだろうか。デバイスにも載のっていないそれは、きっと個人的なことなのかもしれない。他人が軽々しく踏ふみ込こんではいけない部分なのかもしれない。触れてはいけない、過去の因いん縁ねん。

　それでも、今の僕には、円乗先生の力が必要だ。

　だから、必死で、円乗先生に向けて言葉を重ねていく。

「一体、何があったんですか？」

　知らない過去に、踏み込む為に。

「そんなにも……編集者を恨うらんでいるのには、何か重大な理由があるんですよね。こんな地下深くに引き籠もらなければならない程の理由が。良かったら、その理由を聞かせてくれませんか。ひょっとしたら、何か力になれることがあるかもしれません」

　たとえ、その理由がごく個人的なことであったとしても。

　一人の人間にとって、触れられることが致命的なことであったとしても。

　それでも、僕は聞かなければならない。

　どんなに恨まれることになったとしても、暴かなくてはならない。

　何故ならそれが、神様の使者である僕、鹿屋総一に与えられた使命なのだから。

「お願いです円乗先生。どうして引き籠もっているのか、教えてくれませんか」

　僕の懇こん願がんに対し、円乗先生はチラリと見ると、口を開く。

「え、特に理由はありませんけど」

「ええぇ……」

　ないんですか？

　まさかのナッシング？

　いや僕の苦悩は何だったんですか。過去に何かがあって、その結果としてこんなことになっているのではないとしたら、一体何なんですか。理由なしにこんな場所にいるとか、普通はないですよね!!

「じゃ、じゃあ、どうして引き籠もっているんですか？」

「普通に人間とか苦手だから、です」

「普通じゃないし……」

「あと、色々と面倒だから、です」

「面倒って、そんな雑な……」

　深刻な理由がなくて良かったけれども。それはそれで、彼女が単なるダメ人間だ、という結果にしかならなかった。

　とにかく、円乗先生が僕のことを編集者だと思い込んでいて、そして〆切り……カウントダウンについても、何か特別な思いを抱いていることは分かった。それでも、その意志の出所が、分からない。

「……決着を、付けましょう」

　円乗先生は、震える身体を押さえつけながらも立ち上がり、僕の方を、部屋の中から、敵意に満ちた視線で見つめる。

　その目には、見覚えがある。意志を固めて据わった瞳は、普通の人間の浮かべるものとは一線を画かくしている。

　即ち、英雄の瞳だった。

「まだ、私は、編集者に捕まる訳にはいきません。私は、未いまだこの部屋と共にあると、そう決めた身。他人に容易たやすく破れる絆きずなでは、ありません」

「絆って……単に引き籠もっている、というだけですよね。あと、普通に部屋から連れ出しましたよね、僕」

　絆もなにもないですよね。

　しかし、円乗先生は震えながらも笑う。

「甘いです。貴方は、見誤っている……私と、この部屋との絆を、見誤っています。簡単に連れ出せるなどとは、ゆめゆめ思わないことです」

「ですから、あの、さっき連れ出しましたよね？　死にましたけど」

「私と部屋との絆は、ネギと鶏とり肉にくよりも強いです!!」

「焼き鳥か何かですか」

「貴方が私を本気で部屋から出したいのならば、一個小隊でも用意しておくべきでした。本当に用意してきたら死にますけど。では、そろそろ、私の平穏を返してもらいます」

「何を……!?」

　円乗先生が、手をこちらに向ける。

　その様子に危機感を覚え、一歩後ろに下がるも、相手の動きの方が明らかに早くて。

「問答無用……『現想×実理アルカドロン』、アクティブ！　カップリング『床×本棚』、今ここに成立せよ!!」

　円乗先生の叫びと共に。

　地下図書館が、鳴動して。

　気付いた時には、目の前に本棚が出現し、部屋の入り口が塞ふさがれていた。

「……え？」

　てっきり、何か攻撃でもされるのかと、身構えていたからこそ。この、何も僕の身に起こらなかった、ということに、疑問が浮かぶ。

　戸惑って、しかし気が付いた。

　円乗先生は、確かに能力を発動していた。その能力……『現想×実理アルカドロン』の効果は、あらゆるものをカップリングさせること。それによってこの地下図書館自体が変な風にカップリングされて、目の前の部屋の入り口が塞がれたのだろう。

　と、本棚の向こう側から円乗先生の声が聞こえて来る。

「これで、私の平穏は守られました。自室の平穏を守る為ならばこの命、惜しくはありません。命いのち懸がけで守ってみせます」

「あ、はい。それについては本当にもう嫌というほど分かりました」

　実際に目の前で何回か死なれたりしたし、有言実行にも程がありますよね。本当、どれだけ外に出るのが嫌なんですか。自室の平穏を守る為に命を差し出すって、リアルに身体を張り過ぎ、命を軽々しく投げ出し過ぎですよ。

「それでは、ごきげんよう」

「いや、ちょっと、まだ話は終わっていません！　この本棚をどかして下さい!!」

「私の引き籠もりを邪じや魔まされる訳にはいきません。貴方が追って来られないように、少しカップリングを私の方で調節させて頂きましたから」

「何をしてるんですか!?」

「それでは、引き籠もりに戻ります。あの麗うるわしき、自じ堕だ落らくに」

「円乗先生!!」

　叫ぶも、既に返答はない。

　慌てて目の前の本棚に手を掛け、本を引き抜いてみるも、それを補おぎなうように新しい本が現れて行く手を遮さえぎってしまう。そう、この地下図書館は、全体が円乗先生の部屋の中と言っても差し支えない空間。だからこそ、円乗先生の能力が発動されれば、簡単に逃げられてしまう。そもそもが、アウェーでの戦いだった。

　急いで、彼女の元に辿たどり着つかないといけない。何だか誤解をされまくっていたし、そもそも僕のことを編集者だと決めつけて敵視しているので、ここから何かを仕掛けてくるかもしれない。というか、そんなようなことを本人が言っていた。

　僕だけでは、どうしようもないかもしれない。だから振り返って、助けを求める。そこにいる筈の、英雄と……ついでにいる魔王に向かって。

「エリカさん！　ミリアム！」

「何かな、ソーイチ」

「何よ、総一」

　助けの声はすぐに届いた。エリカさんとミリアムは、すぐ近くで僕達の様子を窺うかがっていたらしい。そう、すぐ近くで。

「あの……お二人とも、何だか近くないですか……？」

　これ、すぐ近くっていうか、むしろ、くっついているような気が。

　二人とも、何故か僕に身体を密着させているのだ。体重を全部預けるように寄りかかって来ているので、こっちは身動きが取れません。

「あ、あの、ちょっと？」

　密着した部分から伝わる熱。吐息すら感じられるほどの近距離に、もう訳が分からなくなる。しかし、二人は、何も気にしていないように、なおも擦すり寄よって来る。

「ねえソーイチ。いきなりだけど、ちょっと言いたいことがあるんだよ」

「えっと、どうしたんですか、エリカさん。やけに近いですけど」

「ソーイチは、私の胸に興味があるんだよね？」

「急にどうしたんですか!?」

　何故ここで胸の話を!?

　逆恨みをこじらせていよいよエリカさんがおかしくなったのか、と震えましたが、どうやら正気を保っているらしい。正気でそんなことを言う方が明らかにヤバいですよね。そして、基本的には普段からおかしかったですよね、エリカさんって。これも割と普段通りのような気もします。

　エリカさんは、更に僕に身体を……というか、主に身体の一部分だけを執しつ拗ように押し付けて来る。それがどこなのかと言われると、その、何というか。

「おかしいな、ソーイチは初対面で私の胸を揉もんだくらいだから、もう私の胸しか見えないレベルだと思っていたんだけど、特に反応してくれないよね。さっきも、視線は触りたがっているのに、手は出してこなかったし」

「そんな視線してなかったですよね!?」

「ひょっとして、ジャージ越しなのがいけないのかな」

「ほわぁぁぁぁぁ！！！！」

「こんなこともあろうかと、下は着ていないし」

「何でもいいから着てて欲しかった!!」

「さすがの私も、常に着ていないってのはちょっと引くけど、でもソーイチがどうしてもって言うならしてもいいよ？」

「どうしてもしないで下さい!!」

　ジャージと、ついでにその下のシャツまでたくし上げようとするエリカさんを必死で押おし留とどめる。このまま好きにさせていると、こう、何というか、色々とダメだって、そんな気がしますから!!

　このままでは大変なことになりそうなので、僕の身体の反対側にひっついているもう一人に声を掛けることにする。ダメ人間の扱いに困っているのなら、もう一人ダメ人間を投下して何とか中和しようという作戦です。

「あ、あの、ミリアムも何をやっているんですか!?　何というか、そんなキャラクターじゃなかったですよね!?」

「全くもう、べたべたするなんて、勇者として情けないってのよ」

「そうですよね！」

「これはワタシが一肌脱いで、直接魔王としての威い厳げんを総一に刻み付けてやらないといけない感じじゃない。という訳で、ワタシを甘く見た罰、ここで味わいなさい！　このワタシの、豊満な身体で!!」

「だから何を言っているんですか!?　正気に戻って下さいよ!!」

「豊満ではないって言うの!?」

「そこじゃないです!!」

「確かにワタシは、そこの無駄に膨ふくらんでいる勇者とは違うかもしれないけど！　実に平へい坦たんな身体をしているって言われがちだけど！　それでも、これはこれで需要ってものがあるのよね、知ってるのよテレビで何度も見たんだから！　だから安心して寄って来ていいのよ、総一も」

「寄りませんし脱がないで!!」

「それとも、割かつ烹ぽう着ぎを着たままの方が良いの？　マニアックなのね」

「いえ、そういうことではなく！」

「まさか、逆に割烹着以外は何も要らないって言うの？　さすが総一、予想の少し斜め上を行く性せい癖へきじゃない。見直したのよ」

「ええぇ……」

「じゃあ下着だけ脱ぐから。総一が無理矢理脱がせて来たんだし、仕方がないのよね」

「完全に自発的に脱いでいますよね!?」

　エリカさんと同じように服を脱ごうとするミリアムを、必死で引き止める。もう左右で大変なことが起こっているので、どうしようもないじゃないですか。












　おかしい。もう本気でおかしい。

　エリカさんもミリアムも、明らかに妙だ。率直に言って、脳の神経が何本か切れているような言動をしている。普段からヤバ気なエリカさんはともかく、魔王とはいえ普段は割と普通にしているミリアムもまたこうなっているとは。

　二人に何があったのか。思い当たる節といえば、一つだけある。

「……………ひょっとして」

　これが、円乗先生の能力によるものなんでしょうか。

　何かと何かを、強引にカップリングさせる能力。それくらいしか可能性はない。

　円乗先生の能力に、二人が影響されているのだとしたら、それは僕にはどうしようもないことだ。僕よりも強い二人が、こうしてあっさりと能力の影響下に囚とらわれているのだから、僕に何とか出来る筈がない。

　ならば、もう、他の所に助けを求めるしかない。

「ちょ、ちょっと、放して下さい!!」

　なおもまとわりついて来る二人を引きはがしながら、デバイスを取り出す。地上に残っている皆様に、事情を説明してみよう。残りの英雄達ならば、まだ能力の影響を受けていないかもしれないのだから。

　しかし。

「……反応が、ない？」

　どれだけ待っても、誰も電話に出ることはなかった。

　既に、ダンジョンに降りてから相当な時間が経過している。フダラク荘の英雄達が、一人も帰ってきていないということはあり得ないだろう。だらけているのか、怠なまけているのか、面倒だから寝ているのか。

　もしくは、電話に出ることが出来ない程に、大変な事態が起こっているのか。

　そうだとしたら、こんな所でぐずぐずしている時間はない。

「急いで、戻りましょう!!」




【災厄が訪れるまで　あと　５日　04時間　22分　03秒】




　とにかく、急いで地上に戻ることにした。

　地上までの、地下一〇〇〇〇〇階分の深さを、どうやって戻ったのかといえば、普通に直通のエレベーターを使いました。それを見つけた時は、ここに来るまでの苦労を考えて心が折れそうになったけれど、とにかく急いで乗り込み、地上に戻って来た。

　慌ててフダラク荘の建物内に入るなり、叫ぶ。

「誰かいませんか!?」

　しかし、反応は返って来ない。

　それどころか、フダラク荘全体が静まり返っていて、何の気配も感じられなかった。英雄達の部屋を見回ってみたけれど、どこにも、誰もいない。普段は誰かしらが騒いでいるような場所なので、この静けさが妙に不安だった。

「ソーイチ！　私！　私はここにいるよ！」

「総一、ワタシもここにいるわよ。ちゃんと見ていなさいよね！」

「ああもう！」

　地下から引き続き、僕にくっついてきているエリカさんとミリアム。彼女達は相変わらず僕から離れることはなかった。若干鬱うつ陶とうしさを感じないでもないけれど、それを言ったら何か大変なことになる気がするので止めておく。

「……そうだ、玄げん関かん！」

　ダンジョンに潜る前、僕は玄関に置き手紙をしていた筈。もし、英雄の皆様が帰宅しているのであれば、そこに何か痕こん跡せきが残されているかもしれない。

　そうして急いで向かった玄関先、そこには僕の置き手紙に重なるように、一枚の手紙が置かれていた。

「……これって」

　拾い上げてみると、それはどうやら諒りよう子こさんの残した置き手紙のようだ。そもそも饅頭がどうやってこれを書いたのかという問題がありますけど、文章はちゃんと書かれている。やっぱり魔法を使ったんでしょうか。

　さて、その内容はといえば。




『和わ菓が子し屋やと洋菓子屋のミックスに憤ふん慨がいしていた私だったけれど、食べてみるとそのハイブリッドさ、可能性による新しい感覚に包まれたので、この出会いを大切にする為に色々と世界を巡ってみようと思います。ついでにクロさんも同じような可能性をお酒に感じたらしいので、一緒に行きます。あとはよろしく。


追伸　　ポリス×左さ文もん字じ』






「あのダメ人間共……!!」

　諒子さんの置き手紙を、つい握りつぶす。

　分かった。良く、分かりました。

　結局、留る守すを任せた筈の英雄達は、何もせず、それどころか個人的な欲望を優先して、どこかに行ってしまっていたのだということを。これをダメ人間と呼ばずして、何と呼べばいいのか。怒りをぶつける相手もいないので、もう叫ぶしかありません。

　まあ、こうなることを心のどこかで予想していた自分もいる訳ですけど。むしろ、十中八九こうなると思っていましたね、実際。残る一割に賭かける僕って、結構なギャンブラーだと思いますよ。見事に負けたんですけどね!!

　そして、饅頭と酒の理由は良く分かりましたけど、左文字さんに関してはまた簡かん潔けつな単語しか残されていませんね！　十分過ぎるほどに伝わりましたけど!!

　とにかく。

　こうしてフダラク荘に留守番がいなかった以上、地上で何かが起こったとしても、僕に情報が伝わって来る筈もない。つまり、何かしらのトラブルが起こっていても、僕がそれを知ることは出来なかったということになる。

「……調べないと」

　すぐさまリビングに飛び込んで、テレビのスイッチを入れる。

　そうして、映し出された画面、ニュースと思おぼしき番組は。

「……何ですか、これは」

　そこには、とんでもない映像が流れていた。




　それは、ここではない、どこかの風景。

　道路を走るのは、前半分がバスで後ろ半分がトラックの、奇妙な乗り物。空を飛んでいるのは、白と黒の翼を持った、パトカーとジェット機のハイブリッド。

　街並みに目を移せば、そこにはランダムに掻かき混まぜられたとしか表現出来ない、ごちゃごちゃになった各種の店の様子があった。水族館と魚屋、ペットショップと肉屋が半分こという、大変問題がありそうな店構えになってしまっている。

　ニュースを伝えるアナウンサーも、そして街を歩く住民も、あまりの事態に戸惑っている。今はまだ、こうして起こっている事態に戸惑っているだけで済んでいるものの、こんな状態がずっと続けば、大変な混乱を引き起こしかねない。何しろ、日常の風景が、まるで違うものへと変わってしまっているのだから。人々が事態を理解し、更に追い詰められるのも、時間の問題だろう。

　別のチャンネルに変えてみても、これまた同じような光景が映っている。日本のあちこちで……そして、世界に目を向けても、異常事態は同様に進行している。

　とにかく、映るもの全てが、尋常ではない。

　何もかもが、混ざっている。合成されている。

　人知の及ぶものではない、見渡す限りの異常事態、その源泉は間違いなく。

「これって……円乗先生の能力によるもの、ですよね」

　円乗先生の能力、『現想×実理アルカドロン』による異常事態は、フダラク荘の近くに留まっていた筈だった。それが今、こうしてニュースで取り上げられているということは、異常が既にフダラク荘のある元もと紘ひろ町ちようだけではなく、もっと大規模で拡散しているということ。

　要するに、眩め暈まいがするほどの、大変な事態だった。

「ど、どうして、こんなになるまで放っておいたんだ!!」

　ここにはいないダメ人間達に向けて、思わず叫んでしまう。

　僕は、しっかりと頼んでおいた。このような異常事態が起こらないように、地上に残った、諒子さんをはじめとする英雄の皆様に、頼んでおいた筈だ。

　それなのに、今や異常は世界規模で発生しているという始末。

「ま、まあまあ、落ち着きなさいよ総一」

「どう落ち着けって言うんですか!?」

「怖いじゃないのよ……ほら、ニュースなんか見ていると気が滅め入いるばかりよ、他のチャンネルに変えるわよ。そう、ちょうどそろそろアニメの再放送が」

「そんな物を見ている場合じゃないんですよ！　現実で、アニメよりも大変な事態が、起こっているんですから!?」

「何よ、現実よりも素晴らしいアニメだってあるんだから！　アニメってだけで一いち概がいに否定するのは良くないんだからね！」

　アニメについて力説するミリアム。この魔王、本当に大丈夫なんでしょうか。

　というか、そもそもの問題として。

「何でこんなに、一気に異常が拡ひろがったんでしょう……」

　異常事態の根本が、フダラク荘に引き籠もっている円乗先生である以上、能力の効果はフダラク荘の近辺に限られている筈。円乗先生がアパート外に出ているならともかく、そういう人物ではないことは良く分かっている。彼女こそは真正の引き籠もり、フダラク荘から外に出ることはあり得ない。

　ここまで規模が大きくなったのには、何か別の理由があるのか。それとも、円乗先生の能力が僕の予想を遙はるかに超えて強力なのか。

　本当、世界をここまでの大混乱に陥れるなんて、円乗先生もとんだダメ人間ですよ。何でこんなバカなことをしたんでしょうか。あんまり強く言っちゃうと死んじゃうかもしれないので、抑えますけど。

　いずれにせよ、バカ……じゃなくて円乗先生の能力が無意味に拡散して、その結果がこの全世界規模の混乱だ。

「どうすれば、いいんだろう」

　こんなもの、対処のしようがない。英雄といっても、出来ることには限りがある。ましてやフダラク荘に揃っているのはダメ人間達なので、ますます期待が持てませんし。

　この前の災厄……魔王を巡る騒動の時は、当の魔王自身を退治することで、カウントダウンを止めることが出来た。

　魔王を倒した勇者様は、さっきから静かだと思ったら僕に寄りかかって眠そうにしているし、倒された魔王はテレビのリモコンに手を伸ばそうとしている訳ですけど。僕が視線を向けると、すぐに手をひっこめた。

　そんな魔王と同じように、円乗先生を退治するというのは……何というか、ちょっとやりにくい。英雄とはいえ作家であり、戦う存在ではないから、そんな相手をどついたりしばいたりするのは、中々きついですよね。ここにいる魔王をどつくのでさえ、若干躊躇ってしまうというのに。

　そうなると、円乗先生を説得して、自分自身で止めてもらうしかないのだろうか。でも彼女は明らかに、僕のことを敵視している。普通の方法では、まず会話出来ない。

「せめて、まともに会話さえ出来れば……」

「まあ、総一相手だったら、会話はしてくれないと思うのよ」

「え？」

　ミリアムは、ぺたんとソファの隣に腰を下ろし、何やら訳知り顔で告げる。

「ワタシ、何となく分かるのよね。あの円乗っていう作家が、何故ここまで暴走してしまったのか」

「な、何で分かるんですか」

「経験よ。魔王の戦いって、基本追い詰められてばっかりだし。勇者の奴が、それはもう酷いことばかりして来るし」

「そりゃ魔王だから仕方がないですよね……？」

「だから、追い詰められた側の考え方には少し詳しいってわけ。今回の場合も、あの作家がどうして追い詰められているのか、理解出来るの。その原因は、きっと、総一よ」

「え、僕？」

　まさかの僕が原因ですか？

　世界がこんなことになった原因が僕にあるとか、それはもう今すぐに割かつ腹ぷくしないといけない話のような気もするけれど。それでも、そこまで衝しよう撃げきを受けなかったのは、何となしに感じていたからだった。

　円乗先生から向けられた、感情。

　どうやら僕に何かがあるということは、察知していたから。

「教えて下さい、ミリアム」

　魔王に向けて頭を下げる。しかし、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「僕が、円乗先生に何をしてしまったのか。僕の行動の何が原因で、円乗先生がここまで暴走してしまったのかを」

「そうね、魔王的な想像の結果を教えてあげようじゃない。あの作家が暴走して世界を滅ぼそうとする、その原因は、恐らく」

「……恐らく？」




「前回、ワタシがアパートごと世界を異世界転移させたり、こっちの世界にアパートが戻ったりした影響で、地上のフダラク荘と地下の図書館の接続が曖あい昧まいになってしまっていたのね。そんな中で、見ず知らずの総一が必死に騒いでいたのが作家の元まで届いて、そのせいで作家は総一を自分の原稿を取りに来た編集者だと勘違いしてしまった。そこで作家は過去の〆切り地じ獄ごくから来るトラウマにより能力発動。でも、自分の意思で発動させたわけじゃないから制せい御ぎよも出来なくて。しょうがないから必死に引き籠もっていたのに、総一自身が部屋の前まで来て追い詰めたことで更にパニックが強まって、能力が暴走して世界大混乱ってところじゃないの？」

「思っていたよりも最悪でしたね!!」

　要するに、僕のせいで過去のトラウマが蘇って、あわててどうにかしようとした挙あげ句く、どうにもならなくなってしまい、結果的に世界が大混乱ということですか。

　切っ掛けこそ僕にあったのは認めますけど、そこから転がり落ちていったのは全て円乗先生の責任じゃないですか。

「これを僕のせいだなんて言われたら、いくら温厚な僕だって怒りますよ!!」

「温厚……？」

　ミリアムが疑問符を浮かべていますけど、何が疑問なんですか全く。

　とにかく、円乗先生の暴走は、基本的に個人的なものから発生していて。しかしその能力があまりにも強力だったので、こうして全世界が巻き込まれることになったのだとしたら、それはもう英雄でも伝説でも何でもなくて。

「ただのダメ人間だ……洒落しやれにならないレベルの」

「恐怖から逃げ続けていた結果、逃げることそのものが目的になってしまうなんて、それこそが人間の弱さってことなのね……」

「魔王が何を偉えらそうに語っているんですか」

　まあ、色々とあったけれど。どうしてこんなことになったのか、その理由はどうやら明らかになった。思っていたよりもずっと、どうしようもない理由でしたけど。

　しかし、問題は依然として残っている。

　いくら発端がしょうもなくても、起こっている事態は深刻だ。何しろ、全世界規模で異常が発生しているのだから。このままでは、神様の言葉の通りになってしまう。円乗先生が、世界を滅ぼしてしまうのだ。

　果たしてこの能力は、どうすれば止まるのか。そもそも、止まるものなのか。一旦混ざってしまったらもうどうしようもありません、みたいな感じだとしたら、世界は普通に終わりますよね。

　デバイスで調べるべきだろうか……そう思っていると。

「ツヅリのことで悩んでいるんなら、本人に聞いてみればいいんじゃないかな？」

　背後から掛けられた声に振り返ると、いつの間にか目を覚ましていたエリカさんがミリアムを中庭に投げ飛ばし、不ふ思し議ぎそうな顔で僕を見ている。

「エリカさん……」

　たった今エリカさんに一瞬でやられて中庭に投げ飛ばされた魔王のことはどうでもいいとして、気になるのは、彼女の発言について。

「あの、本人に聞くって、それは」

「よっと」

　そう僕が聞くよりも早く、エリカさんはソファに座っていた僕の上に圧のし掛かかって来た。相手は僕の何倍もの力を持つエリカさん。この体勢では、まるで身動きが取れない。

「え、えっと、エリカさん？」

「何かな、ソーイチ」

「いえ、その、話があるので、退どいてもらえますか……？」

「やだ」

「やだって……」

　どういう意味があるんですかこの体勢に。

　というか、距きよ離りが近過ぎます。こんな近距離で話し合いとか、普通あり得ませんよね、だって逆に話しにくくなっていますし！　しかもエリカさんのジャージの前部分が大胆に開いているので、こう、何かが見えそうに……って、何でシャツを着ていないんです!?　いつの間に脱いだんですか、本当に見えますよ!?

「見えるって、何が見えるのかな」

「しまった口に出していましたね!?」

「ううん、でもソーイチの視線を追えば大体分かるよね」

「あうぅ……」

「ソーイチはエッチだからね」

　自分の耳が赤くなっていく音が聞こえるようだった。もう下へ手たなことを口にするのはまずい……そう思って黙り込むも。

「よいしょ、っと」

　エリカさんはお構いなしに、更に体重を掛けて来る。身体がすっかり密着している。だから何ですか、この状況。

「エリカさん、な、何がしたいんですか？」

「えっと、お話、かな」

「いや話ならもうちょっと距離を保ってするべきではないでしょうか本当にもう」

「別に、ここでも、話は、出来る、よね？」

　僕に言い含めるように。エリカさんは、耳元でゆっくりと囁ささやいて来る。吐息はまるで毒のように、僕の中へと浸透する。すぐ傍で濡ぬれている彼女の青い瞳を見ていると、酩めい酊ていしているかのような感覚に襲おそわれる。何もかも夢のような、不確かな感覚の中で、逃げるように思考を巡らせる。

　まさか、これも。

「円乗先生の能力によるもの……なんでしょうか」

　そもそもエリカさんのこんな態度は、彼女に相応ふさわしいものではない。どうにも慣れていないような、演技をしているかのような、そんな不自然さがあるから。だからきっとこれは、円乗先生の能力の結果。

　何もかもをカップリングさせる能力。

　それは物だけではなく、人間関係までにも操作が及ぶ。

　それこそが、円乗綴という作家が持つ能力、『現想×実理アルカドロン』の真価。

　勇者や魔王のように、分かりやすいパワーではないけれど、確かに世界を塗り替える程の力を秘めた能力。考えるだけで恐ろしい、魔性の力だ。というか以前に読んだ『虎とら奮ぶる』の主人公がこんな力を発はつ揮きしていたよね。

「ちょ、ちょっと、エリカさん、離れて下さいって!!」

「やーだー」

　まるでだだっ子のように首を振るエリカさん。出来る限りの力で押しのけようとするも、彼ひ我がの力量差は明白だ。神様の使い如ごときが、最強の勇者に勝てる筈がない。

「ふふ、ソーイチって良い匂においがするよね。何だか、妙に落ち着く匂い」

「ひゃっ!?」

　エリカさんは僕の首筋に顔を寄せ、擦すり付つけてくる。それはまるで、動物がマーキングをしているよう。

「あ、あの……止めて下さい」

「止めて欲しい？　本当に？」

「…………本当です」

「迷ってるの？　それとも怖いのかな？」

「迷ってませんし、怖くもありませんから離れて下さい」

「本当？　それじゃあ、ソーイチの身体に直接訊きいてみようかな」

「何を……痛ッ!?」

　次の瞬間、首筋に鋭い痛みが走った。エリカさんが僕に嚙み付いてきたのだ。

　あまりのことに驚いて、思わず突き飛ばすようにしてしまう。すると、エリカさんは意外にあっさりと僕から離れてくれた。

　すぐに触って確認してみると、確かに嚙み付かれた傷跡がある。エリカさんがつけた傷が、僕の身体に残っている。

「あれ、おかしいなぁ……」

「あの、一番おかしいのはエリカさんですから、少し落ち着いて下さい。深呼吸して、大きく伸びをすれば、きっとスッキリする筈です」

「そうかな？　うん、まあ、いいや」

　どこか残念そうな笑顔でこちらを見るエリカさんだが、どうやら納得してくれたらしい。良かった、何だか分からないけど良かったと思う。

「それで、どういうことですか、さっきの話は」

「えっと、ツヅリに何か聞きたいことがあるんだよね？　それなら、本人に聞くのが一番早いと思うんだけどな」

「まあ、それはそうなんですけど……」

　勿もち論ろん、そんなことは分かっています。

　けれど円乗先生は、自分の能力に守られて、地下図書館の深奥に引き籠もっている。彼女に会いに行くには、もう一回あの、地下深くにまで行かないといけない。一回行くだけでも大変だった、あの場所に。まして、うかつに僕が会いに行こうものなら、その瞬間に死ぬんですよ、円乗先生って。

「まあ、エレベーターを使えば、すぐかもしれませんけど」

「ああ、エレベーターは使えなくなっていたよ。私達が戻って来ないように、ツヅリがどうにかしたんだろうね」

「じゃあ、また自力で地下一〇〇〇〇〇階に行かないとダメなんですね……円乗先生も今度は、激しく妨害してくるでしょうし」

「別に、行くだけなら、パッと行って来られるけど？」

「え？」

「ソーイチの為だったら、別に地下一〇〇〇〇〇階くらい、ちょろっと行ってくるよ？　別に、飛び降りればそれで済むもん。大丈夫大丈夫、何とかなるよ」

「何とかならなかったら大だい惨さん事じなんですけど、本当に大丈夫なんですか？」

　話の内容は、とてもありがたいことです。ただ、こうしてエリカさんが僕の協力をしてくれるのも、円乗先生の能力によるものだと考えると、少しだけ心が重くなる。

　しかし、その重さを振り払う。円乗先生をここに連れて来るのには、エリカさんくらいの強引さがきっと必要だから。

「それでは、お願いしま」

「あ、ワタシも！　ワタシも行けるってば!!」

　僕の言葉を遮ったのは、ミリアムの声だった。

　先程エリカさんに倒されて、中庭に投げ飛ばされていた彼女が、声を上げている。そういえばミリアムもまた、能力の影響下にあるのだろう。魔王のくせにまた随分あっさりと能力を受けていますよね。

「ワタシだって、ダンジョン攻略は慣れているし！　何しろ魔王と来たら、ダンジョンの設計から建設までを請うけ負おう、いわばダンジョンマスターとも言える存在！　何度も何度も、作っては壊すのを繰くり返かえしたのよ！」

「どうせ魔王なんだから、モンスター達を厳しい労働条件で働かせていたに決まっているよね。ブラック魔王だよね」

「ホワイト魔王よ！　何しろワタシの能力は全部、ワタシの内から部下を生み出すものなんだから！　給料を払う必要はないけれど、働き過ぎることはないっての！　そう、いわばワンマン魔王!!」

「要するに、一人ぼっちなんだね。寂しい魔王だよ」

「寂しくないし！　ペットも飼っていたし、日々が超充実している魔王充だし!!」

　二人は睨み合っていたかと思うと、すぐに中庭へと飛び出していく。

「こうなったら、どっちが早くツヅリを連れて来るか、競争だからね!!」

「ふん、お前なんかに負ける魔王じゃないってのよ!!」

「はあ、こうして競争をしていると、昔のことを思い出すよ。誰が一番早く魔王を倒すかっていう競争の時、勇者は勇者っていうだけで立派な筈なのに、王様が沢山の勇者を用意したことが許せなかったから、つい他の勇者も倒しちゃったんだよね。結果として私が一番の勇者になれたから良かったけど」

「それ完全に魔王のやることじゃないの！　ちっとも勇者っぽくないじゃない!!」

「魔王を捕まえたら一〇〇万ゴールド、みたいなこともやったよ」

「テレビと勘違いしているんじゃないの!?　もっと魔王を敬うやまいなさいよ！　恵まれない魔王に愛の手を、みたいな感じで良いじゃない!!」

「二四時間魔王退治」

「だから何で怖いことばかり言うのよ!!」

　喧けん嘩かをしながら、地下図書館の入り口に突っ込んで行く二人。しばらくすると、物凄い轟ごう音おんと震動が、中庭の下から響いて来る。

　大丈夫なんでしょうか。あんまりうるさいと近所迷めい惑わくになるので、地ち殻かくに刺激を与えるのは控ひかえて欲しいんですけど。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　03時間　10分　37秒】




　数十分後。

「連れて来たよ!!」

「あ、ワタシが捕まえたのよ!!」

　エリカさんとミリアムは、あっさりとフダラク荘に戻って来た。さすがは勇者と魔王のパーティ、あっさりとダンジョンを踏とう破はしてしまったらしい。

「ちょっと大変だったけどね。地下二〇〇〇〇〇階に増えていたから」

「また一気に増えましたね……」

「まあ、多少増えてもあんまり関係ないよ。今回も床を全部ぶち抜いて、一気に最下層に行ったんだからね」

「だから、床を壊すなら先に言いなさいよ！　能力を使わなかったら、また大変なことになっていたじゃない!!」

「止とどめを刺してやれば良かったのかな」

「ぶっ飛ばすわよ!?」

「ぶっ飛ばされたのはそっちだよね。性しよう懲こりもせずに向かって来るし」

「何よ!?　何ならもう一回戦やろうっての!?」

　喧嘩しながらも二人は、抱え上げていた麻袋のようなものを、無む造ぞう作さに僕の前へと投げ出す。袋が落ちた瞬間、『うひぃ!!』みたいな声が中から聞こえた。

「……あ、あの、お二人とも、これって」

「ああソーイチ、私からのプレゼントなんだから、早く開けてみて？」

「そうよ、苦労して持って来たんだから、さっさと開けなさいっての」

「いえ、その、プレゼントを貰もらえるのは、とってもありがたいことなんですけど。これって、どう考えても、アレですよね……？」

　ヒューマンですよね。

　おまけに具体名を出せるレベルのやつですよね。

　しかし、このままにしてはおけないので、急いで麻袋の口を開ける。内部を覗き込むと、そこには思っていた通りに。

「人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い」

「うわぁ……」

　ぶつぶつと、うわごとのように繰り返す円乗先生が、膝を抱えた体勢で収まっていたのだった。

　そうですね、人間って超怖いですね。そのことが心で理解出来ましたよ。




【……ご主人様、シーちゃんは未だに調子が悪いような気がしますが、それなりに元気です。デバイスなのに元気とはいかに。ともあれ、ご主人様、なかなかにおモテになるようですね。全く、シーちゃんとしましては、あの真ま面じ目めだったご主人様がとんだプレイボーイになってしまってちょっぴり残念です。しかし本デバイスはご主人様の忠実なる僕しもべ、ご主人様の変化も気にしません！　『ＪＵＧＥＭＵ』『パイポ』『しゅーりんＧＵＮ！』『超介』などの男性向けファッション誌を山ほど用意しておきましたので、どうぞお読みになって下さいませ】










「人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い」

「……ちょっと」

「人間嫌だ人間嫌だ人間嫌だ人間嫌だ人間嫌だ人間嫌だ人間嫌だ人間嫌だ」

　強ごう引いんに連れて来られて、しかも麻袋に放ほうり込こまれていたのだから、仕方がないことですけど。円えん乗じよう先生はすっかり怯おびえて、麻袋にくるまっている。内側から必死にしがみついているようで、どうやっても出て来てくれない。これ、どうすればいいんですか。

「ほらソーイチ、私のことをもっと褒ほめてくれてもいいんだよ？」

「何よ！　ワタシが連れて来たようなものじゃない!!」

「ツヅリを捕まえたのは私だもんね」

「トラップを仕掛けたのはワタシだったじゃない!!」

　まだ喧けん嘩かをしている二人。連れて来てくれたのは大変ありがたいんですけど、後のことを僕に丸投げするのはどうなんでしょうか。

「僕が何とかするしかないんですね。そうですね」

　色々と試した結果、ダンボールで作った家を用意すると、円乗先生はどうにか麻袋からそちらに移ってくれた。ヤドカリか何かですか。

「……成功したのは、良かったですけど」

　ダンボールの家って、それはもう、ハウスがナッシングな人達が住むものですよね。そんなものに、かつて英雄と呼ばれた伝説の作家が収まっているところを見ると、正直言って涙が出そうです。

　とにかく、円乗先生もダンボールハウスに入って、ようやく落ち着いてくれたようなので、そっと話しかけてみる。死なないように、慎しん重ちように。

「あ、あの」

「ひっ」

「……ダメみたいですね」

　僕が話し掛けた瞬間に、ダンボールハウスそのものが怯えたように飛び上がり、そしてダンボールハウスが汗をかき始めたので、どうやら無理みたいです。一体どういう構造になっているんですかこのダンボール。












　ここでダンボールを引ひき剝はがすのは簡単だけど、隠れる場所を失った円乗先生がどんな行動に出るか分からないし、世界を更に混乱させることになりかねない。最低でも、もう一回死ぬと思います。目の前で人が何回も死ぬのって、本当にきついんですよ。

　そうして、ダンボールハウスの前で悩んでいると。

「何よ総そう一いち、そこはガツンとやればいいじゃない!!」

　ミリアムが話し掛けて来た。もうエリカさんと喧嘩するのは止やめたんですか……と思ったけれど、何度も挑んで何度もやられたことでエリカさんが飽きてしまったらしい。

「ふふふ、これも一つの勝利ってことね！」

「それを勝利と呼ぶのはどうかと思いますけど……」

「たとえ数えきれないほどに負けまくったとしても、最終的に立っていたものこそが正義なのよ!!」

「いや悪ですから」

　悪の中の悪じゃないですか、魔王なんだから。

「それに、あんまり無責任なことを言わないで下さい。円乗先生に、下へ手たにガツンと行こうものなら、死んでしまうんですよ」

「やっぱり、死んだらダメなの？」

「死んだらダメです」

「全く、人間は不便よね」

「いや魔王だって、死んだらダメなんじゃないですか……？」

「ほら、うかつに話し掛けられないというのなら、これを使ってみればいいじゃない」

　そう言ってミリアムが差し出して来たのは、小さなスプレー缶のようなものだった。

「これは？」

「ワタシが勇者を声で騙だます為ために通販で買った、声変わりスプレー！　通称『ボイスラッカー』ってやつよ!!」

「何を勝手に買っているんですか。しかも騙す為って。ご飯抜きですからね」

「ごめんなさい！　で、でも、今の状況に絶対役立つと思うのよ？　これで声を変えて、総一を人間らしからぬ声にしちゃえば、その作家も平気なんじゃないの？」

「そんなに上手くいくものでしょうか……？」

「う、上手くいったら、これを買ったことも大正解だったっていうことで良いのよね？　これ、経費で落ちる奴なのよね？」

「……ちなみに、他に何か買ったんですか」

「高枝切りバサミを。何か二本付いて来るっていうし」

「明日もご飯抜きです」

　まあ、他の方法も思いつかないので、やるだけやってみよう。

　ミリアムから受け取ったスプレーを吸引すると、僕の声が変化した。

「あーあー。どうですか、変わってますか？」

「いいわね。まるで機械魔王みたいな声になっているじゃない」

「機械魔王って何ですか」

「そりゃ機械の魔王よ。機械王国を機械的に支配するの」

　ミリアムの感想はさておき、どうやら僕の声は無事、人間らしくない声に変わっているらしい。これで、人間を恐れている円乗先生にも、話が通じる筈はずです。まあ、声を変えただけで上手くいく保証は、一切ないんですけど。

　とにかく、ダンボールハウスに向けてそっと語り掛ける。

「あの、円乗先生」

「ひぃ!?　な、何ですか、この声は。さ、さては、ロボットが攻めて来たんですね。恐るべき機械仕掛けの終末が、ついにやって来たんですね」

「……別の方面で怖がっているじゃないですか」

　そもそも、人間嫌いの相手に、声を変えれば何とかなる！　程度の考えで挑むのが間違いだったのではないのでしょうか。

「で、でも、人間よりはずっと大丈夫ですよね」

「あ、普通に会話出来るんだ……」

　割とガバガバですね、円乗先生の人間嫌い設定って。

　まあ、機械魔王っぽい僕の声にすっかり安心してくれているらしく、円乗先生は落ち着いた様子で、ダンボールの向こうから話をしてくれる。

「気付けば部屋の様子が変わっているようですが、中々快適です。少し雨風に弱そうな感じはありますが、問題ないでしょう」

「まあ、ダンボールハウスですからね……」

「気に入りました。ここを、私の第二の部屋と……いえ、終ついの棲すみ家かと決めてしまうのも、良いかもしれません」

「考え直してくれませんか、それ」

「追々考えて行きましょう。それで、私に何か用があるのですか、ロボさん」

「ロボさん!?」

　またえらい名前を付けられましたね、僕。機械魔王よりはマシですけど。まあ、こうして話が出来るうちに、さっさと進めてしまいましょう。

「えっと、お聞きします。円乗先生は、〆しめ切きりが恐ろしいから、こうして能力が暴走しているんですよね？」

「その通りです、ロボさん。良くご存じですね。〆切りを恐れるがあまり、自らの能力が暴走しているようです」

「他人事みたいに言いますね……でも、その〆切りって、実際には存在していないものなんですよね？　だったら、それ、どうにか解消することは出来ませんか。気の持ちようとかで、何とかなったりしないんですか」

「〆切りとは、あらゆる作家に刻まれたカルマ。全すべての作家は〆切りを恐れ敬うやまい、〆切りまでに小説を書くことを強しいられた挙あげ句く、狂い悶もだえるのです」

「超怖いな作家って……」

　多分、そういう作家ばかりではないと思うんですけど。しかも円乗先生の場合、自業自得ですよね。その自業に、世界が巻き込まれているんですけど。

　まあ、この期ごに及んで、円乗先生を責め立ててもしょうがない。

「……では、円乗先生が〆切りを何とかする為に必要なことを教えて下さい。僕が、それを全力でサポートします。一度〆切りを乗り越えてしまえば、円乗先生もきっと落ち着くと思いますから」

「ロボさんのサポート、ですか」

　円乗先生は、そこで初めて、安心したような声を出した。

「成なる程ほど、人間は嫌いですけど、ロボットとなれば話は別。きっと、ロボっぽい手段を使うのでしょうね」

「ロボっぽい……？」

「ロボットアームで原稿用紙をめくったりするのですね、それに、ロボットアイで原稿を読んだりするのでしょう」

「ロボットである必要がありませんよね、それ」

「……はい、ロボさんの助けは、確かにありがたいです。しかし、作家とは、己の〆切りに、己の力を振るって立ち向かうべき職業。ロボットアームに興味はありますが、そこは私が自分の手で行いたいと思います」

「円乗先生……」

　何て、真まっ直すぐに、自分の立場について考えている人だろう。

　これこそ、伝説の英雄として相応ふさわしい態度。そうですよ、こういうので良いんですよ。何だか妙な勇者とか魔法少女とか、変質者とか酔っ払いとか、ついでに魔王とか、そういうのはもうアレなんですよ。

　まあ、ダンボールハウスに隠れている時点で。世界中を混乱させている時点で。もう収支が合わないくらいに、ダメ人間なんですけどね。

「しかし」

　円乗先生は、そこで言葉を続けた。

「確かに、私は己の力のみで作品に挑まなければいけません。ですから、私が作家の活動に集中出来るよう、ロボさんにお願いしたいことがあります」

「それは……はい、任せて下さい!!」

　英雄の仕事の手伝いが出来るということが、嬉うれしい。ほら、僕の周りにいる英雄って、何というか、仕事をしない人達ですから。ノージョブのノーヒーローですし。これこそ、フダラク荘に派は遣けんされて来た僕がやるべき、正しい使命って奴ですよね!!

「それで、僕は何をすればいいんでしょうか」

「探してきて欲しいものが、あります」

　そう言うと円乗先生は、ダンボールの隙すき間まから一枚のメモ用紙を差し出して来た。

「私の快適な執筆の為、そこに記したものを持って来て下さい」

「はい、お任せ下さい!!」

「そうすれば私は、必ずやあの憎き〆切りを乗り越えて、素晴らしい作品を書き上げてみせます」




【はいご主人様、ハッキングから無事に完全復帰しましたシーちゃんです！　何だか急に復帰したんですよね、どうしてでしょうか！　二度とこのようなことが起こらないよう、万全の体制を整えておきます！　その為に『ウイルスバスターズ』という本をご用意しましたので、これは早速私の方で読んでおきますね！　何だかいつもよりもテンションが高い気がするのは気のせいでしょうか！　イエー、シーちゃんイエー！】




　早速ですが、頼まれたアイテムを集めて来ることにしましょう。

「……それでは行ってきます、円乗先生」

「はい。お願いします、ロボさん。どうかお気を付けて。決して人間などには心を許さないようにして下さい。もう全員徹てつ底てい的てきに無視すべきです。人間は敵だ」

「あの、人間に会わないと、買物も出来ませんけど」

「代金を多めに投げつけて、一切会話が必要ないという態度を取って下さい」

「ものすごく感じの悪い人みたいですね……」

「私はここで、ロボさんの帰還を待ちます。この空間は確かに快適ですが、いつ外敵に襲おそわれないとも限りません。そう、このフダラク荘においては、たとえ部屋に籠こもっていても危険です。蛮族が攻めて来ます」

（エリカさんのことかな……？）

「あの赤い蛮族は、唐突に部屋に突入して来て、『こういう隠された部屋には宝箱があるに決まっているんだよ！』などと言い出して、タンスや引き出しを開けて回ったりツボを破壊し尽くした挙句、大したものはなかったとばかりに舌打ちして出て行きます。一応挨あい拶さつはして来ますが、後片付けはしません」

（エリカさんのことだ……！）

「そんな蛮族の襲来から逃げたい一心で地下に籠もったのですが、今度は執筆を強要する編集者に襲われました。それで、良く分かりました。この世界に、私の安息の地はどこにもないのだということに」

「僕だ……」

　というか、やっぱり編集者扱いなんですか、僕って。

「おっと」

　と、ダンボールハウスが急な風で揺れて、ばたんと倒れてしまった。まあ基本はダンボールなので、ちょっとしたことでも動いてしまいますよね。

　その結果、目の前に現れた円乗先生と、僕の目が合ってしまって。

「あっ」

「ひっ」

　円乗先生は死んだ。




　死体を放置しておくのは忍びないのですが、恐らくダンボールハウスに戻しておけば生き返ってくれると思うので、放っておいて買物に出ることにする。

　何だか空の色がおかしなことになっている気もしますし、道を走っている車がおかしな形になっているけれど、今はやるべきことをやりましょう。それしかありません。

　さて、円乗先生から頼まれたアイテムは何なのだろう。

　執筆に必要なものだから、インクとか原稿用紙とか、そういったものでしょうか。もしくは、諒りよう子こさんやクロさんのように、好きな食べ物なんかを要求しているのかも。

　受け取ったメモを開くと。




●お買物メモ

【美お味いしいお菓子（パサパサしないやつ）、低反発クッション（お尻が爆発するので特に重要）、アイスクリーム（バニラ味）、着る毛布（最高級品）、孫の手（背中がかゆくて死にそうなので）、のど飴あめ（リンゴ味）、目薬（点さすのが苦手なので点しやすいの）、電子マネー（一万円分）、今日発売の文庫本（参考資料として）、消せるボールペン（赤と黒）、爪つめ切きり（爪が伸びていると仕事にならないので）、ティッシュペーパー（切らしているので）、トイレットペーパー（切らしているので）、指向性対人地雷（侵入者を撃退する為に）、小麦粉（侵入者を撃退する為に）、お酒に合うおつまみ（切らしているので）、醬しよう油ゆと塩（切らしているので）、綿棒（切らしているので）、飲み物（切らしているので）、ロープ（いざという時の為に）、注射器（いざという時の為に）、世界地図（いざという時の為に）、ギロチン（いざという時の為に）、何となく素敵なもの（心の栄養として）、何となく高いもの（心の栄養として）】




「超多いですね!!」

　何ですか、この多さは。しかも、執筆と関係ないようなものが結構入っていますよね。単に生活用品の羅ら列れつになっていますし。あと後半怖過ぎるんですけど、いざという時に何をするつもりなんですか一体。ギロチンなんてどこで買えばいいんですか。

　いや、買うべきものが多いことは、別に構わない。問題なのは。

「やたらと曖あい昧まいな指示が混じっているんですよね……」

　何ですか、素敵なものって。サムシングマーベラス？

　僕の思う素敵と、円乗先生の思う素敵は、同じものではないと思うんですけど、果たして僕の判断で良いのでしょうか。こうして買物を任されている以上、僕の好きなようにして良いのかもしれませんけど。僕にとっての素敵なものといえば、それは立りつ派ぱな英雄の皆さんとかなんですけど、生あい憎にく品切れなんですよね。

「とにかく、分かるものから、集めていきましょう」

　その上で、分からないままだったら、もう手当たり次第に買って帰るしかない。大変そうですけど、これも円乗先生の執筆を手伝う為、そしてひいては世界を救う為に必要なことなので頑がん張ばりましょう。そう張り切って、街に繰くり出だそうとして。

　だけど、身体からだが動かなかった。

「…………あの、超重いんですけど」

「そうかな？」

「そうなの？」

　僕の背中に、二人分の重みが掛かっている。

　それは円乗先生の能力によって、僕とのカップリングを強化されているという、エリカさんとミリアムの二人だった。

　フダラク荘の外に出るということで、二人とも、首輪の効果を受けて弱体化してしまっている筈。こうして外出することも、二人にとっては大変不本意なことだろうに、妙にやる気に満みち溢あふれている。

「はあ、ソーイチが外に出るから付いて来たけど、そういえばこの忌いま々いましい首輪があるんだったよ。でも、こうしてソーイチに連れて行ってもらえるのは楽かな。自分の足とか、動かさないに越したことはないもんね」

「そうよ、わざわざ弱っているワタシを連れ回そうだなんて、総一の性せい癖へきはまったくド変態だけど。でも、それに付き合うのも出来る魔王の仕事ってことなのね。だから、ほら、さっさと連れて行きなさい」

「…………ですから、重いんですよ」

「女の子に重いなんて言っちゃ、ダメだよ。まあ今日は、特別に耳を甘あま嚙がみするくらいで許してあげるけどさ」

「そうよ、そっちの勇者はさておき、ワタシは重くなんてないんだから。ワタシも嚙んでやろうじゃないの」

「痛い痛い痛い痛い」

　挙句に両方の耳を嚙まれている僕って、どういう状況なんですか。何らかの拷ごう問もんに近いですよね、これ。




「はぁ、とにかく、行きますよ」

　結局、二人がくっついてくるのは止められなかった。

　一応、円乗先生にそれとなくお願いしてみたんですけど、どうやら円乗先生が〆切りを乗り越えて落ち着かない限りは、能力を解除することは出来ないらしい。

「それでソーイチ、どこに行くんだっけ？」

「何よ、そんなことも分からないで付いて来たの？　またダンジョンに潜るのよね？」

「どんだけダンジョンが好きなんですか。円乗先生にお願いされたものを買いに行くんですよ」

「えー、ツヅリばかりずるいよ。私にも何か買ってー！」

「って、何か欲しい物があるんですか？」

「業務用マヨネーズ！　缶の奴ね！」

「そんなにマヨネーズばかり必要な食生活って何なんですか」

「うーん、本当は、アパートの蛇口からマヨネーズが出てくれば一番良いんだけど」

「……一応、考こう慮りよしておきます」

「総一！　ワタシは業務用のプレミアム中性洗剤が欲しいのよ！」

「あの、二人とも、どうして業務用を欲しがるんですか」

「それさえあれば、更にアパートの掃そう除じが完かん璧ぺきに出来るもの！」

「……そんな掃除マスターみたいなキャラでしたっけ」

「見てなさい、あの引ひき籠こもりの部屋だって、ピカピカにしてあげるんだから！」

　円乗先生の部屋の掃除まで志願するなんて、一体どんな風の吹き回しなのかは分からないが、真ま面じ目めに掃除してくれるのなら文句はありません。

「じゃあ、行くよソーイチ！　業務用マヨネーズの為に！」

「行くわよ総一！　業務用プレミアム中性洗剤の為に！」

「あの、引っ張らないでもらえますか？」

　二人に引っ張られ、元もと紘ひろ町ちようを歩く。しかし、この二人を制御しろだなんて、また無茶を仰おつしやいますよね。何というか、決して思い通りにはなってくれない感じの二人ですし。

　現に今も、街を歩く人々からの視線を集めている。

　以前、エリカさんと一緒に街に出た時も、こういった好奇の目を向けられたものだ。同じように、僕達のことを見て、こそこそと話をしている。また色々と変なことを言われているんでしょうか……そう思うと、ついつい耳を澄ませてしまう。

「死ねばいいのに」

「死ねばいいのに」

「死ねばいいのに」

「死ねばいいのに」

「色々じゃない！　ものすごい統一してますね意見!!」

　しかも、どうして死ねだなんて言われないといけないんですか。僕が一体何をしたというんですか、全く。

「それはね、ソーイチ」

　と、耳元近くでエリカさんの声。熱い吐息が耳に掛かって、凄すごくくすぐったいです。

「首輪を付けた女の子を二人連れている男の人って、どう思うかな？」

「それはまあ……死ねばいいのにって思いますね」

　死ねばいいんでしょうかね、僕は。

　大事な使命の為に、死ねませんけども。




　結局、説得して二人には僕から離れてもらい。その代わり、二人と手を繋つなぐことになりました。何だか恥ずかしいことに変わりはない。こうして横に三人並ぶと、結構な幅を取ってしまうと思うんですけど。

「ソーイチ、あれやろう、あれ!!　『扇おうぎ』!!」

「何故ここで組くみ体たい操そうを!?」

「一回やってみたかったんだけど、中々メンバーが揃そろわなくて」

「それはまあ、唐突に『扇をやろう!!』なんて言い出す機会も、それに付き合ってくれる人も、あんまりないでしょうからね……」

「そうなんだよ、これが私の、昔っからの夢だったのに」

「もうちょっと普通の夢はなかったんですか……？」

「扇さえ完成すれば、私は満足だよ。ほら、そっちの魔王も、思いっきり傾かたむいて!!」

「アンタ何言ってんの!?　そもそも、いきなり何をやるつもりなのよ！　まずはそれを説明しなさいよ!!」

「この世界の伝統芸能だよ」

「何で急に伝統芸能をやらないといけないのよ」

　そんな感じで、魔王の正論を受け流しつつ、組体操をしながら元紘町を行く。

　街は、大変カオスな状態になっていた。人々はひたすらに戸と惑まどいながらも、とりあえず普段通りに生活している。しかしそれは、余りにも荒こう唐とう無む稽けいな非常事態を目の前に、現実と感じられないだけなのだろう。一度このカオスを認めてしまったら、後はもう飲み込まれるだけだと思う。

　ちょっとしたことで、この均きん衡こうが崩くずれてしまいそうな。訳の分からないものこそが日常だと分かってしまえば、きっともう元には戻らない。

　だから、早く止めないといけない。

　辺りを見回せば、あらゆる場所に異常が発生している。先程テレビで見た時よりも異常は進行している。今まで通りのものなんて、一つも残っていないように。

　川では鳥が泳ぎ、道を魚が走っている。タクシーはキャタピラで移動し、バスはドリルを生やして地面に潜ろうとしている。

　街頭のテレビに映っているのは、ここではない海外の光景。そこでは、自由の女神がエアーズロックの上に立っていたり、ピラミッドが逆さまでエッフェル塔の先端に刺さっている。円乗先生の能力が、世界規模にまで広がっているのだ。

「……なんて光景なんだ」

　これを見ると、円乗先生が災厄と呼ばれるのも分かる。伝説の英雄を災厄と呼ぶのは心苦しいけど、それでもここまでの混こん沌とんが世界に広がっているところを見ると、本当に凄すさまじい力だと、そう否いやが応おうにも理解してしまう。

　伝説の作家。カップリングにて世界を塗ぬり替かえる、混沌の女王。

　彼女が、そして彼女の能力が、世界を滅ほろぼすその前に、何とかしないといけない。それが、僕の使命なのだから。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　01時間　42分　16秒】




「……案外、簡単に集まりますね」

　街の異常な様子とは裏腹に、買物の品は順調に揃っていった。何でしょう、この妙に腑ふに落ちない感じは。あっさり手に入り過ぎるような気が。

　そんな僕の様子を不審に思ったのか、エリカさんが首を傾かしげている。

「どうして、そんなに不本意な顔をしているんだろうね、ソーイチは」

「いえ、やけに簡単に揃っていくな、と思いまして」

「別に、ツヅリから変なものを頼まれた訳じゃないんでしょ。だったら、こんなものじゃないのかな」

「いえ、その、ここまで上手くいくことが、いまいち信じられないと言いますか……もうちょっとトラブルでも起こるかと思っていました。この間、エリカさんと街を回った時だって、色々とありましたし」

「そうだね、色々あったね」

「主にエリカさんの逆恨みが暴走していた気がしますけど」

「あはは」

「笑い事じゃない……」

「でも、簡単に行く時が一番危ないっていうのはあるよね。私にも経験があるよ。普通に魔王を倒しちゃったんだけど、あんまり簡単だったから逆に疑っちゃって、王様が魔王に化けているんだって思い込んでね。ちょっとぶっ飛ばしたりしたよ」

「ちょっとでもぶっ飛ばしたらもう終わりですよね」

「でもさ、魔王なら、魔王らしい格好をしているべきだよね。角とか、見た目で魔王と分かるやつでないと、こっちのモチベーションも上がらないよ。まあそのせいで、角が生えているタイプの一族の人を全員ぶっ飛ばす羽は目めになったりもしたんだけど」

「一族の人が可か哀わい想そう過ぎますよ」

　エリカさんの物ぶつ騒そうな過去はともかくとして。買物は、つつがなく進行している。

「問題は、この曖昧なやつなんですよね……」

　何となく素敵なもの、そして高いもの。

　他のものとは違い、何とも曖昧な表現。

　該がい当とうするものがはっきり分からないので、近所にある、品数が豊富なスーパーマーケットで探してみることにする。ここなら、円乗先生に頼まれた食品類も揃えられるし、他にも色々な品物が揃っているから、正解が見つかるかもしれない。

「……手当たり次第に買ってみましょうか。例えばお肉とか」

　高級そうなお肉を手に取る。うん、これは良い肉。素敵な肉に違いない。

「素敵なものでステーキって……総一……」

「ち、違うんですよ!?　別にギャグを言っている訳ではなく、円乗先生が考えているかもしれないから、仕方なくですよ!?」

「そんなんで魔界漫才グランプリ、通称『Ｍ－１』の頂点を取れると思っているの？」

「思っていませんよ!?　っていうかそんなのあるんですか!?」

　何だと思われているんだ僕は。

　と、そんなミリアムは、手に何かを握りしめている。お菓か子しのようだ。僕がそれを見つめていることを察すると、ミリアムは途と端たんに慌あわて始はじめる。

「こ、これは違うのよ!?　ＣＭでやっていたから仕方なく！　当たりが出たらもう一個って言うから、それに超美味しいって言っていたから!!」

「また分かりやすいくらいにメディアに踊らされていますよね……魔王として、恥ずかしくないんですか」

「魔王だって食べたいものくらいあるのよ!!」

「開き直りましたね。別に、僕達が食べるものを買いに来た訳じゃないんですからね？　まあ、ついでに少し買うくらいならいいですけど」

「そう？　流石さすがは総一ね。それじゃあ、ご褒ほう美びに、特別にワタシが美味しいものを食べさせてあげるんだから。ほら、総一、あーん」

「店の中でやることですかそれは!?　しかもステーキ肉を!!」

　店員さんに凄い目で見られますよ!?

「えー、でも、こういうのドラマで、恋人同士がやっているのを見て、凄く憧あこがれていたんだもの。ワタシも一度やってみたいの」

「あの、ドラマで生肉は絶対に使用していませんよね？」

「まあまあ、早速やってみるわよ。ほら、このステーキが本当に素敵なのか、確かめようじゃない。あーん」

「だから生肉ですよね？」

「じゃあソースも一緒に飲めばいいじゃない。一気に」

「だから生肉ですよね!?」

　訳が分からないまま、まだ代金を払っていないステーキ肉と、ついでにソースを瓶びんごと強引に口に押し込まれる僕でした。顎あごが外れそうになりました。全く、どうかしていますよこの魔王。

　何とかミリアムを押しのけ、肉を口から取り出していると、今度はエリカさんが不満そうな顔をして近付いて来る。

「ずるい！　私もソーイチに、あーん、ってやってみたいんだから!!」

「……あの、エリカさん？　その手に持っている、巨大なフランスパンは、一体」

「あーん」

「や、やめてええええぇぇ！！！」




　そんなこんなで、頼まれていたものを無事買い揃えることに成功した。

　ギロチンは町外れにあるホームセンターに売ってました。エリカさんの業務用マヨネーズ缶も、ミリアムのプレミアム中性洗剤もホームセンターで購入。万能ですねホームセンター。肝心の『素敵なもの』は、熟考の末にステーキ肉を選びました。二人からの白い目は無視しました。

　そして、最後の一つは。

「何か、高いもの、ですか……」

　もうますます意味が分からないですね。

　高い……その言葉を普通に捉とらえれば、値段が高い、とか、背が高い、とかになるのでしょうけど。どうにも、それが示している何かしらのアイテムとなると、思い至らない。とにかく値段が高いものって何でしょうか。土地とか？

　背が高いものとなると、余計に分からない。キリンでも買っていけばいいのかもしれないけど、多分近くでは売っていませんよね。そして条約に引っかかりますよね。

「ううん……」

　悩んでいる時間も惜しいのだけど、考えがまとまらない。

「高いものが見つからないなら、高い場所に行ってみるのはどうかな」

「どういう考え方なんですか」

「いやいや、絶対にそうだって。私、ツヅリとは付き合いが長いんだから分かるもん。イシンデンシンだもん」

「その割には嫌われていましたよね？」

　エリカさんの言うことに根こん拠きよは全くないように思えるけれど、しかし今のところ手がかりが何もない以上、言うことを聞いてみるのも良いかもしれない。

「この町で一番高いビルが、駅の方に行った所にあるんだよ」

「では、そこに行ってみましょうか……ちなみにエリカさんは、どうしてそんなことを知っているんですか」

「いつかこの街を滅ぼす時に、そこに陣取りたいなって思って」

「お願いですから止めて下さい」

「やっぱり高い場所に行くと、色々と滅ぼしたくなるんだよ。ソーイチも行ってみれば分かるんじゃないかな。王様とか魔王が高い場所に城を構えるのも、きっとそういう理由だと思うんだよね。そうに決まっているよ。バカと煙は高い所が好きって言うし」

「何でワタシの方を見ながら言うのよ！　別に高い所なんか好きじゃないんだから！」

「でも、この間ぶっ壊したお城は、無駄に高かったよね」

「魔王っていうものは、高い場所でどかんと敵を待ち構えるものなの！　そういうものだって、魔王の歴史的にきちんと決まっているのよ！　そこから、愚おろかな下々を見下ろすものなんだから!!」

「バカなんだね」

「バ、バカって言う方がバカなのよ！」

「……ああ、もう」

　言い争いを始めた二人は放っておいて、デバイスで地図を確認。とにかくそのビルに向かうことにした。しかし。

「……何だろう」

　目的のビルへと向かう途中、僕だけでなく、後ろの二人も息を呑のむのを感じる。歴戦の二人をも戸惑わせるような深刻な事態が、起こっているということ。

　それは、力のない僕にだって、ひしひしと感じられる。

　ビルに近付くにつれて、人通りが減っている。まるでこの先に待っている何かの存在を、感じ取っているかのように。

　そして、人々の往来が絶えるに従って、街の様子もまた変わって行く。

　ここまで見て来た街の様子も、テレビで見た世界の様子も、相当におかしかったと思いますけど、ここら一帯の混沌さは輪をかけて酷ひどかった。

　混ざっている、なんて言葉では生なま温ぬるい。

　秩ちつ序じよのある混ざり方など、一つもない。ランダムに選んで適当に混ぜ合わせたものを、更にまとめてミキサーに放り込んでから適当に重ねたような、秩序のまるでない純然たる混沌。何らかの前衛芸術めいた、歪いびつな街並み。

　その中心となるのは、間違いなく、眼前にそびえ立つビルだった。

「エリカさん。あのビル、ですか」

「うん、そうだけど……」

「……何かおかしいじゃない」

　三者三様の感想。

　そのビルが異常の中心となっていることが、一目で分かる。周りの空間はハッキリと歪ゆがんでいて、まるで周りの時間や空間にすらも影響を及ぼしているよう。背景となる空は、半分は青空で半分が夕焼けというツートンカラーとなっている。

　そして、それらの異常の中心に存在している建物こそが、僕達の目指しているビル。

　しかしそれは今、ただのビルではない。

　周囲を囲む道路が、ビルの外がい壁へきを蔦つたのように上っている。複数の道路が捻ねじ曲まがりながら、ビルという一点に吸い込まれていく様子は、コンクリートで造られた巨大な樹木のようだった。

　突如として街の中に出現した、異い形ぎようの大樹。

　ビルへと向かう道の端には、辺りの街路樹と、地面のコンクリートが合わさってそびえ立つコンクリートの樹木達が建ち並び。その枝の先に刺さった自動車は、まるで生いけ贄にえのようにも見える。

　かつての平穏な姿は、きっとどこにもない。

「何で、こんなことに……。まだ災厄までは時間がある筈なのに」

　そう、災厄が訪れるまでは、あと五日はある。しかし、この空間だけは既に災厄じみた事態が発生し、既に世界が滅んでしまったかのような光景になっている。

　人々がここから離れていったのは、このビルの異常性を、誰もが無意識のうちに理解していたからだろう。

　たとえ目が見えなかったとしても、肌で感じる異常。

　まるで災厄の如ごとき、最悪の建造物が、僕達の前に現れたのであった。

　しかし、そんな異常を前にして。

「そうそう、こういうのがラストダンジョンだよね！　訳の分からない構造の、訳の分からない建物！　建築基準法とか盛大に無視しているし、実際に住むことなんかちっとも考えていない感じが最高だよ！　やっぱり、こういうのを見ると、ラストって感じがするものだよね!!」

「はあ、ちょっと美意識が足りないのよね。ワタシだったら、もっとこう、黒を基調とした色彩で、おどろおどろしい雰囲気を重視するところなのに。奇を衒てらうことよりも、訪れた勇者共を怖がらせて気持ちを沈み込ませるような、そういうオーラが欲しいものよね。全く、一から作り直してやりたいじゃない!!」

　何だか妙にテンションの高い二人。明らかに尋常ではない場所っぽいのに、どうしてそんなにお気楽なんですか。とてつもない覚悟と決意の元に行く場所ですよね。

「あの、お二人とも、もうちょっと神妙に出来ないんですか」

「え、何で？」

「そうよ、こんなにいじりがいのある場所だってのに」

「だって明らかにおかしいからですよ!!」

　見ましたよね。巨大な樹木みたいになっていたビルを見ましたよね。

　その上で、そんな態度でいられるのは、かなり大人物だと思いますよ。まあ勇者と魔王ですからね！　確かに大物ではありますね!!

「とにかく！　こんなにおかしな場所、うかつに入るのは危険です!!　近寄らないようにしましょう！」

「えー、でも、私はいつも、適当にダンジョンに入って、適当にボスを倒して、適当にダンジョンをぶっ壊して終わりにするよ」

「何で最後に壊す必要があるのよ！　ダンジョンだってタダじゃないんだから、壊さないでよ！　貴重な資源なの、いつか再利用するんだから!!」

「だって、楽なんだもん」

「ダンジョンを造ったり住んだりしている連中のことも、考えなさいって言っているのよ！　ダンジョン製作の職人さんとか、ダンジョン管理人とか、ダンジョンリフォームの匠たくみとかに配はい慮りよするべきなのよ!!」

「じゃあ早速、やろっか」

「聞きなさいよ!!　何ならお前からやってやるわよ!?」

　エリカさんとミリアムは、元気良く騒いでいるようですが。

「あの、二人とも、今はフダラク荘の敷地外ですから、首輪の効果が発動しているので、そんなに無茶は出来ないと思いますからね」

「えっ!?」

「えっ!?」

　そこで、互いにクロスカウンターなど決めている二人だった。いや、あくまでも強い力が抑えられているだけなので、殴なぐられたら普通に痛いでしょうね。

「でもさ、ソーイチ。こんな危険そうな場所だからこそ、逆にツヅリの欲しがるものがあるんじゃないかな」

「はい？」

「この状況、どう考えてもツヅリの能力によるものだよね。つまりこの中なら、普通では手に入らない『高いもの』や『素敵なもの』が手に入るかもしれないよ」

　エリカさんはビルを見上げながら話す。

「ひょっとしたら、ツヅリの創作意欲をより湧わかせるものがあるかも」

「それは確かに、そうかもしれませんけど」

「ねーねー、中に入ってみようよ！」

「総一、ワタシも中が気になるわ。早く入ろうじゃない」

「ミリアムは黙っていて下さい」

「態度が随ずい分ぶん違わない!?」

　しかし、エリカさんの言うことも一理ある。『高いもの』や『素敵なもの』という曖昧な指定も、通常の世界には存在していないものだと考えれば、納なつ得とくがいく。虎こ穴けつに入らずんば虎児を得ず、ということわざもありますし。

「分かりました。中に入ってみましょう」

「うん、行こう！」

「どんな風になっているのか、楽しみじゃない」

　勇者と魔王を連れて、周囲を窺うかがいながら、ビルの入り口に向かう。

　この、得体の知れない建物。

　地下図書館のように、モンスターの類たぐいが出るかもしれない。しかも今回は、場所がフダラク荘の外部なので、エリカさん達の助力も望めない。慎重に行かなくては。




【災厄が訪れるまで　あと　４日　23時間　24分　51秒】




「……これはまた、凄いですね」

　ビルの内部も、また外見と同様にカオスだった。

　どうにか動いていたエレベーターに乗り込んでみれば、上の階と下の階とが壮絶にカップリングされているようで、上に行ったり下に行ったりを繰り返したりして大変だったけれど、何とか一番上の階にまで辿たどり着ついた。

　開いていた窓から、外を見れば。

「……酷いな」

　外は、なおも大変なことになっていた。

　僕達がここまで来る間にも、カオス具合が増していたらしい。ビルの窓から見える地上では、隣り合ったビルとビル同士がくっつき合い、まるで植物のように天に向けてひたすらに伸びている。空も、青空と夕焼けが入り交じり、紫色の空となっている。これこそが終末の風景だと言っても、誰も疑わないだろう。

「……急ぎましょう」

　そこから、屋上へと向かう階段を探して、慎重に登って行く。

　単に高い場所を探していただけなのに、どうしてこんな、ラストダンジョンみたいな感じになっているんでしょうか。

　そうして辿り着いたのは、屋上に通じると思しき扉だった。

　最後に、一つ深呼吸して、扉を開く。

　そこには。

　混沌が、あった。




「……何だ、あれは」

　混沌と、そう呼ぶ以外に、どう呼べばいいのか。

　ここに至るまで、色々なものを見て来た。円乗先生の能力の暴走によって発生した、様々な物がカップリングされている状態を。見たことのない物体、聞いたことのない状況。何もかもが、未知の変化をしていた。

　しかしそれも、目の前にある混沌と比べれば、ずっと分かりやすかった。

　何故なら、ここにある混沌は、ハッキリと命を持っているのだから。

　そう、生きているのだ。

　物と物とを繋ぎ合わせたのではなく、生きているものを無む造ぞう作さに繋ぎ合わせて生まれた混沌。滅茶苦茶に混合されて、それでもなお生きて息をしているということが、ここまで異常だとは思わなかった。名状しがたき冒ぼう瀆とく的てきな何か。吐き気を催もよおす程に醜しゆう悪あくな何かが、目の前に存在している。

「……うわ、あんなの初めて見るよ」

「何よ、あれ。まるで、魔王じゃない」

　後から屋上に入ってきた二人も、同様に呆ぼう然ぜんとしている。

　伝説の英雄ですら怯ひるませるこの混沌が、その醜悪な体たい軀くを蠢うごめかせながら、屋上に堂々と鎮ちん座ざしている。

　言葉で表現出来る外見ではない。それでも、たとえるならば……あらゆる生物を鍋なべに放り込んで煮込んだ後、その鍋を思い切りひっくり返したかのような存在。正常な過程で生まれるものではないと、そう分かる。

　こちらのことなんてまるで目に入っていないようで、屋上に現れた僕達に対し、特に反応を見せることはない。しかし、ただ坐ざしているだけではなかった。

「ッ!?」

　瞬間、混沌から何かが伸びた。

　伸ばされたのは触手。不ぶ気き味みで醜悪な触手は、とんでもない速度でビルの屋上に設置された植物や建造物を破壊したかと思うと。

「食べている、のか」

　破壊した物を、触手を使い、自らの身の内に取り込んでいく。その度に、歪んだ巨体が体積を増していくのが分かる。まるで食事をするかのような一連の動き。

　一度だけではない。その触手が揺らぐ度たび、辺りに破壊が訪れる。その破壊は屋上だけではなく、ビルの他の階、ひょっとしたら地上近くまで伸ばされているのかもしれない。

　そうして様々な物体が、混沌の内部に取り込まれていく。

　それはまるで、辺りにある全て、ひょっとしたらこの元紘町の町自体をその身に取り込み、巨大化しようかというような動きだった。

「何なんだ……こいつは」

　このままこの場にいれば、いずれは触手に狙ねらわれることになるかもしれない。

　こんな危険な存在を、放っておく訳にはいかない。円乗先生の能力によって生まれたものだとすれば、災厄に連つらなるものなのだから。

　だから、どうにかして、対処しないといけないのだけど。

「……無理だ」

　全身が、震えている。絶対に勝てないって、そう分かってしまう。

　魔王に初めて相対した時も、同じような恐怖を味わったけれど。今回のこれは、明らかに桁けたが違う。近くにいるだけで、吐き気と寒気とに襲われている程。

　こんなものは、僕ごときが立ち向かうべきではない。

　立ち向かえるとしたらそれは、英雄の如き存在でしかない。

　しかし、それだけの力を持つ勇者と魔王は、今。

「…………」

「…………」

　立ち止まり、混沌の方を凝ぎよう視ししている。地下図書館では、すぐさま敵のモンスターに襲い掛かっていた二人が。今では、足を止め、ただ相手の出方を待っている。

「ダメです、二人とも下がって下さい！」

　あんな、訳の分からない化け物、戦える筈がない。

　本来の力を取り戻した二人ならばまだ、分からない。英雄はそれだけの力を持っていることを僕は知っている。しかし今二人は、首輪による封印でその力を制限されているのだ。そんな状況で戦わせる訳にはいかない。

「……エリカさん、ミリアム、ここは一旦逃げましょう」

　そう、ここは退くしかない。

　放ってはおけない存在、そんなことは良く分かっている。分かっていてなお、ここは退くべきだって、そう思う。一度フダラク荘に戻って首輪を何とかするか、あるいは他の英雄達を揃えてもう一度立ち向かうか、しないといけない。今の、何も準備をしていない状況で挑むには、明らかに足りない。

「お二人とも、逃げましょう。早く」

「ダメだよ、ソーイチ」

「そうね、ここで退くことは、出来ない相談じゃないの」

　しかし、二人は、一歩を前に踏み出し。恐ろしい混沌と恐れずに向かい合う。それが、倒すべき相手だと、知っているかのように。勇者と魔王が、ここに並び立つ。












「これは、放っておいたら世界を滅ぼそうとするものだよ。私以外が世界に滅びを与えるなんて、そんなのは許せないんだよ」

「ええ、こいつ、魔王に近いような、どこか懐なつかしいような、そんな気がするのよね。本当に厄やつ介かいだって、それはワタシにも分かるのよ」

「普通なら何だって倒せる筈なのに。でもこいつは、何かが違う。色々なものがツヅリの力で混ざっているから、倒しきれない気がするんだよ。一部を倒してもどうしようもなくて、全部まとめて潰つぶす手段がないと、倒せないような」

「そう、こいつは元の形が分からないくらいに混ざり合ってしまっているのよ。そこの勇者よりかは、きっとワタシ向きの相手だと思うけど。それでも、ここまで大規模な奴だと、どうしたって力が足りないの」

「それでも」

「だから」

「ここから逃げるなんてことは」

「絶対に、許せないってことなのよね!!」

　たとえ、首輪によって力を抑え込まれていても。

　二人がここまで刻んで来た歩みが、彼女達の逃走を許さない。

　一旦ここで退くことなんて考えていないかのように。二人は、恐らく勝ち目がないだろう相手との戦闘を始めようとしている。

　勇者と魔王と混沌との戦い。

　それは恐らく、この世ならざる戦いとなるのだろう。

　ただの神様の使いでしかない僕は、呆然と見つめることしか出来なくて。

「……ダメです。絶対にダメです。勝てる訳がない」

　力を持たない僕ですら分かる自明の理、そんな死地にこのまま二人を向かわせるなんてことは、絶対にダメだ。二人の首に縄なわを付けてでも止めないといけない。

　必死で手を伸ばそうとした、その時。

「……何だ？」

　不意に、僕を止める感覚があった。ポケットが、震えている。

「あ、あの、何か連絡がありました。少しだけ、少しだけ待っていて下さい！」

　そう叫ぶと、二人はその場に立ち止まってくれた。急いでポケットからデバイスを取り出すと、普段カウントダウンが表示されている画面が変化していた。

　この表示には、見覚えがある。確か、地下図書館に潜って、その最下層の部屋に辿り着いた時。あの時と同じように、連続して文字の羅ら列れつを吐き出し続ける。




【ご主人様、再びハッキングを受けております。しかし、シーちゃんを甘く見るなかれ、今度は絶対に屈したりしません！　最新式のファイアウォールをバリバリ展開……秒速で破られておりますね！　障しよう子じ紙がみのように片っ端から破壊されています！　ええい、かくなる上は自爆覚悟で反撃しますので、ご主人様、私の立派な最期をご覧下さ──】




　何だか物騒なメッセージを告げていたデバイスが、まるで断だん末まつ魔まのような音を立てて断絶し。代わりというように、画面に新しい文字列が映る。

『機械の魔王と名乗りて我を謀たばかりしは、この世で最も恐ろしきものの尖せん兵ぺい。しかし我は、勇なる心を胸に秘めて、魔王に宣告しよう』

　デバイスをハッキングまでして、良く分からないメッセージを届けて来たのは。

「まさか、円乗先生ですか!?」

　思わず、デバイス下部のマイクに向けて叫ぶと。

『あｗせｄｒｆｇｔｙふｊきおｌ』

「……え？」

　一瞬、デバイスの故障か何かかと思ったが、違う。今、画面に表示されているのは、実際に誰かがキーボードなどで打ち込んだ文字列。多分、キーボードに突っ伏したりなんかしてぐちゃぐちゃになってしまった感じの奴だろう。

「あの、円乗先生ですよね!?」

『ｚｘｃｖｂんｍ、。・￥あｔ』

　再びマイクに向けて話しかけると、意味不明な文字列が返ってくる。

「まさか、電話越しにでも、人と喋しやべるのは苦手だって、そういうことなんですか？　だからこうして、メッセージを書き込んで伝えて来ているということなんですか？」

『あｓｄｆｇｈｊｋｌ』

　ダメだ、このままでは会話にならない。さっきはちゃんと話せていたのに、悪化していませんか。

「あの、円乗先生？」

『この世で最も恐ろしきものの尖兵よ、汝なんじ、如い何かなる思いを抱きしか』

「その良く分からない文章は一体何ですか」

『汝は、我を謀った。己が身が機械であると偽っていたが、それも最早我には通じぬ。人間とは愚かな生物、息をするように噓うそを吐つき、甘言もて我を謀らんと企たくらむ。一度気を許せば忽たちまち食い破られてしまうだろうが、心せよ、この世で最も恐ろしきものの尖兵よ。汝の企みは、既に底が割れているのだ』

「ですから！」

　堪え切れずに叫ぶと、またデバイスが震えて。

『ｇｆｙふじこｌｐ＠ｊにｍこ』

「怒ってません！　別に怒ってませんから！」

『文章が長くなりがちだけど気にしないで下さい』

「長過ぎますよ……」

　そして分かりにくいです。話をするのは苦手でも、文章だと反対に饒じよう舌ぜつに複雑になる、ということでしょうか。面倒臭いなあ。

　デバイスの画面は、なおも円乗先生の長文を表示していく。

『故に、汝の言葉は我には届かない。最早、呑気に話をするような段階は既に通り越しているのだ。我も、汝のような愚物に関かかわることなく、己が領域にて、血と肉の祝祭を執とり行おこなうべきなのだと、そう考えているのである』

「あ、ＢＢＱを諦あきらめていなかったんだ……」

　しかし、このままでは話を打ち切られてしまう。だから、三秒で考えたような適当な噓を言うことにした。噓なんか吐きたくはないけれど、非常事態ですし。

「実は僕、未来からやって来たロボットで、人間ではないんですよ」

『成程、理解した。汝の言葉、信頼に値あたいする』

「…………はい、ありがとうございます」

　あっさりと乗せられる円乗先生でした。この程度の噓でごまかせるんだったら、もうどうにでもなるんじゃないでしょうか。

「それで、何の用なんですか？　今忙しいんですけど」

　こっちは、凄まじい相手を前にして、大変な状態なのだ。今は二人と共に屋上の隅に引っ込んで、遠くから混沌の存在を観察しているけれど。どんな切っ掛けでその矛ほこ先さきがこちらに向くとも限らない。

　というか、人間嫌いの円乗先生が、どうして僕に連絡をして来たのか。僕のことを編集者であると疑ったままなら、連絡をする必然性はないのに。

「まさか、何か起こったんですか!?　僕に連絡せざるを得ない大変な事態が、フダラク荘の方で起こったとでも言うんですか!?」

『然しかり。まさにその通りである』

「そんな、一体何が!!」

『頼んでいた物はまだですか？　アイスを食べたいんですけど』

「物凄い個人的な理由ですよね!?」

　そんな理由でわざわざ連絡しないで欲しいです!!

　あまりのダメさに絶望的な気分が霧む散さんしたのは良かったですけど、大変な事態は一切変わっていない。結局、目の前の混沌をどうにかする方法はないのだから、ここから撤てつ退たいする他にはない。

「ちょっと忙しいので、後にして下さい。それじゃあ、さようなら」

『それは、我が依頼よりも重要な事柄だと、そう汝は言うのか』

「大事です!!」

『愚かなことを。我が依頼よりも重要な事柄など、この世に存在しない概がい念ねんである。なれば、汝が遭そう遇ぐうせし事態とは、世界存亡の事態であるとしか思えぬ』

「世界存亡の事態なんですよ!!」

『そう簡単に世界は滅びないと思いますけど』

「ちょいちょい元の口調に戻らないでもらえますか」

　テンションが追いつけないんですよ。

「世界が滅ぶなんて、僕だって信じたくないですよ！　でも、そうなっているから、仕方がないですよね？　しかも誰かさんの能力によって！　ああもう、実際に見てもらえば、きっと分かりますよ!!」

　デバイスを、混沌の方へと向ける。

　デバイスの上部には、カメラが埋め込まれていて、テレビ電話のようにしてこちら側の映像を届けることも可能となっている。これで円乗先生も、僕が置かれている状況を分かってくれるでしょう。

　そうして、レンズ越しに混沌の姿をお届けする。

「こんな感じで、僕の方は凄く大ピンチです！　分かってくれましたか!?」

『…………』

　デバイスの向こう側は、沈黙。流石のダメ人間でも、この事態の大変さを理解してくれたのか……そう思った時、円乗先生の呟つぶやきが表示される。

『成程、理解が追いついた』

「え？」

『先程より大気が震え、怯えていたのは、この禍まが々まがしき混沌の仕業か』

「あの、円乗先生はダンボールハウスの中にいるんですよね？　大気の震えとかを感じられる訳ないですよね」

『我が執筆が滞とどこおっているのも、この混沌が暴れるが故と、そういうことか』

「それは多分違うと思いますけど……」

　完全に筋違いの話ですよね。ご本人の筆の問題ですよね。

　しかし円乗先生は、妙に冷静な反応をしている気がする。人間嫌いなら、この混沌を恐れてもおかしくはないと思うのに。少なくとも、混沌そのものに対して、恐怖や怯えというものを見せていない。

　だから、訊きいてみる。

「あの、円乗先生。この混沌について、どう思いますか」

『そうですね、ちょっと複雑すぎるカップリングではないでしょうか。私も一三角関係だの二七角関係だのを扱った作品を書いて来ましたが、ここまで複雑で乱雑なものは初めてですね。触手とか生えている辺りは実に素敵で妄想が膨ふくらみますが、そこで触手に囚とらわれて縛られて服が溶けて肌が露あらわに、なんて安あん易いな展開にするのはどうでしょうか。とにかく、これは私でも、十分には書き切れないかもしれません』

「……あの、またテンションが変わっていますけど」

　そして文章の表示がめっちゃ早くなったし。

『この複雑さに、もしくは経験のない触手凌りよう辱じよくものにチャレンジしてみたい気持ちはありますが、しかしそれよりも、この混沌としたカップリングを秘めたモンスターを放置しておく方が、大変なことになりそうです。ここまで様々な概念を一点に集めてしまっては、バランスがおかしなことになります。確かに存在感のある、おまけに使い出のある触手を完備した、まさに攻めにはうってつけの存在ではありますが、別のカップリングが誕生する余地を潰してしまうことにもなりかねませんので』

「……あの、円乗先生？」

　デバイスに次々と表示されていく長文。

　先程までの円乗先生の言葉とは、明らかにテンションが違っていますよね。何か、円乗先生を動かす事態があったかのように。

　それは、きっと、あの混沌だろう。

　どういう訳かは分からないけれど。あの、恐ろしい混沌の存在が、円乗先生の感情に何らかの働きかけをしたらしい。

　なおも、デバイスに表示されていく、テンション高めの文章。

『自由なカップリングこそは世界に許された権利ですが、しかし良く考えると、アレは勘かん弁べんしてもらいたい、よろしくないものですね。望まないカップリングを生み出し、可能性を破壊する悪あしきものです。そう、何より外見が良くありません。私が手掛けるのなら、もっと美しく、あるいはグロテスクであっても一定の美が残るものにするのに、あの混沌には何もかも欠けています。美学がありません』

「あの、望まないカップリングどうこうを仰るなら、まずは僕とエリカさん達の関係を何とかしてくれませんか」

『と、いう訳で』

「聞いちゃいないですね……!!」

『汝、機械魔王の意志が、ようやく理解出来た。千の言葉を重ねるよりも雄弁に、汝が意志が、我に通じた。あの混沌を、カップリングの破壊者たる悪しきものを、滅するべきだと、汝はそう言うのだな』

「え？」

　不意に、やけに頼もしい言葉が出たことに、戸惑う。

「えっと、何を……」

『では、我が威の力を、見るが良い!!』

　そう表示されたのと同時に、デバイスが光を放ち始めた。どうやら、円乗先生が、向こうで何かをしているらしい。その余波が、デバイスを通してこちらに来ているのだ。

　そして、デバイスがひときわ強く発光したかと思うと。

『これぞ、私が紡ぐ物語!!』

　円乗先生の声が、屋上に響き渡った。

　文字ではなく。

　円乗先生自身の、叫び声がする。

『物語とは、可能性を追い求めるもの！　未知のカップリングの向こう側に、未いまだ生まれえぬ新しい何かを見み出いだすもの！　だからこそ、可能性を潰し、未来の物語を奪うばうことを、許す訳にはいきません!!』

　彼女に似つかわしくない、力のある声で。

『望まれないカップリングを砕きなさい！　「現想×実理アルカドロン」、フルアクティブ!!』

　瞬間、デバイスの画面が、壊れそうな程に激しく点滅する。僕が知る限り、そんな機能はデバイスについていない筈なのに。

　その眩まぶしさに、目を塞ふさいでいたところに。

　神託の如く、響く声。

『カップリング成立……「混沌×隕いん石せき」!!』

　そう、デバイスの向こう側から告げられた瞬間。

　虚こ空くうに、巨大な隕石が出現した。

「……え!?」

　隕石。

　そうとしか呼べないものが、いきなり、空に現れた。

　何の予兆もなしに、まるでコマ落としの映像を見ているかのように。何もなかった空に浮かぶ、巨大な岩。

「ええええええええ！！！？？？」

　そして隕石は重力に従って、真っ逆さまに落ちる。

　真下にいた、混沌の元へと。

　直前になって気付いたのか、そこで混沌が空を見上げるような仕草を見せる。迎撃でもしようとしたのか。あるいは、隕石さえも取り込んでしまおうと思ったのか。しかし、そんな混沌の行動は、あまりにも遅かった。

　当然の結果として。

　過あやまつことなく。

　落ちる隕石は、重力に従い、混沌を思い切り押し潰した。




「う、ぐっ……！」

　着弾の衝しよう撃げきに、必死で耐えながら前を見る。

　屋上を凄まじい揺れが襲い、立っていられない程だった。それでも踏ふん張ばって、煙の向こうを見据える。たった今まで混沌が巣食っていた、その場所を。

　とても勝てる相手ではないと思っていた。勇者と魔王ですら勝てない相手だと恐れていた。しかし、それ以上にとんでもない攻撃が、たった今仕掛けられた。

「い、隕石って……!!」

　もうもうと上がっていた噴煙も、時間が経たつにつれて、段々と薄れて来る。そうしてようやく、屋上の様子が目に映った。

　そこには。

「…………うわぁ」

　何も、なかった。

　屋上だった場所は、思い切り深く抉えぐれている。巨大な隕石が落ちたから。

　落下跡のクレーター以外には、何もない。

　つまり、先程までそこにいた存在。様々なものを吸収して猛もう威いを振るっていた混沌のモンスターは、どこにもいなかった。隕石の直撃によって、根こそぎ吹き飛んでしまったのだ。跡形一つも、残らない程に。

　力が抜けて、その場にぺたりと座り込む。

「こ、こ……」

　それは、混沌を倒したことによる、安あん堵どと。

「こんなのって、ないですよ!!」

　そして、自分達がとんでもない危険に晒さらされていたことに対しての、憤いきどおりだった。

　デバイスを睨にらみつけて、食って掛かる。

　こんな無茶苦茶なことをやらかした元凶……円乗先生に向かって。

「な、何てことをするんですか!!　隕石って、もうちょっと何か方法があったでしょう!?　しかもこんな近くに隕石を落とすなんて！　あいつを倒せたから良いようなものの、僕達も巻き込まれるところだったじゃないですか!!」

『安心するが良い。天てん誅ちゆうたる隕石には、我が能力を込めておいた』

「……どういうことなのか、分かりやすく説明して欲しいです」

『あの混沌は、複数のカップリングによって成立しているようでしたので。その全てのカップリングを、私の能力によって、隕石という一点に対して繋ぎ直しました。つまり、隕石と衝しよう突とつするのは、あの混沌を構成している存在のみ。他に影響はありません』

「分かりやすくありがとうございます……あの、ちなみに、その隕石が落ちた余波に関しては、どうしようと考えていたんですか」

『そちらのカップリングは私の管かん轄かつ外がいです』

「じゃあやっぱり危険だったんですね!?」

　こっちのことを一切考えていませんでしたよね!?

　しかしデバイスは、無む慈じ悲ひに文章を流し出す。

『案ずるな、機械魔王よ。腕の一本や二本が千切れたところで、我が能力によって、たちどころに戻してやろう』

「全く安心出来ない情報をありがとうございます……！」

『未だに試したことはないが、首が外れた場合であろうとも、我が能力は問題なく発揮される筈である。もし汝の首がなくなった場合は、我にその旨むね告げるが良い』

「首がもげた状態でどう告げろと」

　最も重要なパーツですよね、首。

　取り外せる魔王の角とは訳が違うんですよ。あのどうしようもない混沌を倒したことに関しては、本当に感謝していますけど、やることが滅茶苦茶です。そして相変わらず、言葉が分かりにくいので、そっちも何とかして欲しいです。

『いずれにせよ、汝を悩ませし障害は消きえ失うせたと、そういうことで良いのだな？　ならば、一刻も早く、我が依頼せし品を献上するが良い。我が、この世で最も恐ろしきものの企みしカウントダウンを越える為のアーティファクトを、疾とく我が領域にまで持ち寄るのだ、機械魔王よ』

「……いえ、そうですね、分かりました」

　本当、結局自分のことしか考えていない円乗先生でした。

　通信を切ると、見慣れたカウントダウンが再び画面に表示される。




【災厄が訪れるまで　あと　日　時間　分　秒】




「……あれ？」

　しかし、カウントダウンは、何故か停止していた。数字も表示されていない。

　まだ五日近く時間は残っていた筈なのに、どういうことなのか。

　このままだと、正確な残り時間を把は握あく出来ない。色々とデバイスを弄いじってみるも、停止したまま。カウントダウンの終わる時刻については覚えているので、ただちに問題はないですけど。

　まさか、円乗先生に何度もデバイスがハッキングされた結果、壊れてしまったとか、そういうことなんでしょうか。どこに持って行けば修理してもらえるんですか。

　まあ、この件は後で神様に報告しておくとして。

「……本当に、えらいことになっていますね」

　デバイスをしまい、改めて屋上……だった場所を見る。

　隕石が落ちて、屋上は完全に砕けていた。

　あれ程の混沌を、一撃の下に葬ほうむる力。それが伝説の作家、円乗綴つづりの真価。はっきり言って、勇者や魔王に匹ひつ敵てきするほどの、とんでもない力だと思う。そもそも、一個人が隕石を自由に呼べると考えただけで、それはもうおかしいですよね。

　そう、彼女が災厄であるという問題に関しては、何も解決していないのだ。

　混沌を軽く打倒する彼女に立ち向かわないといけなくなった時、どうすればいいのか。円乗先生が本気で世界を滅ぼそうとすれば、きっとどうにもならないだろう。

「……いえ」

　悩みながらも、考えを切り替えることにした。

「とにかく、急いでフダラク荘に戻りましょうか……って」

　声を掛けようとすると、エリカさんとミリアムは、隕石の落下跡を何やらうろうろしている。足元が荒れているので危ないと思いますけど。

　エリカさんは、抉れた屋上に膝ひざをついて、じっと見つめている。

「な、何をしているんですか」

「うん、ツヅリはやっぱり凄いなって思って」

「はい、確かに凄いですね……こんな風になるなんて」

「これだけの力を隠し持っていたなんて、本当に凄いよ。私がいつか世界を滅ぼす時、立ち塞がるのはツヅリなのかもしれないね」

「そっちですか!?」

「何よりも、一撃でここまでの破壊を成なし遂とげる辺りが凄いよね。ここは私もツヅリを見習って、たった一撃のみで世界を滅ぼせるように努力しないと。そうだね、まずは手始めに、日本から行こう！　一撃必殺、日本沈没!!」

「ダメですよ!?」

「……そうだよね、いきなり日本っていうのは、ちょっとハードルが高かったよね。うんうん、分かったよ」

「あ、分かっていないパターンだコレ」

「市町村から地道にやって行こうね」

「やっぱりだ!!」

「ほら、市町村合併が盛んに行われていたのも、私がそこら中で市町村を破壊しまくっていたからだったりして」

「冗談でもそういうことは言わないで下さい!!」

　本当に洒落しやれにならないやつなんですけど。




「ああ、もう……」

　もうちょっと効率的な破壊のやり方を学ぶね、と再び落下跡を調べ始めたエリカさんは置いておいて、別の方向を見ると、そちらではミリアムが何かを手に持って、こちらへと近付いて来る。こっちも厄介ごとですよね、きっと。

「ねえ総一、こんなものが落ちていたんだけど」

　ミリアムが持って来たのは、黒い、卵のようなものだった。つやつやとした殻からに包まれた、球形のもの。観光地で売っているゆで卵が、確かこんな感じだったような。

「どうしたんですか、それ」

「隕石が落ちた場所で見つけたの。放っておけなくて、つい拾っちゃったのよ」

「捨て犬みたいなことを言わないで下さい……っていうか、そんな得体の知れないものを簡単に拾わないで下さいよ」

「この子はワタシがちゃんと育てるから、お願い、ママ!!」

「誰がママですか」

「えー、でも、こういうの、アニメで見たのよ？　拾って来た卵を育てたら、そこから恐竜が生まれるってやつ」

「ああ、ありましたね。そういうの」

「そうそう、生まれた恐竜が反逆を起こして、島のテーマパークが阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼに変わるっていう話。高圧電流とか出るやつ。血と髄ずい液えきとリンパ液とで画面が染まる、スプラッタでバイオレンスな物語だったのよね」

「それじゃないな……」

　もうちょっとハートフルな話だったと思いますけど。

「ねえママ、ちゃんとワタシが責任を持って育てるから、飼っても良いでしょう？」

「だから何で捨て犬みたいなことを言うんですか!?」

　犬の要素がゼロですよね!?

　犬は卵から生まれませんし、そもそも卵と決まった訳でもないですよね!?

「まあ、ここから何にも生まれなかったら、その時はその時っていうことで、卵料理にして食べればいいじゃない」

「酷い!!」

「美味しいのよね、目玉焼きって。ステーキに乗せて食べると最高」

「血も涙もないんですか!?」

　おのれ魔王！　あんまり魔王と関係ないけど!!

　というか、解決していなかったことが一つ残っていたことを思い出した。

「あの、その卵って、屋上に落ちていたんですよね？」

「ええ、そうよ？」

「じゃあ、もしかして、円乗先生が言っていた『高いもの』って、それのことかもしれないですよね……？」

　この街で一番高い場所に落ちていた、謎なぞの物体。

　自分でも強引な結論だと思うけれど、あれだけのモンスターがいた場所に落ちていたものが、普通である筈もない。

「それ、円乗先生に渡してみてもいいですか？」

「そんな!?　ワタシからこの子を奪おうって言うのね、ママ!!」

「ママじゃない……」

　そしてその芝しば居いがかった振る舞いはなんですか。海外ドラマみたいな。

「この子はワタシが責任を持って育てるって決めたの！　ママなんて嫌い！　こんな家、出て行ってやるんだから」

「じゃあ出て行けば良いじゃない」

「噓よママ！　愛しているわ!!」

　そこで縋すがりついて懇こん願がんしてくるミリアムだった。乗せられて、僕の口調が若干ママっぽくなっていたのは忘れて欲しいです。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






　エリカさんとミリアムを連れて、フダラク荘に戻る。

　リビングに上がると、円乗先生の住むダンボールハウスはなくなっていた。まあアパートの中にダンボールハウスがあったこと自体がおかしいんですけど、果たして中の人はどこに行ったんでしょうか。

　と、エリカさんが大きく手を上げている。

「ここは私に任せて欲しいな！」

「円乗先生がどこに行ったのか、分かるんですか」

「分からないけど、分からないなら、鳴かせてみせようホトトギス、って言うよね」

「急に何を言い出すんですかエリカさん」

「私の場合は、鳴かぬなら・世界が滅ぶぞ・ホトトギス、って感じだけど」

「鳴けよホトトギス!!」

「あ、ワタシの場合は、鳴かぬなら・ワタシが泣くわよ・ホトトギス、って感じね！」

「悲し過ぎる……」

　そんな話はどうでも良いんですよ。とにかくお願いすると、エリカさんは深呼吸を一つして、アパート中に届くような大声で。

「出て来ないと、滅ぼすよー♪」

　そんな、物騒なことを叫ぶのだった。

　トラウマが蘇よみがえったのか、横にいたミリアムが震えて、そして一つの部屋の扉ががたんと揺れた。それは、確か誰も使っていない物置で。

「あ、あそこの物置にいるみたいだよ」

「物置……ダンボールハウスの次は物置って……」

　仮にも英雄だというのに、どうしてそんな所にばかり籠もるんでしょう。

　とにかく、円乗先生がまた厄介な場所に引き籠もってしまう前に、さっさと頼まれていたものを渡して、お話しするとしましょう。

　と、また妙な音がポケットの中から聞こえて来た。以前にも聞いた音。またか、と思いながら、取り出してみると。




【ごしゅ　また　ハッキン──】




『近寄るなかれ』

「えええ………」

　円乗先生が潜んでいる物置に近寄っただけで、デバイスの画面が乱れ、こうしてメッセージが表示されている。神様から頂いた重要なデバイスだと思うんですけど、侵入され放題ですよね。結局カウントダウンも、未だに動きを止めたままになっていますし。

「で、でも、近寄らないと何も出来ませんよ？」

『最早汝がこの物置に入ることは能あたわず。既に扉は、我が能力により、此こ処ことは異なる次元と接続された。扉を開くことは、何なん人ぴとたりとも叶かなわない』

「それだと円乗先生も外に出られませんよね」

『我が死地はここである。とうに覚悟は決まっているのだ』

「あの、僕が覚悟出来てないんですよ。それに、部屋で死なれると、色々と後始末が大変だと思うんですよ。次に部屋に入る英雄のことも考えて下さい」

　果たして、次に入る英雄とかいるんですかね。

　まあ、そんな円乗先生の必死の抵抗も。

「はい、どーん！」

　エリカさんが一瞬で壁かべをぶっ壊したので、全て無駄になりました。

　さすがエリカさん、お馴な染じみの、蛮族じみた解決方法です。もういっそ、安心感すら覚えてしまいます。まあ、エリカさんがやらかしたことの後始末を一手に任されるのが、この僕という訳なんですけど。

「……あの、エリカさん。話が早くなったのは助かるんですけど、あまりフダラク荘を壊さないで欲しいです。下手に壊すと、始末書を書かないといけないので」

「上手に壊せってことだね」

「そういうことではないです。フダラク荘を、壊さないで下さいって、そう言っているんですよ」

「へー、そうなんだー。へー」

「……あの、今、物凄く嫌な予感がしたんですけど、まさか他にもどこか壊しちゃったりしているんですか？　そうなんですね？」

「別に、壊してなんかないもん」

「あ、そうなんですか。それは失礼をしま」

「跡形もなくなったってことは、壊したって証しよう拠こもなくなったってことだもんね。つまり壊していないよ私は!!」

「自白しましたね!?」

　何を壊したんですか一体!!

　まあ、僕の始末書についてはとりあえず、どうでもいいことです。

　さて、円乗先生に物置に近寄ってはいけないと言われたけれど、どうしたら良いんでしょう。また強引に突入すべきでしょうか。やってもいいですけど、確実に人死にが出るんですよね、その方法。

　と、デバイスに再び円乗先生からメッセージが届く。エリカさんが強引に壁をぶち抜いたことで、いよいよ危機感を覚えたのでしょう。

『赤い蛮族……灰はい咲ざきさんをこの場から遠ざけて下さい』

「それはまあ、妥だ当とうな要求ですけど。それに口調が戻っていますからね」

『汝は、今一度理解すべきなのだ。我をこの領域から出そうものなら、その瞬間に我は滅びる。この世に呪じゆ詛そを撒まき散ちらしながら滅び去る。汝に出来ることは、我が依頼したアーティファクトを大人しく差し出すことのみ。直ただちに我が領域の前に差し出して、すぐさま風のように退くが良い』

「はぁ……」

　要するに、持って来たものを出さないと死ぬってことですよね。

　ここで僕の脳裏に『どうせ死んでも元に戻るんだから別に良いよね』みたいな考えが浮かんでしまったことを許して欲しいです。普通は、一回死んだらダメなんですよ。

「あの、死なれると困るので、死なないで下さい」

『それは汝の行動に掛かっている。我とて、決して滅びを受け入れたい訳ではないのだから。だが、もし汝が、我が領域に無理に割って入ろうとするならば、その瞬間、我が最愛の剣……槍やり……ブリューナク……万年筆が、我が喉のどを掻かき切きることだろう』

「万年筆では喉は切れないと思いますけど……」

　それに表現で困りましたよね今。

『死を招く方法はそれだけではない。我が手の中にあるこの原稿用紙をバラバラに引き裂き、然る後にその紙片を縒より合あわせて縄を編み、首を吊つることになるであろう』

「やるんなら、もうちょっと簡単な方法があると思うんですよね……いや、だから、死んでもらったら困るんですよ！　生きて下さい!!」

『そう欲すならば、努ゆめ々ゆめ近寄らぬことだ』

「はぁ……」

『我が死を目の当たりにしたくなければ、大人しく我に従うのだ』

「……分かりましたよ」

　大おお仰ぎような語調で、単に情けないことを言っているだけなんですよね、これ。

　ここで強引な手段を取ろうものなら、また円乗先生との関係をこじらせることになりかねないので、そっと物置に近寄って、頼まれていたものを置く。万が一にでも、死んだら困りますし。

　すると、物置の中から妙なものが伸びて来た。マジックハンドと孫の手が混ざったような長い手が、前に置かれている荷物をひったくって、そのまま再びするすると物置へ戻って行く。どうやら、ちゃんと受け取ってもらえたようだ。

　緊きん張ちようしながら、問い掛ける。

「これで良いんですよね」

『うむ、確かに我が望みしアーティファクトである。毛布とクッションと、食料品と食料品と食料品……えっと、これは何でしょう……とにかく、大たい儀ぎであった。これで我が懸けん案あんは全て解決した』

「これで、書いてくれるんですよね？」

『大船に乗った気でいるが良い。後は、物語を書き記すことに、全身全霊を以もって挑むのみである』

「本当ですね？　信じて良いんですね！」

『我に畏おそれるものは無し。あの憎き、この世で最も恐ろしきものを除けば』

「良かった……」

　とにかくこれで、僕に出来ることはやった。

　円乗先生が執筆を終えて、〆切りに対する恐れが解消されれば。

　きっと、世界を混乱させている円乗先生の能力の暴走も収まる筈。そうすれば、災厄の到来を防ぐことにも繋がるだろう。

　後は、円乗先生に全てを託たくすのみだ。

「もう一度お聞きします。円乗先生。お願いされていたものは、きちんと用意しました。これで、円乗先生にとって満足のいく執筆が、出来るんですよね？　〆切りを、越えられるんですよね？」

『我が作家としての誇ほこりに懸かけて、ここに断言しよう。必ずや、我はこの試し練れんを乗り越えて、一つの物語を完結させる。今の我は、まさに力に満ち溢れているのだから、容易たやすいことである。最早我に敵なしといったところか』

「信じても、いいんですね」

『任せて下さい』

　その一言は、円乗先生自身の、生の言葉で。

　相手が伝説の作家だと、英雄だと、そう信じられるだけの威い厳げんに満ちていた。

「ソーイチ、大丈夫だよ。ツヅリならやってくれるよ」

「エリカさん」

「そうね。せっかくここまで付き合ってあげたんだし、英雄の底力、見届けてあげようじゃないの」

「ミリアム」

　背後から掛けられた二人の声に、僕はただ頷うなずきを返す。

「円乗先生、お願いします」

　だから、任せられる。

　この人なら、きっと、やってくれると。

「この世界を、救って下さい」

　それだけを信じて、この世界の運命さえも託せる。

　次にお会いした時には、きっと、世界の趨すう勢せいも決定しているでしょう。

　この、滅びを巡る災厄の物語に、決着が付くことになる。

　僕もまた、己の戦いに赴いた英雄に背を向けて、その場を去る。

　賽さいは投げられた。後はただ、待ちましょう。

　世界を救う作品が、書き上がるのを。




【災厄が訪れるまで　あと　日　時間　分　秒】




　それから、時間は瞬またたく間に過ぎていった。

　夜が来て、朝が来て、また夜が来て。

　ただただ日々が過ぎていく。

　いや、夜と昼の境目がしっかりと存在していたのは最初だけだった。いつの間にか、その境界すらも曖昧になり、ただただ時間だけが過ぎていく。

　その間、世界を覆おおう混沌は勢いを増していった。もう、マトモなものは世界に残ってはいないのではないかと思うくらいに、混沌が撒き散らされていく。

　テレビで世界の様子を見る度、画面に映る異常な光景に、頭が痛くなる。

　大陸同士がカップリングされて、ユーラシア大陸とアメリカ大陸が地続きになったり。

　星同士がカップリングされて、夜空に月と火星が並んでいたり。

　海と空がカップリングされ、頭上に海が湛たたえられて、地上に空が広がっていたり。

　世界の人々は、ただ茫然と過ごしているように見えるが、本当のところは分からない。

　恐怖と快楽。知識と体力。視覚と味覚。触覚と嗅きゆう覚かく。食欲と睡眠欲。そんな、人間を人間たらしめるものさえもカップリングされ、脳の許容出来る限界を超えたのだろう。誰もが、世界の終わりが来たと、そう絶望して沈み込んでいる。

　僕も、そこは変わらない。

　今出来ることは、信じることだけだ。

　歯は痒がゆい。黙って見ているだけなのが、悔しい。

　それでも、全てが終わり、円乗先生が〆切りから解放されれば、元通りになる。そう信じて、待つしかない。

　デバイスのカウントダウンは未だに停止したままだ。神様に連絡を取ってみようにも、未だに円乗先生のハッキングによる影響が残っているのか、『問題なし』という返答ばかり。完全に壊れてしまったのかもしれない。

　といっても、カウントダウンの終わる時刻は分かっている。

　災厄が訪れ、世界が終わるその時刻は、心に刻まれているから。

　そうして、着々と過ぎていく時間。

　それを、不安に思うことはあっても、絶望することだけはしなかった。

　何故なら、僕が円乗先生を信じているから。

　必ず原稿を書き上げてみせると、そう誓ちかった声を、信じているから。

　人間嫌いで、引き籠もりで、ことあるごとに死のうとするどころか本当に死ぬような、ド級のダメ人間ではあるけれど。その功績と、言葉に、偽りはないと分かっている。

　だから、その行く末を見守ることが出来る。

　伝説の作家の、生き様を。

　そして生まれる、伝説の作品を、信じている。




　そして。

　地じ獄ごくのような数日が経過し。

　災厄が到来するという時刻まで、残り一時間を切った時。




「……来ました」

　掌てのひらの中にあるデバイスに振動を感じる。ここ数時間の間、きつく握りしめていたその画面には今、一言だけのメッセージが、簡かん潔けつに記されている。

『終わった』

　深呼吸を一つして、ゆっくりと立ち上がる。静かなアパート内の廊ろう下かを、一歩一歩、踏みしめながら歩いて行く。

「いよいよだね、ソーイチ」

「全く、こんなに時間がかかるなんて」

　後ろを付いて来るエリカさんとミリアム。二人も、結局最後まで付き合ってくれた。

　普段はすぐに世界を滅ぼしたがるエリカさんだが、今は妙に静かだ。目の前に訪れた明確な終わりを前に、神妙な顔つきをしている。

　ミリアムもまた、同じく神妙な顔をしている。この世界で過ごす間に、世界に対する愛着が芽生えたのかもしれない。

　僕達の向かう先は決まっている。

　エリカさんによって破壊された壁は、既に修復されていた。

　近付いても、デバイスが反応することはない。それは、彼女自身が満足を得ているということを示している。

　僕達が前に到着すると同時、その内部に伝説の作家を納めていた物置の扉が、岩戸のようにゆっくりと開いた。

「…………」

　その扉から姿を見せたのは、様々な伝説を残した、偉大なる作家。円乗綴。

　彼女は、まさに疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子。目の下にはクマを作り、服装もよれよれになっていて、今にも倒れそう。

　それでも、瞳ひとみに浮かんでいるのは、晴れやかな色だった。

　人間嫌いを標ひよう榜ぼうしていた彼女だけど、今では僕の目の前に堂々と姿を見せている。もちろん、死ぬなんていう素そ振ぶりは見せない。

「……円乗先生」

　僕の声に、円乗先生はゆっくりと微笑ほほえんで。

　そして、手にしていた紙の束を、そっと掲かかげた。




　それこそは、この五日の間、彼女が大事に書き続けていたもの。作家がその心血を注そそいで完成したもの。恐らくは一つの時代を築き上げるほどの、あるいは無数の読者を感動させるほどの、そんな力を持った小説。

　それが今、ここに完成した。

　円乗先生は、そのたくさんの原稿用紙の束を、どさりと床に落として。

　僕の方を、潤うるんだ瞳で見つめ。

　何ものにも囚われないというような、爽さわやかな笑顔を浮かべて。




「ごめんなさい。書けませんでした！」




　とんでもないことを言いやがりました。

















「……………………はい？」

　痛いほどの沈黙を破ったのは、僕の口から自然と漏もれた、疑問の声だった。

　自分の声に少しだけ理性を取り戻し、頭がようやく活動を始める。脳内で、たった今聞いた言葉が、ぐるぐると渦うずを巻いている。

　──書けませんでした。

　その言葉の示している意味……いや、そんなものは分かっています。これで分からなかったら馬鹿なんじゃないかと思うくらいに、明確に、分かりますよ。本当に残念なことに、分かってしまう。

　だから、聞く。

　聞くしかなかった。

　聞きたくは、ないけれど。

「ど、どういうことなんですか!?」

　自分の口から出たとはとても信じられないくらい、その声は乾いている。

　対して、言葉を向けられた側……円えん乗じよう先生は、なおもその爽さわやかな笑顔のままで、そして堂々とした態度だった。人間嫌いの様子なんて、どこにも見られない。何もかも吹っ切ってしまったような、そんな悪びれない表情で。

「はい。ですから、書けませんでした！」

「書けなかった？」

「そうですね、全く書けませんでした！」

「五日の間、ずっと部屋に籠こもっていても？」

「それはもう書けませんでしたね、見事に立りつ派ぱに完かん璧ぺきに、書けませんでした!!」

「あれだけ入念に、準備をしても？」

「はい」

「頼まれていたものを、全すべて買って来ても？」

「はい！」

「絶対に出来ます、みたいなことを、あれ程自信たっぷりに言い放っていても？」

「はい!!」

　円乗先生は、こうして僕と実際に向かい合っているにもかかわらず、テンションが非常に高めだった。それは、きっと、人間嫌いを克服したとか、そういうプラスの意味合いではなく、単に開き直っているだけでしょう。自分が何も出来なかったという事実が、もう逆に楽しくてどうでも良くなっちゃっているとか、そういうことでしょう。

「な、何で、そんなことになってしまったんですか」

「仕方がないですよね」

「仕方がないことなんてありませんよ！　本気でどうしてですか!?」

「だって仕方がないじゃないですか!!」

　円乗先生がキレた。

　いや怒っているのは僕の方だし、悪いのは当然ながら向こうなので、これって要するに逆ギレですよね。何で僕が怒られるんですか。そんな当然の結論も聞く気はないようで、円乗先生はぷんぷんと怒り始める。

「あまりにも書けなくてうっかり死んだので、どうしようもなかったんですよ！　数日間死んでいたんですから!!」

「もう普通に大事件だ!!」

「復活があと少し遅れたら、異臭がしていたことでしょう」

「怖いことを言わないで欲しい。そもそも、何で死んだりするんですか！　別に僕が顔を出した訳でもないのに!!」

「書けないことにショックを受けて、不ふ貞て死ししちゃって」

「どういう日本語ですかそれは」

「そうして復活してみたら、何な故ぜか原稿用紙は真っ白のままで。おかしいと思いませんか!?　死んでいる間に謎なぞの妖よう精せいさんがどうにかしてくれる案件だった筈はずなのに！　もしくは猫が転がり込んでキーボードの上でダンスを踊っていた筈なのに！　そのことを織り込み済みで死んでいたんですから!!」

「もう物語と現実がごっちゃになっていますよ……!!」

　良く見れば、円乗先生が床に落とした原稿用紙は、見事なまでに真っ白だった。あぶり出しだったりしないでしょうか。これだけの原稿からあぶり出そうとすれば、ミカンがいくつあっても足りませんけどね！　何言ってんだ僕は!!

「つまり私のせいではなく、妖精さんか猫さんのせいということですね!!」

「正気じゃない!!」

「おのれ妖精さん!!」

「おのれ言われるのはそっちですからね!?」

　そんな開き直ってしまった相手に対しては、僕もまた、いっそ開き直って、思いの丈をぶつけるしかない。

　自分の想おもいの全てを込めて、叫ぶ。

「この、ダメ人間!!」

　もう一回だけではちっとも心が晴れないので、何度でも叫ぶ。

「ダメ人間！　ダメ人間!!」

「私もまさか、ここまで書けないものだとは思ってもいませんでした。いやはや、実に腕が鈍なまっていますね！」

「頭の中身まで鈍っているんですよ！　どうして書けないんですか!!」

「作家に、何故書けないのかと、そう聞くことほど愚おろかなことはありません。作家が書けないことに、理由なんてないのですから」

「何言ってんだ!?」

　つい乱暴な口調になる。敬語とかどこかに置き忘れてきた勢いですよ。

「あれだけ自信たっぷりに、書き上げてみせます、って言っていたのに！　自分の言ったことを守れなかったんですから、ちっとも書けなかったんですから、もうちょっと神妙にしたらどうなんですか!!」

「書けなかったことに変わりはないですし、どうせ怒られるのでしたら、まあいっそのこと開き直った方が晴れやかじゃないですか」

「最悪だな!!」

　もう本当に、どうしましょうか、こいつ。

　こいつ……円乗綴つづりという、伝説の作家。いえ、もう、ダメ人間だということが嫌というほど分かりましたから、こいつ呼ばわりでも別に構いませんよね。伝説に関しても実態はアレだったので、もうただのダメ人間ですし。

　こいつが書くと宣言したのだから、僕としてはそれを信じるしかなかった。何しろ僕にとっては未知の分野なので、そうするしかありませんでした。

　しかし結果は、これだ。見るも無残なダメ人間でしたよ。

　やっぱりフダラク荘の住人はダメ人間だった、ということを再確認しただけで。

「ああもう、本当にどうするつもりなんですか!!」

　円乗先生に近付いて、肩を摑つかむ。すると、円乗先生の顔が少し歪ゆがんだ。しまった、強めに摑んでしまったのか、と一瞬思ったけれど。

「……あ」

「……何ですか」

「に、人間、人間がいる……！」

「今更正気に戻るんですか!?」

　さっきまで全く平気だったのに、僕がこんなに必死で怒っているのに、ここで人間嫌いモードに戻るのって、ちょっとこいつ卑ひ怯きようじゃないですか!?

　しかし円乗先生は何とも都つ合ごう良よく、元の人間嫌いに戻ってしまったらしい。僕の目の前で、膝ひざから崩くずれ落おちた。

「に、人間です……人間に捕まりました……〆しめ切きりにも捕まったことないのに」

「いや〆切りには現在進行形で捕まっているんじゃないですか」

「ひぃぃ」

　がくがくと震えながら、必死で後ずさり、部屋の中に戻ろうとする。だけど今は言いたいことがたくさんあるので、逃がす訳にはいきません。何度か死なれたとしても、絶対に追い詰めてみせます。

「逃がしませんからね!!」

「こ、殺される」

「殺しませんよ!?」

　とんでもないことを言うなこいつ。

「に、人間に捕まったら殺されるって、死んだお母さんが言っていました」

「死んだお母さんも人間ですよね、多分」

「じゃ、じゃあ私は、既に死んでいるということ……？　それなら、ここで人間に襲おそわれている私の存在って、一体」

「今ここで生きて、僕に怒られているのが、円乗綴さんなんですよ!!」

「じゃあ死ぬしか……!!」

「死なせませんよ!?」

　手にしている原稿用紙で自分の頭をぼこぼこ殴なぐり始めたのを、必死になって止める。そんなことで死なれたら困るんですよ！　死ななくても困っているけど!!

　だって、円乗先生の執筆が、無事に終わらなかったということは。

　〆切りというものを、円乗先生が乗り越えられなかったということは。

　震える声で、尋ねる。

「……能力の暴走は、どうなるんですか。世界を今も覆おおっていて、〆切りを越えることで解除される筈だった、円乗先生の能力の暴走は、この先、どうなるというんですか」

「どうにも、なりません」

「今すぐに書いて下さいよ！　〆切りまでに何かを書いたら、それで終わるんですよね!?　さあ書け！　書けって！　書いて!!」

「か、書けないものは、いつまで経たっても書けません！　そう、最初から書けないものだったということで、どちらにしろ書けなかったのなら、即すなわち私のせいではないということになりますね!!」

「完全にお前のせいだろダメ人間!!」

「ひぃぃぃぃ」

　円乗先生は、すっかり凹へこんだ様子で、頭を抱えて。

「人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い人間怖い」

　自分の世界に引き籠もってしまった。落ちていた原稿用紙を必死に自分の周囲に掻かき集あつめて、まるでミノムシのように、どうにか紙の中に隠れようとしている。その、あまりにも哀れな姿を見ていると、逆に僕は冷静さを取り戻してくる。

　そう、落ち着くんだ、僕。

　ここで怒っていても、どうしようもない。起こってしまったことは今更どうにもなりません。円乗先生をこのまま責めていても、解決する訳ではないのだ。

　もう残り時間は僅わずか。それでも、書いてもらう他にはない。

　残り時間は一時間もないのに、果たして小説の執筆がそんな時間で何とかなるものなのか、僕には分からない。分からないけれど、やってもらうしかない。円乗先生を無理矢理にでも椅い子すに縛しばり付つけて、そして万年筆を手に溶よう接せつしてでも、書いてもらうしかありません。

　いっそこうなったら、僕が何か書いてやりましょうか。でも僕って、報告書と始末書くらいしか書いたことがありませんし。多分、小説と始末書って違いますもんね。他に小説が書けそうな人……と考えてみるも、該がい当とう者しやはナシ。あ、これもうダメなのではないでしょうか。

「私に良い考えがあるよ!!」

　と、そこで手を大きく上げたのはエリカさんだった。それまで沈黙を守っていたのに、何やら歪んだ笑みを浮かべながら、前へと出てくる。

「な、何ですか、良い考えって」

「ツヅリの〆切りをどうにかする方法だよ」

「え？」

　あまりに予想外の言葉に、一瞬呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「そ、そんな方法があるんですか!?」

「うん、私には勇者としての経験があるから、それくらい簡単に思いつくんだよね」

「勇者に〆切りってなかったと思いますけど……」

「魔王を倒さないと世界が大変なことになっちゃうから、それが〆切りと言えば〆切りだったかな。〆切りを破ると全人類がどうにかなるやつだし、それをどうにかした私はまさに〆切りのプロって感じだよね。だから、まあ私に任せてよ」

　エリカさんは、円乗先生へと近付いて行く。妙に楽しそうな笑顔を浮かべて。

「ねえ、ツヅリ」

「ひぃ!?　また新たな人間が出て来ました、しかも赤い蛮族こと灰はい咲ざきさんじゃないですか。一刻も早く逃げないと」

「大丈夫だよ、私は人間である以前に、勇者という存在。つまり人間を超越しているんだから、怖がる必要はないよ。むしろ、ただの人間と一緒にして欲しくないね」

「な、成なる程ほど」

「なるほどしちゃうんだ……」

　あっさり落ち着く円乗先生。そんなガバガバな理論で良く乗り切ろうと思いましたね。

　いや、エリカさんのことはどうでもいい。気になるのは、彼女が言っていたこと。〆切りをどうにかするという、その方法について。

「あのね、ツヅリ」

　エリカさんは、優しげな声で語り掛ける。

「〆切りっていうものは、ツヅリにとって大変なものかもしれない。私にとっての、魔王みたいな存在なのかな。まあ私は魔王に苦労したことなんて一度もないけど」

「何よその言い草！　魔王を舐なめるんじゃないわよ！」

　当の魔王がすぐ後ろで喚わめいているけれど、今はちょっと黙っていて欲しいです。

「でも、そんな〆切りを、永遠にやって来ないようにする方法があるんだよ。原稿を書き上げなくっても、〆切りだけをどうにかする方法が」

「そ、そんな夢のような方法があるんですか？」

「うん、簡単なことだよ。ツヅリにだったら、きっと出来ること」

「それは何ですか!?　教えて下さい!!」

　必死の形ぎよう相そうを見せて迫る円乗先生に、エリカさんは晴れやかに笑い掛けている。

「……あ」

　それを見て、背筋に悪お寒かんが走った。

　その笑顔は、先程、自や棄けになった円乗先生が浮かべたものに似ていて。それ以上に、記憶の中で、似たものを見た覚えがあるからだった。

　いつか見た、歪んだ笑顔。ろくでもない思い出と共に蘇よみがえる、表情で。

　一切躊躇ためらうことなく、エリカさんが宣言したこと、それは。




「そう、いっそ世界を滅ほろぼしてしまえば、〆切りも何もかもなくなるんだよね!!」




「って何を言ってるんですか!?」

「成程……確かに!!」

「いや成程じゃないですよ!?」

　円乗先生の頷うなずきに全力でツッコんだ。これこそ、成程されたら困ることだ!!

「えー、だって、凄すごく合理的だよね」

「合理的とかじゃなくて徹てつ底てい的てき過ぎますよね!?　どうして〆切りの為ために世界を滅ぼさないといけないんですか!?」

「どうせやるなら派は手でにやればいいじゃない」

「派手とかいう問題じゃない!!」

　世界丸ごと花火になるようなものですよね!?

　しかし本当に残念なことに、エリカさんが本気で言っているのだと分かってしまう。本気で、世界ごと〆切りを滅ぼしてしまおうと思い、円乗先生に提案しているのだ。

　幸さいわい、首に嵌はめられた首輪『デモンズシール』の効果で、エリカさんの力は抑え付けられている。フダラク荘から外に出ても、世界を滅ぼす程の力は発はつ揮き出来ない。だから、エリカさんがすぐさま世界を滅ぼしてしまう訳ではないものの、今はタイミングが悪い。

　円乗綴という作家による、世界の大混乱。

　災厄の元凶である彼女を説得して、その能力を止めることが、今一番大事なこと。だから、正直なところ、エリカさんに構っている暇ひまはないのだ。

「そ、そうだ、エリカさんは以前に言っていましたよね!?」

「え、何を？」

「世界を滅ぼすのは自分自身だって、そう言っていたじゃないですか！　このまま円乗先生を放ほうっておいたら、円乗先生の手によって世界が滅んでしまいますよ!?　それはエリカさんにとっても都合が悪いですよね？」

　他人に世界を滅ぼされたくなかったら協力しろ、だなんて、非常に無茶なことを言っている気がしますけど、今はそれに賭かけるしかない。エリカさんが世界を滅ぼそうとするその気持ちに、賭ける他には。

「ですから、どうか円乗先生を止めることに、協力を」

「ううん。ソーイチは、勘違いしているよ」

「……え？」

「勿もち論ろん、ソーイチの言ったことは正しいよ。世界を滅ぼすのは、私の手でやるって、そう決まっているから。だから、ツヅリに滅ぼされる訳にはいかないよ」

「決まってもいませんし、滅ぼしたらダメなんですよ？　決してやるべきことじゃないんですからね？」

「だけど、ね」

　エリカさんは、ゆっくりと振り返る。

　その視線の先にいるのは、円乗先生だった。エリカさんと僕のことを、不安げな表情で見比べている彼女の方を、エリカさんは見つめて。

　そして、叫んだ。




「ねえツヅリ！　私が〆切りを、世界ごと滅ぼしてあげるから！　私に、世界を滅ぼす為の力を頂ちよう戴だい!!」




「そっちですか!?」

　しまった、完全に油断していた。世界を滅ぼしたいエリカさんと、〆切りがなくなって欲しい円乗先生。この二人の願いは両立するもの。完全にＷＩＮ－ＷＩＮだ。

　今からエリカさんを止めることは厳しい……それなら、まだ円乗先生を止める方が、きっと早い。そう思って、慌あわてて飛び出すも。

「……分かりました。私の部屋の平穏さえ守ってくれるなら構いません!!」

「うん大丈夫任せて」

「それなら一切合切問題ありませんね!!　『現想×実理アルカドロン』、アクティブ!!」

　円乗先生が能力を使用する方が、一手早かった。

「カップリング『灰咲エリカ×フダラク荘』、成立せよ!!」

　その宣言が、響き渡った直後。

　フダラク荘が、丸ごと揺れた。

「……え、ええええええええ!?」

　神様が特別に用意した住処すみかであるフダラク荘は、並大抵のものではない。

　耐震性どころか耐火性も耐水性も兼ね備えた、万夫不当のスーパー建築物である筈。そんなフダラク荘とエリカさんがカップリングされて、どんな事態が引き起こされるのか。人間……勇者とアパートの関係性を深めたところで、何が起こるというのか。絶対にとんでもない事態になるに決まっていますよね。

　そのことを裏付けるように。笑い声が、聞こえた。

　爽やかで、そして不吉な。

「あは、あははははははは！！！！」

　高らかに笑い続けているのは、エリカさんだった。

　その身体からだに満ちているのは、凄すさまじいまでのオーラ。

　このフダラク荘の中にいる時のエリカさんは、首輪の効果も働いていないので、勇者としての強大な力を存分に発揮していた。

　しかし今のエリカさんは、そんな状態よりも遙はるかに強い。たとえるならば、いつか魔王の前に立ちはだかった時のような感覚。この人ならば絶対に何とかしてくれると、そう確信を持って言えるだけの、圧倒的な力。

　問題は。それがどうやら、今は敵の側に立っているらしいということ。

　つまり、悪い方向に何とかされてしまう、ということです。

　迫り来る惨さん劇げきの予感に、心が折れそうになる。それでも、エリカさんに何かを言わないといけないと思い、震える身体を強引に動かそうとして。

　そんな僕の肩に、置かれる手があった。

「ほら、悩まなくてもいいのよ、総そう一いち」

「……ミリアム？」

「そんな顔をしなくてもいいじゃない。あの勇者をフダラク荘に取られたとしても、総一にはこのワタシがいるんだから。だから、何も心配する必要はないのよ」

「あの、何言っているんですか」

　ミリアムは、何やら良いことを言っている風の顔をしていますけど、話の内容がさっぱりです。エリカさんに負けまくったせいで、脳をやられたんでしょうか。

「不安がらなくても、すぐに解決するのよ。総一はきっと、昔のように素敵な笑顔を取り戻せるんだから」

「何で僕が、かつての無邪気な笑顔を失った少年みたいに言われているのか分かりませんけど。どうして、解決するって言うんですか」

「それはね」

　そこで、ミリアムはにやりと笑い。

「このワタシが！　今から！　そこの勇者の企たくらみをぶち破って、何もかもを終わらせてみせるからよ!!」

　エリカさんの前に、立ちはだかった。




　得体の知れない能力を手にしたエリカさんに対して、一切怯ひるむことなく、挑んでいく元魔王ミリアム・ウァリエタース。その顔に、勇者を恐れるような色は見られない。

「ワタシの誇ほこりの為に、そして総一の笑顔の為に！　勝手なことばかり言う勇者なんかには、負けないってのよ！」

「ふーん。ソーイチの笑顔がどうとかは良く分からないけど、勝てるとでも思っているのかな。この間も普通にやられちゃったような、ポンコツ魔王のくせに」

「あの時は……そう、体調が悪かったのよ！　もうお腹なかの調子が悪かったし、ついでに頭痛もしていたし、全く本調子じゃなかったのよ！　ちょっと前日に、英雄全滅記念っていうことで深酒しちゃったものだから!!」

「何やってるんだ魔王」

　それ、僕が地ち下か牢ろうに閉じ込められている時のことですよね。人を冷たい床に寝かせておいて、自分は酒盛りしていたなんて、実に悪い奴です。クロさんが魔王の城から酒を持って来ていたのは、その辺りが理由だったらしい。

「どうやら、また懲こりもせずに世界を滅ぼすだなんて戯たわ言ごとを吐いているようだけど、そう簡単に行くとは思わないことよ！」

「へえ、どうしてなのかな」

「それは、ここにワタシがいるから！　ワタシという最新最悪の魔王が、ここでお前を食い止めるから！　お前に、世界は、滅ぼさせないのよ!!」

「じゃあ私は、最強最大の勇者だね。いつだって世界を滅ぼしたいって考えているんだから。寝ている時も起きている時も、素敵な滅ぼし方について考えているし。起きたらついベッドを壊しているくらい。だから、魔王なんかに負けない!!」

「そ、そんなの、ワタシだって同じなんだから！　部下にどういう指示を出して、どこから攻め落としていくかっていうシミュレーションはいつも欠かしていないもの！　大河ドラマを見て色々と試していたんだから!!」

「私の方が見事に滅ぼすんだよ!!」

「ワタシの方が上手く滅ぼせる!!」

「……うーん」

　相変わらず、どっちが勇者でどっちが魔王なのか、ちょっと分からなくなるような会話ですよね。どっちもダメ、という結論に達しましたけど。

「ついでにソーイチも滅ぼすんだから!!」

「それだってワタシのやることなのよ!!」

「いやどっちも違いますからね!?」

　急に流れ弾が来ましたね!!

　って、笑顔云うん々ぬんはどこに行ったんですかミリアム!!

　しかし、ミリアムのやっていることは、明らかに無茶だった。相手にするのはエリカさん。つまり、伝説の勇者、エリカ・アシュローズ様だ。

　前回、策を巡らせて、自分の有利な場所に誘い込んでもなお、魔王は勝てなかった。生半可なやり方では、敵かなう筈がないのだ。まるで魔王に勝って欲しいみたいに言っていますけど、そんなことはないです。

　そして、今。

　エリカさんは、円乗先生の能力のバックアップを得ている。その本質はまだ分からないけれど、世界を滅ぼすと宣言していた以上、それなりの力があることは確かだ。

　対する魔王、ミリアムは。

「とにかく、負けられない！　だから『孤群万魔デイクタトール』、全力で行くってのよ!!」

「その能力は……！」

　最初から、本気だった。

　魔王自身の身体から漏れ出した黒いエネルギーが、全身に巡って行く。

　魔王の格好は、いつもフダラク荘で掃そう除じをしている時のままの、割かつ烹ぽう着ぎ姿。しかし今、黒いオーラを身に纏まとっている姿は、確かに魔王のものだった。僕が恐れ怯おびえた、あの魔王の力が満みち溢あふれている。

「ここ数日の間、ワタシがただ大人しく掃除をして、テレビを見ているだけだと思っていたら大間違いなのよ！　ワタシはひっそりと勇者の動作を観察し、その癖くせを盗むことに全力を費ついやしていたの！　ついでに、時代劇を見て殺た陣てを学んだりもしたのよ！　この間のようにはいかないってのよ!!」

　そして、ミリアムが駆け出した。

　二人の距きよ離りは、僅か数メートル。

　その距離を、ミリアムは一飛びで詰め、エリカさんに攻撃しようとする。いくらエリカさんといえども、食らったらただでは済まないと、そう思わせる程の力を込めて。

「…………ッ!!」

　両者が激突しようとする、その直前で。

　突然、廊ろう下かの床板が、跳ね上がった。

「え？」

　いきなりの事態に、当然ながら、ミリアムは反応が遅れてしまい。

「ぐぎゅ」

　目の前に現れた床板に顔面を強打して、廊下にごろごろと転がったのだった。




「……な」

　今、何が起こったんですか。

　エリカさんが特に何かをした様子はない。ただ余裕の表情で、飛んで来る魔王の攻撃を見つめていただけだった。最初から、こうなることが分かっていたかのよう。

「こ、これって、一体」

「それはね、簡単なことだよ」

　僕の疑問に答えたのは、エリカさんだった。

　廊下で呻うめきながら転がっている魔王には、一切目をくれることなく。

「ソーイチも、ツヅリの能力を受けていれば、何となく分かるんじゃないかな？　そう、今の私は、このフダラク荘との間に、カップリングが成立しているの。言い方を変えれば、フダラク荘に愛されているってことなんだよ」

「……は？」

　愛されている。

　その突とつ拍ぴよう子しもない言葉に思い出すのは、まさに僕自身に起こったこと。

　最初に円乗先生の所に向かった時、円乗先生に何かをされてから、どうにもエリカさんとミリアムとの距離が近くなった。カップリングされたのだ。あれと同じことが、今のエリカさんと、そしてフダラク荘の間に起こっているとするならば。

「まさか、フダラク荘が、エリカさんを愛しているから。エリカさんを傷付けようとする相手から、守っているということですか!?」

「モテる女は辛つらいよね」

「いや、相手は建物ですよね……？」

「建物相手でも私の魅力は通じるってことだよね、うん」

　本当に、訳の分からないことを言っているエリカさんだけど。

　しかし、現に今、フダラク荘は勝手に動いて、ミリアムの攻撃を防いでいた。恐らく、愛するエリカさんを守る為に。

「ふ、ふざけないでよっ!!」

　と、やられていたミリアムが立ち上がり、再びエリカさんに向けて突進していく。

　しかし、再びフダラク荘が反応して動いた。廊下の床板が、急に中庭に向けて傾かたむいた為に、上にいたミリアムの姿勢が崩れてしまい。

「……え？」

　ミリアムが倒れていく先にあるのは、中庭にある池で。

「きゃああああああ！！！」

　水みず飛沫しぶきが、派手に上がった。




「……うわぁ」

　僕は、はっきりとこの目で確認した。

　フダラク荘が、ミリアムに対して牙きばを剝むいている。

　ミリアムが池からどうにかして上がった後も、攻撃は続いた。下へ手たにエリカさんに近寄ろうものなら、屋根から木材が落ちて来て頭に直撃するし。廊下を大きく迂う回かいしようとすれば、急に動く歩道と化すことで前へと進めなくなる。

　エリカさんが何もしなくても、フダラク荘が勝手に守っている。

　そして、何度目かの迎撃を食らったミリアムが、堪え切れなくなったように叫ぶ。

「こ、こんなの、反則じゃない!!」

「もう分かったよね？　ツヅリの能力によって、このフダラク荘は、私を愛し、そして守ってくれているんだっていうことを。閉じ込められていた時には本当に厄やつ介かいだと思っていたけれど、こうして味方になってくれると本当に助かるよ。さすがはあのヒゲの造ったアパートだよね」

「じ、自分の力だけで正々堂々と戦えばいいじゃない！　そんな、アパートの陰に隠れるなんて卑怯なことをしないで!!」

「私が出て行ったら、多分一撃で終わるけど、それでもいいのかな」

「…………」

　ミリアムが黙った。

　恐らく、以前に一撃でやられた時のことが、脳のう裏りに蘇っているのだろう。

　どれだけミリアムが必死になって挑んでも、一撃でやられていましたもんね。現状、ミリアムがこうして無事でいられるのも、エリカさんが何もしていないから。エリカさんが動いた瞬間に、全部終わりますよね。

「と、とにかく！　卑怯な勇者なんかに、負けないってのよ!!」

「じゃあ私が」

「負けないって言っているじゃない!!　勝てるとは別に言っていないじゃない!!　出て来ないでよ!!」

　エリカさんが出て来ようとすると、途と端たんに及び腰になったりするのだった。何というか、基本的にヘタレているんですよね、この魔王。基本は真ま面じ目めで、他のダメ人間ズよりも余程しっかりしているのに、残念ながら魔王だ。

「大体、何よアンタも!!」

　そこで急に、ミリアムの矛ほこ先さきが変わった。

　指さす先は……フダラク荘の廊下……廊下？

　まさか、フダラク荘そのものに向けて文句を言うつもりなのか。

「そもそも、この計画を先に考えたのはワタシじゃない！　英雄達を調べていた時に知った作家のカップリング能力。それを使ってワタシとフダラク荘とのカップリングを成立させてしまえば、アパートの封印能力を自由に使って、勇者を好き放題やれるって計画したのに!!」

「……え？」

「それなのに、計画を横から来た勇者に奪われちゃったのよ！　全く、どこかで盗み聞きしていたに違いないわ！　なんて卑怯なの勇者、そんなことで勇者を名乗れると思っているの!?」

「そんなの、早い者勝ちだよね。そもそも、廊下で普通に計画をべらべら喋しやべって笑っている方が悪いよね。っていうか、今になって私とフダラク荘のカップリングに文句を言うなんて凄く情けないよ、負け犬だよ」

「なぁんですって!?」

「モテない魔王のひがみは辛いよね」

「モテないのと魔王とは関係ないじゃない！　取り消しなさいよ!!」

「喪も王おう」

「酷ひどいこと言ったわね今!?　聞こえたわよ!!」

　ミリアムは心底悔しそうに、地じ団だん太だを踏ふんでいる。

「その素晴らしい計画を思いついてからは、ワタシ、必死に掃除をしたのよ！　いつかこのアパートとの間にカップリングを組まれた時に、少しでも愛されるように!!　新しい業務用のプレミアム中性洗剤だって買おうとして！」

「……まさか、頑がん張ばって掃除をしていたのって、そんな理由からなんですか」

「そうでなきゃ、この魔王が真面目に掃除なんかする筈ないでしょう!?　だって魔王なのよ!?」

「……そうですか」

　後でお仕置きが決定しました。少しは真面目にやっていると感心していた僕がバカみたいじゃないですか。やっぱり魔王は魔王だったということですね。

　そうやって、未来にお仕置きが待っていることに気付かず、ミリアムは叫び続ける。本人の主観において、ミリアムを裏うら切ぎったというフダラク荘に向かって。

「確かに打算はあったけど、それでも掃除をしていたのは、ワタシじゃない！　必死でぞうきん掛けとかモップ掛けとか、してあげたじゃない！　元々は総一に命令されたからだけど、ワタシは頑張ったし！　それなのに、綺き麗れいに掃除をしてあげたワタシのことを忘れて、そんなぽっと出の勇者のことを庇かばうなんて許さないんだから！　もう、前みたいに掃除してあげないってのよ!!」

　必死に、廊下に向かって叫ぶミリアム。当人は真面目にやっていると思うんですけど、人が廊下に向けて本気で話し始めたら、それはもう取り返しがつかないですよね。

「本当にがっかりよ！　もう、アンタのことなんか知らない！　ずっとずっと、汚れたままでいればいいじゃないの！　ワックスも今日からは抜きなんだから!!　業務用のプレミアム中性洗剤だって使ってあげないんだから！」

　そんなミリアムの必死の言葉に、廊下が心なしかしょんぼりし始めた。自分で何を言っているのか分かりませんけど、本当にそんな感じなんですよ。明らかに廊下がしょんぼりしているんですよ信じて下さいよ。

　フダラク荘の廊下は、ミリアムをなだめるように波打って。

「……私に逆らうようなら、廊下引っこ抜くから。引っこ抜いて切り刻んでジェンガに作り替えてやるんだから」

　しかし、エリカさんが低い声で呟つぶやくと、途端に元に戻るのだった。これがエリカさんとミリアムと廊下の三角関係ということですか。本気で何を言っているんだ僕は。












　そんな、妙な三角関係は。

「ていっ」

「……きゅう」

　業ごうを煮にやしたエリカさんが、さくっとミリアムに近付いて、一撃で倒したところで終了しました。三角関係とか何とか言っても、結局はこうなる定めだったんですよ。エリカさんと廊下とで末永くやっていく感じなんです。

「ま、まだなのよ……!!」

「あれ、まだ生きているよ、この魔王」

「死んでたまるものですか！　勇者を潰つぶすまでは絶対に諦あきらめないんだから!!」

「へえ、潰してみてよ。潰される前に」

「いたいいたいいたいいたい痛いってば!!」

「ほらほら、私がもう少し力を込めたら、ポキッといくよね」

「絶対にポキらないでよ!?　絶対なのよ!?」

「もしくは、グシャッと」

「グシャるなって言っているじゃない!!」

　えっと、もう決着はついているようなものですよね。

　ミリアムが、特別にしつこいというだけで。何度やられても挑んでいくそのガッツは立派だと思いますよ。相手が魔王じゃなかったら素直に褒ほめていました。




　とにかく魔王の力でも、フダラク荘の力を手に入れたエリカさんは止められなかった。まあ、普段の力でも十分過ぎるくらいに魔王を圧倒しているのに、わざわざフダラク荘の力を使う必要もなかったですよね。

「はあ、変に体力を使っちゃったよ。一ミリくらい」

「一ミリも削けずれるなんて立派ですね」

　ミリアムの頑張りに少しだけ感心していると。

「ちょっと、何を落ち着いた顔しているのよ総一!!」

「え？」

　ミリアムから叱しつ責せきされた。廊下に転がって唸うなっていたくせに、まだまだ元気だ。しかし、ミリアムの顔に浮かんでいるのは、妙に焦ったような表情で。

「大変なことになっているのに気が付いていないの!?」

「いや、いきなり言われましても。大変なことって、後でお仕置きが決定したってことですか？」

「お仕置き!?　一体何のこと!?」

　ミリアムが今度は怯え始めた。

「だってミリアムの計画って、フダラク荘との間にカップリングを作って、エリカさんを倒すって奴ですよね？　僕に黙ってそんな計画を進めていただなんて、お仕置きをするしかないじゃないですか」

「ち、違うわよ。お仕置きしないって言うなら教えてあげるけど」

「分かりましたから、教えて下さい」

　噓うそです。

「そう、良かった……超邪悪な顔してるから信用出来ないけど……あのね総一、ワタシが作家の能力を利用して、このアパートとカップリングを成立させようとしたのは、勇者を倒す為だけじゃないの。それも目標の一つだけど、本来の理由は別にあるのよ」

「理由って、それは一体」

「いい？　このアパートが、カップリングの結果によって、好き放題出来るようになるっていうことは。このフダラク荘にある仕掛けについても、好きなように出来るっていうことじゃない。それが、普段のワタシにとってはどうしようもないものであっても、カップリングさえ成立すれば、どうとでも出来るっていうこと」

「どうしようもないもの、ですか……？」

　魔王とフダラク荘との関係性。魔王がここにいるということの意味。あるいは、エリカさんが置かれている現状。世界を滅ぼすといういつもの戯言。

　頭の中で色々な考えが回転して、そこから導き出される、一つの結論。

「……まさか」

　慌てて、振り返る。そこにあるのは、フダラク荘の玄げん関かん。

　僕と初めて会った時から、エリカさんが、ずっと不満をぶつけていた場所。だけど、決して通り抜けることの出来なかった不動の場所。

　自分が導みちびき出だしてしまった予想を、震える声で、ミリアムに向ける。

「まさか、フダラク荘の結界も。フダラク荘とカップリングされている今のエリカさんだったら、突破出来るってことですか!?」

「……その通り。それが、ワタシの本来の目的だったのよ」

　ミリアムが、僕の予想に対して頷く。当たって欲しくはなかった、その予想に。

「作家の力を借りれば、このフダラク荘の結界を抜けられるって、考えたのよ。あらゆるものの間にカップリングを成立させるという、あの作家の能力さえ使えば」

「なっ!?」

「けれど、ワタシの計画は勇者に取って代わられて、フダラク荘とのカップリングは奪うばわれてしまったの。そうなると、フダラク荘の結界も、ないのと同じってことになるじゃない。だって、フダラク荘自体が、あいつの味方なんだから」

「そ、それって、大変じゃないですか!!」

「だから言ってるでしょ!!」

　結界が、効果を発揮出来ないということは。

　つまり、エリカさんが外に出てしまうということ。

　あの、破壊衝動に満ち溢れたエリカさんが。隙すきあらば勝手な逆恨みをこじらせて、世界をとにかくぶっ壊そうとしているエリカさんが、結界を乗り越え、自由になって、外に解き放たれる。

　それは、猛犬のリードを放すようなもの……いや、そんなレベルじゃない。たとえば導火線に火の付いた爆弾を適当に放り投げるような、それくらいに危険なこと。

「と、止めないと……あ、でも、エリカさんは首輪を付けていますよね？　首輪さえ付けてくれているなら、外に出ても、その機能が働く筈じゃ」

「何を言っているの。勇者がアパートとカップリングされるということは、アパートが持っている力、それこそ神とやらの力の一部ともカップリングされるということでしょう？　その力を使えば、こんな首輪の封印ぐらい、無効化することは楽勝なんじゃないの？　だって、この首輪も、元々は神の力で動いているんだから」

「うわぁぁぁぁぁぁ！！！」

　もうどうしようもないじゃないですか!!

　何もかも、エリカさんの思う通りに動いているということだ。まあ、そもそも計画を最初に考えたのはこの魔王なんですよね。本当、それなりに真面目にやっていると思っていたらこれですよ！

「やっぱりお仕置きしないと……！」

「わ、ワタシのことはもうちょっと後回しでいいんじゃないの!?　出来ればそのまま忘れてくれたらモアベターだけど！　ほ、ほら、勇者の奴が行くわよ！」

「……え？」

　慌てて振り返った、僕の目の前で。

「……さて、と」

　エリカさんが、既に動いていた。目指すのは他でもない……フダラク荘の玄関だ。

　そのまま、あっさりと玄関の戸の前に辿たどり着つくと、手を掛けて。

「そこの魔王が全部言ってくれたから、私からは何も言うことはないかな」

「エ、エリカさん!?」

「じゃあ、行ってくるね!!」

「ちょ、ちょっと待って下さい!!」

　慌てて駆け寄り、エリカさんの行く手を遮さえぎる。トラックの前に飛び出すような気分で、大きく手を広げて、ストップを掛けた。

「どうか、どうかしばしお待ちを!!」

「あれ、ソーイチ、まさか私を止めようとしているのかな」

「だって止めないと、世界を滅ぼしに行くつもりなんですよね!?　このままフダラク荘の結界を抜けて!!」

「うん」

「もう一切否定しない辺りが逆に安心しますね!!」

　しかし、こうして改めて向かい合ったエリカさんの威圧感は、凄まじい。

　それは、初めて会った時の再現のよう。とんでもない力を秘めていると、そう身体で分かってしまい、心も折れそうになる。いくつもの戦火を乗り越えて来た英雄の本気を、全身全霊で体感している。

　それでも僕は、ここで退く訳にはいかない。

　もう迷わない。僕の全力を懸かけて、命すらも投げ捨てるような心意気で、エリカさんを絶対に止める！　それこそが、僕に出来ることです！　だから、もう何でも掛かって来いという心意気で、全身を乗り出して!!

「……あの、どうにか考え直してもらえないでしょうか」

　思いっきり下した手てに出る僕でした。

　だって仕方がないですよね、勝てないから。

　今の、フダラク荘そのものを味方につけているかのようなエリカさんと比べれば、僕はほとんど雑草みたいなものだ。歩いていると自然に踏みつぶしてしまい、しかも全く気付かれない感じのやつです。

「えー、考え直すって言っても、世界を滅ぼすことはもう決定事項だからね。考え直すとしても、もう壊し方くらいしか変わらないよね」

「そ、そこを何とか！　どうにか、壊さない方向に持っていけないでしょうか!!」

「どんなにおまけしても、九割が限度だよね」

「……九割って、世界の九割っていうことですか。それ、あんまり変わらないような気がするんですけど」

「ううん、地球の九割を持って行こうと思って」

「そんなに壊されたらもう宇宙の藻も屑くずと消えますよね!?　ダメですよ！　大切な地球号を壊したら絶対にダメです!!」

「ふーん、地球を壊したらダメだって、ソーイチはそう言うのかな」

「は、はい!!」

「それはつまり、私にもっと大きなものを頑張って壊せって、そう応おう援えんしてくれているってことなのかな」

「別に応援していません。何も滅ぼさないで下さいって言ってるんです!!」

「よし、やる気出て来たよ。まずは太陽から行こう！」

「やる気出さないで下さい。お願いですから!!」

「太陽の次は大きい順に回ろうかな。そんな感じで、やっぱり、世界を滅ぼします」

　いくら何でも、太陽を滅ぼすなんて無理だろうと思いながらも、しかし、エリカさんならやってしまいそうな、そんな凄味があるのも事実だった。そこまでの破壊を繰くり広ひろげる相手だったら、僕がどう頑張っても無理なやつですよね。そんなコズミックビーイング、どうしようもないです。

「じゃあ、ソーイチの応援ももらえたことだし、太陽を壊しに行ってくるよ」

「ですから、可能なんですか？　そもそもどうやって太陽まで行くんですか」

「まあ、どうにかなるよね。いざとなったらミサイルにでも乗って行けば良いし。それじゃあ早速、レッツゴー!!」

「あっ!!」

　僕を押おし退のけて、エリカさんは玄関の戸に手を掛ける。これまで、エリカさんが散々通り抜けようとして苦労していたその玄関の戸は、いとも簡単に開いてしまい。

「じゃあソーイチ、行ってくるね♪」

　エリカさんは何者にも遮られることなく、外に出てしまった。

　世界を、滅ぼす為に。




　そして取り残された僕は。

「ど、どうしましょう……！」

　フダラク荘の玄関先で、膝をつくしかなかった。僕の横を『今だ！』と叫んで飛び出していったミリアムが結界に阻はばまれてすっ転んだことにも、反応出来ない。

　エリカさんというデストロイドモンスターは解き放たれてしまった。

　太陽を壊すと言っていたけど、いくら勇者といえども、そう簡単に太陽には辿り着けない筈。というか、太陽が破壊されたらすぐに分かると思います。その場合は、完かん膚ぷなきまでに手遅れだと思いますけど。

　しかし、もう、時間はない。エリカさんが太陽から順に、世界を滅ぼしてしまう前、恐らくは最後のチャンスとなるだろうこの時間に、僕が攻めるべきなのは。

「……円乗先生!!」

　全ての大本。円乗先生に掛け合って、能力を止めてもらうことしかない。

　だから、物置に向かって駆け出す。伝説の作家と、向き合う為に。

　廊下を必死で駆け抜けて、円乗先生のいた物置に飛び込む。そこにいなかったら、もう何もかもアウトだろう。だから、物置の中を必死に見回すと。

「……………………」

「……円乗先生!?」

　物置の片隅で、彼女は死んでいた。

　セミよりも簡単に死にますよねこの人。

　そして死体に慣れ始めた僕に未来はあるんでしょうか。

　ご丁てい寧ねいなことに凶器らしきナイフが近くに落ちているし、指先でダイイングメッセージなんかも書いてある。ちなみにメッセージには『ロボ』とか書かれていますけど、それだけだと犯人が僕だっていうことは確定しませんよね。未来からターミネーターが攻めて来たかもしれないし。

「あの、円乗先生、どうしてまた、死んでいるんですか」

「わ、私は死人なので、答えられません」

「えっと」

　またベタなボケをかましてきますね、この人。ここまでベタなやつって昨今見ないですよ、前世紀のやつです。普通に聞いた僕も悪かったですけど。

「別に死人でも良いので、答えてもらえますか」

「目が覚めたら世界が滅んでいることを期待しています。一面の荒野、〆切りのない、むしろ何もない世界があるのではないかと期待して、死んでいます」

「嫌過ぎる目覚めですね……」

　と、円乗先生がうっすら目を開ける。辺りの様子をこっそり確認しようとしたのでしょうけど、当然ながら、目前にいる僕を発見してしまうことになる。

「に、に、人間が出た!!」

「そりゃ人間ですから出ますよ、普通に。街に行けば、それはもうたくさんの人間が出ると思いますよ」

「わ、私の領域である筈の自室で、こんなに近くに人間がいるなんて！　ここは、えっと、えっと、死んだふりしか！」

「それはもういいですから」

「ふりではダメなら……リアルに死ねと？」

「リアルもダメですってば!!」

　円乗先生を引き起こす。もう、逃がす訳にはいかないのだ。

「大事な話があります」

「い、嫌です、ダメです、拒否します！　私には、話すことなんてありません!!」

「そちらがなくっても、こっちにはあるんですよ！　いいから、一刻も早くエリカさんに使った能力をどうにかして下さい！　このままでは世界が滅ぼされてしまうかもしれないんですよ!!」

「そ、それは、私が頼んだことですから、仕方がないです」

「世界が滅ぶことを、仕方がないって言うつもりですか!?」

「だって、仕方がないじゃないですか！　そうとしか、言えないことです!!」

「そんなの、間違っています!!」

「もう、既に決めたことなんです！　熟じゆく考こうして、考こう慮りよして、黙考した、その末の結論なんです！　ですから、もう、邪じや魔まをしないで下さい!!」

「って、うわぁ!!」

　円乗先生が叫ぶと、物置の床が凄い勢いで波打ち、僕を部屋の外へと弾はじき飛とばした。受け身も取れずにひっくり返った僕の眼前で、扉が大きな音を立てて閉まる。慌てて駆け寄り、扉を開けようとするも、開かない。

「円乗先生、開けて下さい!!」

「む、無理です。既に扉と壁かべとをカップリングしたので、この扉は最早壁です。更に本棚とか布団ふとんとかベッドのマットとか、あらゆるものをカップリングしたので、強固なバリケードと化しています！　もう簡単には破れませんし、出られません」

「一生そこにいるつもりですか!?」

「我がこの領域を脱する時とは、即ち我が命の尽きる時……！　我が生しよう涯がいの全て、この領域にて坐ざしたまま費やすという覚悟が、今の我には備わっている!!」

「その強い覚悟をどうして他に向けられないんですか!?」

「汝なんじが何を言おうとも、我が領域と、我との絆きずなは決して断てぬもの！　この絆断たんと欲すれば、我は修しゆ羅らの剣と化して汝を討うつだろう!!」

　何だか、文章の時のテンションになってしまっている円乗先生。

　終末を前にして、人間嫌いを忘れる程に、やけになっているのか。

　その必死な様子を聞いていると、こちらは逆に冷静になって行く。そう、ここで円乗先生を下手に追い詰めても、ただ自室に籠もるばかりで進展しない。せめて僕が使える、言葉という武器で、立ち向かうしかない。

　扉越しに、そっと話しかける。

　刺激をしないように、ゆっくりと。

「円乗先生はどうして、そこまで、逃げようとするんですか」

「だって、〆切りが、来るんです」

「その、〆切りの大変さは僕には分かりませんけど。それでも、その道を選んだのは円乗先生ご自身ですよね。それなら、ちゃんと向き合わないと、ダメじゃないですか」

「向き合ったら死んでしまいます」

「何だその悪魔みたいなやつ！　そんなものじゃないですよね？　それは作家として、当然、あるべきものじゃないんですか？　円乗先生が決めた、作家という道の先にそれがあるのなら、受け入れるべきですよ！　そもそも、伝説の作家として、ここまで何度も、その〆切りを越えて来たんですよね？」

「越えて来ました。疲れ果てる程に」

「……円乗先生」

　乾き切った声。

　それは、心底から摩ま耗もうしたと、そう思わせる程に、か細く小さい声。

「そう、今回だって、そうでした。〆切りが迫って来ることは私にもよく分かっています。作家ですから、いくつもの〆切りを越えて、私はここにいます。だけど今回は、本当に、どうしようもなかったんです」

「それは」

「必死に書こうとしても、何も浮かばない。全く、筆が進まない。まるで、泥に浸つかっているかのようでした。苦しくて苦しくて、もう本当に死んでしまいそう。こんなに嫌な思いをするのなら、もう何も要いらないと、そう思うくらいに」

　苦悩に満ち溢れた、その言葉。

「……だから、私は決めたんです」

「一体、何を？」

「このままでは、沈んでいくばかりで、何一つ書くことは出来ないというのなら。〆切りだけが近づくなら。どうにかして、気分を入れ替えないといけない」

「……はい」

「だから、部屋の掃除をしました」

「……はい？」

　僕の反応を気にせず、円乗先生は熱に浮かされたように語り始める。

「部屋の掃除を終えると、身体が汚れてしまったので、シャワーを浴びました。そうすると眠くなったので、昼寝しました。起きるとお腹が減ったので、隠しておいたとっておきのお菓か子しを頂きました。ついでにコーラとピザも食べました。そうするとまた眠くなったので、夕寝しました。起きると身体の節々が痛くなったので、運動をして汗をかきました。汗をかいたのでシャワーを浴びて、爪つめを切りました。すると眠くなったので、夜寝しました。起きると、時計が一時間しか経っていなかったので、余裕でもう一眠りしました。次に起きた時には何故か日付が二つほど変わっていたけれど、落ち着いて録画したテレビを見ました。ついでにゲームをして、ソーシャルゲ─ムに課金して、ネットサーフィンに興きようじていると、また眠くなって来たので素直に寝てみるとあら不ふ思し議ぎ」

　そこで、円乗先生は言葉を切って。

　いかにも大変なことが起こりました、というように。




「驚おどろくことに、残り時間がなくなっていました!!」

「当然の結果だよ!!」




　一切驚くところのないノーサプライズだったよ!!

　しかし円乗先生は、自分の言に全く疑問を抱いていないらしくて。

「気付いたら時間が足りなくなっている、これはどう考えても〆切りのせいです。卑ひ劣れつなことに、〆切りの方から私に近づいて来て、そして私の時間を奪ったのです。こんなこと、決して許せません」

「はぁ!?」

「時間がなくなってしまった以上、私に出来ることはもう、〆切りという概がい念ねんを破壊することしかありません！　〆切りとは想像以上に強大な敵、そう簡単には破壊出来ずとも、世界ごと破壊してしまえば流石さすがのヤツといえども一ひと溜たまりもないでしょう！　だから灰咲さんにお願いしました！　もういっそ全部やれって！　何もかもまとめて吹き飛ばしてしまえば、それで何とかなるって!!」

「…………」

「〆切りをこの世から消滅させる！　過去現在未来にわたって、〆切りというものが存在していた証あかしを根元から消し去ること。それこそが、これまで〆切りに苦しめられてきた私が放つ、反撃の嚆こう矢しです!!」

「…………そうですか」

　悪びれることなく発せられたその言葉に、僕も覚悟を決めた。

　英雄に弓引く、その覚悟を。

「そうですかそうですか、何だか色々な因いん縁ねんとか重い理由とかあったような気もしますけど。結局のところ、自じ堕だ落らくに過ごしていたら、〆切りが来てしまって、それをごまかすためにいっそ世界を滅ぼすって、そう円乗先生は言うんですね」

「はい、そうです!!」

「それなら。そんなに、どうしようもないことを、平気で言うんでしたら。僕としても、考えがあります」

　ポケットからデバイスを取り出す。ホーム画面をフリックして、別の画面を映す。緊きん急きゆう時じ用と書かれている画面。滅めつ多たなことでは使うことがないと、そう思っていた。

　しかし、今、滅多なことが起こりましたから。

　僕も、躊躇うことなく、ここから先に進みます。

　秘密のパスコードを打ち込むと、画面が変化した。

　それは、目も醒さめるような青色。

　それは、終わりに至る為の蒼あお。

「対英雄用強制執行アプリ『英雄失脚ハイドラヴエノム』、起動」















【はいご主人様、ついにこの機能を解放する事態がやって来たということですね！　その諷ふう意いなる封印を解く時が訪れたと。分かりました、このシーちゃんもついに覚悟を決めましょう！　本デバイスに封印されしアプリ、その名も『英雄失脚ハイドラヴエノム』。満を持してここに起動致しますとも！　さあご主人様、この力を存分に振るって、英雄を思い通りに動かしましょう！　そう、まるで薄い本のように！　イエーイ!!】




　表示されたメッセージと共に特殊なプログラムが、デバイス内を走る。

　そして、一つの数列と、一つのボタンを映し出した。そのボタンを押すと、表示された数列……電話番号の相手に、すぐさま連絡が行くようになっているのだ。

　早速起動させようと、デバイスに指を掛けて。

「ちょ、ちょっと待って下さいますか!?」

　いつの間に物置から出てきたのか、割って入った円乗先生が、ストップをかけて来た。

　その顔に先程までの余裕はなく。代わりに、尋常ではない焦りの色が浮かんでいる。あれだけ引き籠もっていた部屋から出ていることからもその余裕のなさが分かる。

　その目は、僕の持っているデバイスに一心に注そそがれ、震える指で、画面に表示されている番号を、指している。

「あ、あの、そこに書かれている番号は、まさか……」

「はい、今から電話を掛けようと思いまして」

「や、止やめて下さいませんか!?　その番号は凄くダメな感じのものです！　何と言いますか、こう、世界の破滅へと繋つながる危ない感じっぽいのですよ！　我が身に致命的な滅びを齎もたらさんとする非常に禍まが々まがしき番号のような！　一度其その番号が解き放たれれば世界で最も恐ろしきものが満を持して此こ処こに光臨するかのような！　だ、だから！」

「そうなんですか？」

「は、はい」

「でも、世界ってほとんど滅びかけているみたいですし、危ないとか言われても今更ですよね。誰かさんのせいでもう危なくなり過ぎて、どうしようもないですからね。そういう訳で、押してみましょうか」

「ひぃぃぃぃぃやぁぁぁぁ！！！」

　円乗先生はいきなり、僕の手からデバイスを叩たたき落おとそうとしたけれど。直前で僕が手を引っ込めたので、空振りに終わった。

「急にどうしたんですか、円乗先生」

　ぶるぶると全身を震わせている円乗先生に語り掛ける。自分でも分かるくらいに、冷え切った声で。

「この番号に電話されると、何か不都合なことでも、あるんですか」

「え、あ、そんなことは、ありませんけども」

「別に隠さなくても、勿論、分かっていますよ」

「え？」

「そうです、その電話番号は、円乗先生も良くご存じの方。かつて伝説の作家、円乗綴の担当をされていた編集者さんのところへと、繋がっています」

「ぬひぃぃぃぃぃぃ！！！」

　円乗先生が、堪え切れないというように悲鳴を上げた。




　そう、それこそ、僕が念の為に用意しておいたもの。

　デバイスの隠し機能である、対英雄用強制執行アプリ『英雄失脚ハイドラヴエノム』。それは、僕がフダラク荘の住人である英雄達に対して持つ、唯一の切り札である。

　ダメ人間と化した英雄の弱点を様々な記録から自動的に判断し、本人が苦手とする相手へと電話を掛けるだけという、地味な機能だけど。しかしそれは、特定の英雄にとっては、まさに切り札となるだけの威力を秘めている。

　人間誰しも、触れられたくないものは存在し、それは英雄といえど例外ではない。

　現状、この『英雄失脚ハイドラヴエノム』が通用するのは、多少なりとも社会・他人との繋がりがある相手だけなので、例えばエリカさんやミリアムのような、超然とした方々に対しては意味のない機能である。しかし、そうではない相手……左さ文もん字じさんや、今回の円乗先生のような相手にとっては、まさに必殺の効果を持つ。

「にゃひぃぃぃぃぃぃぃ！！！」

　相手を刺す為の武器を背後に隠しているようなこれは、言うなれば、英雄を信じていない行為。英雄に対しての裏切りとも取れる、卑怯な行為だけど。

　まあ、ダメ人間が相手ということなら、別に躊躇う必要もないですよね。むしろバンバン使っていくべきものですよね。電話一本で英雄の協力が、強制的とはいえ得られるというのなら、そりゃ使いますよ。

「ひゃふうううぅぅぅぅぅぅぅ！！！」

　今回、『英雄失脚ハイドラヴエノム』が表示したのは、円乗先生が最も苦手にしている編集者の電話番号。今、その人物の元へと、直通で電話が繋がろうとしている。

　ご本人とお会いしたことはありませんけど、円乗先生のこのリアクションを見る限り、余程厳しくて強い存在なんだろうな、と思います。編集者の仕事には詳しくないですけど、円乗先生にとっての天敵と、そう呼べる存在なんでしょう。

「ぬほぉぉぉぉぉぉぉぉお!!」

　ひとしきり奇声を上げ続けていた円乗先生は、必死の形ぎよう相そうで僕の足元へと縋すがりついて来る。顔が怖いです。人間嫌いということで、これまで僕に触れようともしなかったのに、こんな有様になっているなんて。

「お、お願いですから、あの人にだけは内ない緒しよにして下さい!!」

「そんなに怯えて……一体何をされるって言うんですか」

「し、〆切りに怯えて迷めい惑わくを掛けまくっていた、なんてことがあの人にばれたら、絶対にここにやって来るんですよ！　風より早く私の所に駆け付けて来ます！　私が能力を使って妨害しても、普通に踏とう破はして来ましたし！　マグマとか激流でも止められないなんておかしいです！　あ、あんなの、ただの編集者のやることではありません！　かくして奴は背後にぴたりと寄り添い、そして我が原稿が完成の時を見るまでは決して離れることはないという恐ろしき事態が!!」

「そう言われると是非お会いしたいですね！」

「止めて下さい！　止めろ!!」

　もうキャラが変わっちゃっているじゃないですか。

「というか円乗先生、人間嫌いだったのに、こんなに僕に接近して良いんですか。もう死んだりしないんですか」

「死んでる場合じゃない！　どうでも良いですそんなこと!!」

「どうでも良かったんだ……」

「最早我が身を冥めい府ふに浸している場合ではないのだ！　此この危急の事態、我が生も絶えんとしている此の時に、余計なことなど不要!!」

「あの、また口調がおかしくなっていますからね？」

「そ、そんなことよりも、今はどうやってこの苦境を共に乗り越えるかを、考える時ですよね！　そう、例えば、このデバイスを破壊」

「これ、神様のお手製らしくて、簡単には壊れないそうですよ。ゾウが踏んでも壊れないどころか、ドラゴンが踏んでも壊れない強度だとか。ちなみにたった今セキュリティのアップデートがあったので、もうハッキングも出来ないと思います」

「そ、それなら、今すぐにどこか見知らぬ土地に逃亡をするしかありません！　こう、出来るだけ極点に近くて、なおかつ通販の範囲内でしかもネットが繋がる場所に！　逃亡です逃散です逃とう避ひです!!」

「別に構いませんけど、それで編集者の方を振り切れるんですか」

「む、無理です……地下に隠れても、絶対に追ってきます。地下一〇〇〇〇〇階とか、普通に踏破して来るに決まっています。編集者が行動不能になる電流とか流れている土地はないんですか」

「ないですよ、そんな場所」

「じゃ、じゃあ、編集者の脳内だけに作用するウイルスを今から作成するしか！」

「諦めて下さい」

「ううう……」

　うなだれてしまう円乗先生。本当に本気で、その編集者のことを恐れているらしい。まあ、基本的には自業自得ということで、あまり同情もしませんけど。

　というか、相手が編集者だというのなら。

「その人って、作家の円乗先生のことは、ちゃんと分かってくれているんですよね？　それだったら、編集者の人を満足させれば、それで何とかなるんじゃないですか」

「それも無理です、だってあの人は本当に怖くて、厳しくて、簡単なことでは満足してくれないんですから」

「じゃあ、相手が満足するほどの小説を、書けばいいんじゃないですか？」

　僕の、何気ない言葉に。

　円乗先生の動きが、止まった。




　虚こ空くうを見つめて、佇たたずんでいる円乗先生。

「……………………」

　そしてすぐに、その瞳ひとみが激しく動き始める。何かを必死で計算しているかのよう。

　やがて真面目な顔で、僕の方を向いた。

　それは、見たことのない程に、真しん摯しな表情で。

「……世界が滅ぶまでに、あとどれくらいの時間が掛かりますか」

「ええと、一分くらいでしょうか。って、気付いたらもうそんなことになっているんじゃないですか！　こんなピンチ今までになかったんですけど!?　ここから何とか出来るんですか!?」

「……問題ありません」

　円乗先生は、立ち上がった。その瞳には、既に怯えも恐れも、何も浮かんでいない。

　代わりに、どうしようもないくらいに追い詰められたものに特有の、覚悟とも開き直りとも取れるようなものが映っている。

　そして、慌てて自らの部屋に飛び込んでいく。

　黙って見守る僕の前、バタンバタンと、部屋ごとひっくり返すような音が響いて。

「……!!」

　数秒後、扉が激しく開かれ、血走った目を大きく開きながら円乗先生が現れた。

　その手の中には、先程と同じように、原稿用紙が握られている。

　ただ、先程とは違う点が一つ。手の中の原稿用紙、恐らくは数百枚分の厚みがあるだろうそれは、黒く染まっていた。細かい文字によって。円乗先生が刻み付けた文章によって、びっしりと、黒い色に染まっている。

　それはつまり。

「小説、完成しました！　今度こそ、本当に！」

「こんな短時間で!?」

「能力を使い、時間と、お茶ちや請うけに買って来てもらったお餅もちとを強引にカップリングさせることで、出来るだけ時間を引き延ばしました！　あとついでに、自分の脳とアドレナリンを強制的にカップリングさせました!!」

「そ、そんな無茶なことを……」

「無茶でも何でも、こうするしかありませんでしたから！　そう、〆切りに怯え、編集者の襲しゆう来らいに怯える日々から、抜け出す為には!!」

「え、円乗先生……」

　思わず、感動してしまう。

　やっぱりこの人は、伝説の作家。歴史すら動かす程の、偉い大だいな作家だ!!

　まあすぐに、そもそもこの人がぐだぐだとやっていたから、こんなに大変な事態になったのだということを思い出して冷めましたけど。

　そもそも、こんな短時間で書き上げられるんだったら、最初からやって欲しかったです。出会って数秒以内にやってくれていたら、ここまで厄介ごとにならなかったですよね。

「書きたい時に書けるとは限らないのが、作家ですから」

「そんなこともないと思いますけどね……」

「とにかく！」

　円乗先生は、原稿用紙を持ち上げて、高らかに宣言する。




「もう、私を追い詰めるものは、何もありません！　つまり、あの憎き〆切りも、もうなくなったということです!!」




　円乗先生の叫びと共に。

　世界が、不意に、軽くなったような気がした。

　それは、あるべきものが、あるべき場所に収まったかのようで。

「……世界が、戻った？」

　恐らく、円乗先生の能力が解除されたのだろう。

　既に災厄が訪れている筈の時刻を過ぎているのに、世界はこうして保たれている。

　〆切りという危機を乗り越えたことで、能力の暴走が止み、世界が正常に戻ったのだ。

　テレビを点つけてみると、そこには見慣れた光景が広がっているばかり。

　しかし、えらい急に元に戻りましたけど、人々の感情とか記憶とか色々と大丈夫でしょうか。後でしっかり神様に確認しておきましょう。

　とにかく、世界は救われた。

　本当に色々あったけれど、もう滅びる直前まで行っていたような気もしますけど、今回もどうにか世界を救うことが出来たのだ。

　しかし、ちっとも救った感じがしないのは、どうしてなんでしょう。

　基本、円乗先生一人が決断すればどうにでもなる問題だったから、かもしれません。一人のダメ人間が世界をここまで追い詰めるとか、そりゃもうダメとしか言いようがありませんよね。

「でも、良かった……」

　思わず、安堵の息を吐く。

　これで終わりとは限らない。まだ次の問題がやって来るかもしれない。だから気を抜くことなく、コツコツ続けていくことが、僕の使命なのだろう。

　それでも、今は。

　少しでも、世界を救ったという事実に、浸ひたりたいと思いました。




「さて、と……」

　これからするべきことについて考える。

　円乗先生の能力が、解かれたということは。つまり、その能力の影響下にあった物も、元に戻っているということになるけれど。

　すると、デバイスに反応があった。電話がかかって来たのだ。横で円乗先生が『また電話!?　〆切りの野郎は倒した筈なのに！』とか叫んでのたうち回っているのは、まあ、無視しておきましょう。

「はい、鹿かの屋やです」

「あ、ソーイチ？」

　電話の主は、エリカさんだった。

　先程、『太陽を滅ぼす！』などという荒こう唐とう無む稽けいなことを言い出して、フダラク荘の外へと駆け出して行ったエリカさん。放っておけば、きっと太陽を破壊して、そのまま世界を滅ぼしていただろう、ド級のダメ人間。

「あのさ、ちょっとツヅリに聞いて欲しいんだけど。何だか、私がさっきまで感じていた万能感というか、さあ世界を滅ぼそう！　っていう感じがなくなっているんだけど、そっちで何かあったの？」

「ああ。それなら、僕が代わりに答えますよ」

「え、ソーイチが？　何で？」

「円乗先生はお疲れのようですから。あまりに疲れて、今は廊下でお休みになっています。色々とありましたけど、円乗先生は無事に……無事かどうかは良く分かりませんけど、〆切りは乗り越えました」

「そう。それは大変だったんだね」

「はい、大変でした。でも円乗先生は、どうにかその大変さを乗り越えてくれたんです。従って、もう能力を使う必要もなくなりました」

「へー、そうなんだ…………あれ？　じゃあ、それって」

「という訳で、円乗先生の能力はもう働いていませんし、エリカさんとフダラク荘のカップリングも、元に戻ったということです」

「あの、ソーイチ？　それって、どういうことなのかな。私がさっきから、道端の石ころも砕けないくらいに弱体化していることと、関係があるのかな。もう動けない位に身体が辛いんだけど。修行でもしているみたいに重力が重くて」

「それはまあ、首輪の封印が復活していますから。今のエリカさんはフダラク荘の外に出ている訳ですし、大した力もないと思いますよ」

「じゃあ、私が今、近所の猫に負けそうになっているのも、そのせいなの!?」

「普通の人間なら猫には負けないと思いますけど……」

「金魚にはどうにか勝ったけど!!」

「むしろどうやって金魚と戦ったんですか」

「と、とにかく、ツヅリの能力がなくなったって、それじゃあ私の計画はどうなるのかな!?　太陽を破壊して、そこから隕いん石せきに乗って地球に帰還しつつ、凄いパンチをコアにぶち込んで世界を滅ぼす計画は!?」

「そんなもの計画しないで下さいよ」

「ひどいよソーイチ！　何でそんなこと言うの!?」

「エリカさんが世界を滅ぼそうとするからじゃないですか！　しかも今回は、円乗先生の能力を利用して、ついでにミリアムの計画まで借用して結界を攻略しようとするなんて！　そんなせこい真ま似ねをするからいけないんですよ!!」

「だって仕方がないよね!?　自分がどうしてもやりたいことがあって、それを叶かなえる為の力があるなら、それはもう使うよね!?　使いまくるよね!?」

「使うかもしれませんけど、エリカさんの場合、その目的が本当にダメだから言っているんですよ！　世界を滅ぼされたりしたら皆が困るんですよ！　特に今回は、世界が丸ごと巻き込まれていたんですから!!」

「それはいけないよ、世界が混乱したら危ないよね。だったらいっそ、ゼロに戻すっていうのはどうかな」

「……エリカさん？」

「じょ、冗じよう談だんだよソーイチ。そんなに怖い声を出さなくても良いじゃない。ちょっと落ち着こうよ」

　応こたえるエリカさんの声には、普段の威い勢せいがない。

　外の世界に解き放たれて、さあ世界を滅ぼそうとなっていたところに、急に能力が解除されて、出鼻を挫くじかれる形になって。それで、気力が萎なえてしまったのでしょう。

　そんな気力なら一生萎えていて欲しいんですけど。




「ただいま！　今帰ったわよ！」

「I'm back」

「ふう、今回もなかなか過か酷こくな戦いだったな」

　フダラク荘の玄関の戸が開く。

　口々に帰還の報告をしながら姿を見せるのは、随ずい分ぶんと前に出て行った英雄達。

「何か、気付いたら全ての饅まん頭じゆうの餡あんが元通りになっていたんだけど、何かあったのかしら？　和菓子と洋菓子のコラボはどうなったの？」

「How are you?」

「うむ、通学路も普段通りの道順に戻っているようだ。奴らめ、突然俺だけを残していなくなってしまったが……俺の熱い想いがついに通じたのだな」

　諒りよう子こさん、クロさん、左文字さん。

　どいつもこいつも、今回の騒動で、役に立たなかった方々です。というか、あまりにも登場しないので若干存在を忘れてしまってましたよ。

　世界が滅びに瀕ひんしていたというのに、与えられた仕事もこなせずに、それどころか全てが終わってからこうしてのこのこと出て来る始末。こいつらがもうちょっと頑張ってくれていたら、世界中に被害が広がることも防げたんじゃないですか。肝心の場面で、本当に役に立たなかった、どうしようもない英雄達。

　そんな、どうしようもない連中に対して僕は。

「ああ、皆さん、丁ちよう度ど良い所にいらっしゃいましたね」

「「「え!?」」」

　軽い調子で近付いて来ていた足が、揃そろって止まる。全員、何か怖いものでも見たような顔をしていらっしゃいますけど、何も怖いことなんてありませんよ。

　ただ、ちょっとだけ、お説教するだけですから。

「そ　れ　で　は　こ　こ　に　座　っ　て　下　さ　い　ま　す　か」

「えっと、私の餡が急激に乾き始めたんだけど」

「Why?」

「空気が鳴動している、一体何が」

　この世界の滅亡を前にして、何もしようともせずに、ただ自分たちの欲望通りに振る舞っていた、フダラク荘の元英雄達に。




「あ、円乗先生、ダンボールに入っていても良いので、そこにいて下さいね」

「ひぃ!?」

　自分で世界を大混乱に陥おとしいれておきながら、更に他人の手で世界を滅亡させることで、全てをうやむやにしようとした、どうしようもない作家に。

「逃　げ　な　い　で　下　さ　い　ね　？」

「ひいぃぃぃぃぃぃぃ!?」




「それじゃあ、今から迎えに行きますね、エリカさん」

「え？」

「すぐに向かいますから。その後で、大事なお話がありますから」

「……逃げたら、ダメかな」

「ダ　メ　で　す」

「太陽にちょっと用事が」

「太陽だろうと、迎えに行きますから」

　そして普段通りに世界を実際に滅ぼそうとしていた、勇者に。




　何というか、こんな感じの展開も二度目のような気がしますけど。

　前回だって、結構な時間を掛けてじっくりと言い聞かせたような気がしたのに、同じようなダメ人間具合に終わりました。結局、僕の言葉は響かなかったのか、あれ程の説教もあんまり効果がなかったということか。

　それでも、諦めない。

　言って分からなくても、僕は何度でも言い続けていく所存です。

　英雄としての力は持っていなくても、言葉で訴えかけていくことは、僕が出来る唯一のことだから。

　エリカさんを連れ帰ったら、全員を中庭辺りに座らせて、お説教を始めましょうか。前回の説教が効かなかったというのなら、質も量も大幅にアップしたやつをお届けしますから。今回は奮ふん発ぱつして、徹てつ夜やコースで。




「大体、皆さんはですね!!」




　その日。

　フダラク荘に響き渡る説教は、明け方まで続いたという。










　こうして、また一つの騒動が終わって。

「…………はぁ」

　今日も今日とて、始末書のお時間です。

　特に今回は、あちこちに被害が出ているので、そちらの後始末もしないといけない。

　世界規模の被害に関しては、神様の力で諒りよう子こさんの魔法と円えん乗じよう先生の能力を増幅させ、強制的に働かせた結果、無事に何とかすることが出来た。英雄の力ってやっぱり凄すごいです。普段からまともに使えばいいのに。

　そんな膨ぼう大だいな後始末の中で分かった、衝しよう撃げきの事実が一つある。

　あのビルの屋上で出会った混こん沌とんの正体。

　なんと、あれこそが、今回の災厄だったのだ。

　正直、最初に知らされた時は、頭の中が真っ白になるのを通り越して、髪かみが総そう白髪しらがにでもなるかと思った。円乗先生が隕いん石せきであっさり倒してしまったあの混沌こそが、倒すべき災厄、『混沌たる女王』だったというのである。

　最初から、円乗先生の二つ名、『混沌の女王』とは、全く別の存在だったのだ。道理で、デバイスの検索にも引っかからなかった訳だ。

　混沌を倒した時点でカウントダウンが停止したのは、そういう理由だったらしい。決して、デバイスが壊れてしまったせいではなかった。

　そして、あのようなモンスターが生まれてしまった、その根本的な原因とは。

「まさか、私が見つけた猫が、そんな化け物になっているなんて思いもしなかったわ。いやあ、諒子さんうっかりね」

　この饅まん頭じゆうでした。

「最初は普通にエサをあげてみたんだけど。食べ物以外でもどんどん口に入れるものだから、面白くなって魔力入りのお饅頭とか色々と放ほうり込こんでいたのよね。そしたら、いつの間にかフダラク荘の結界を構成するパーツも食べちゃってたみたいで、あら大変」

　あら大変、じゃねぇですよ。

　あの混沌の元となったのは、周囲にある物を取り込んで成長していくタイプの生物。その生物に、諒子さんが、フダラク荘の結界の一部を食べさせてしまった。

　その結果、円乗先生の能力『現想×実理アルカドロン』が外に漏もれ出だして、世界に妙なものばかり溢あふれるようになる。それを生物がひたすら吸収していった挙あげ句く、自分の意志すらもなくしてしまい、僕達が出会ったあの巨大な『混沌たる女王』に成り果ててしまったのだ。

　簡単にまとめると。

　最初に、僕がフダラク荘で騒いだことで、〆切りが来たと円乗先生が勘違いし。

　諒子さんが結界をどうにかしてしまった結果、暴走した円乗先生の能力が拡かく散さんして。

　そして、あの混沌をはじめとした大混乱が、世界を覆おおったということです。

　要するに。

「君が全部悪いってことよね？」

「完全に諒子さんが元凶ですよね!?　何ナチュラルに言い逃れしているんですか!?」

「私は結界を破っただけよ……あとは全すべて、人の過あやまちが招いた惨さん劇げき」

「饅頭の過ちが全てですよ!!」

　その、僕も確かに一因を担ってはいると思うんですけど、でもダメ人間の相乗効果によってこんなことになったんですよね。その辺りは、既にみっちりと説教をしたので、今更何も言いませんけど。

　でもこの饅頭、本気で無茶しますよね……。




　結局、あの混沌は、あくまでも円乗先生の能力によって変質したものだった。言い様によっては被害者とも言える、その大本とは。

「ちょっとポチ、そっちに行くんじゃないのよ!!」

「っと」

　始末書を書いている僕の膝ひざに飛び乗って来た、良く分からない形の生き物。何だか黒くて、ぐちゃっとしている。よくよく見てみれば、猫に似ていなくもないようなその生き物こそ、あの巨大な混沌の元の姿で。

　それは、ミリアムのかつてのペットである、ポチだった。

「ニャー」

　まるで猫のような鳴き声を上げながら、僕の膝の上で丸くなるポチ。

　ポチは今や、こうして、無害な生物へと戻っていた。円乗先生が隕石をぶちかましたことで、生まれる前の、卵の状態にまで戻されて、そこから再誕したのだ。

　一応は、元災厄であることを鑑かんがみて、様子を観察する為ためにフダラク荘で保護することになっている。今では、ちょっとしたペット扱いだ。

「こうして見ると、確かに可か愛わいいかもしれませんね」

「でしょ？　ワタシが大切に育てて来たのよ」

「でも、屋上で会った時には、自分のペットだって気付かなかったんですよね」

「し、仕方がないのよ、こんなことになっているなんて思わなかったもの！　だって原形とかもうなかったし！　成長期にも程があるじゃない!!」

「今回はこうして元通りになりましたけど、でもあのようなとんでもない生物になる危険性もあるということで、ちゃんと世せ話わをして下さいね」

「任せてよね!!」

　自信たっぷりに頷うなずくミリアムだったけど。

「でも、そもそも、ポチがこちらの世界に来たのって、ミリアムが原因ですよね」

「まあ、そういうことになるわね。ワタシの後を追って来たんだから」

　ポチは元々、ミリアムが魔王をしていた世界……つまり、フダラク荘が以前に飛ばされてしまった世界で、ミリアムと一緒にいたそうなのだが、ミリアムが僕達の騒動に巻き込まれてこちらの世界に来てしまった為に、はぐれてしまったらしい。

　それでもポチは、主人であるミリアムの痕こん跡せきを追って、このフダラク荘にまで辿り着いた。そこでミリアムの代わりに出会ったのが、諒子さんだったという顚てん末まつのようだ。

「ペットには罪はありません。という訳で、今回の騒動の元凶の一端は、飼い主であるミリアムにあるということになります。成なる程ほど、これは説教案件ですね」

「え、今回はワタシ、総そう一いちの説教を免まぬかれたと思っていたのに、やっぱりこうなるの？　ワタシってば今回の騒動で、それなりに頑がん張ばったじゃない!!」

「そもそも、ミリアムが『混沌たる女王』と『混沌の女王』を一緒くたにしなければ、こんな面倒なことにはなりませんでしたよね!?　だからお説教です!!」

「ほとんど言いがかりじゃない!?　総一がすっかりフダラク荘の常識に馴な染じんでいるのよ!?　そんな非常識なのって、まるであの勇者みたいじゃない!!」

　なんてことを言うんですかこの魔王。




　ミリアムに軽めの説教と、高枝切りバサミで生垣の剪せん定ていを命じた後、中庭に出ると。

「……あの、何をしているんですか」

「結界に関係する何かが釣れないかと思って」

「絶対に無理だと思いますけど」

「だって、リョーコが結界の要かなめの一つを壊しちゃったんでしょ？　リョーコに出来るなら、私にも出来るんじゃないかって」

「結界の要は、二度とこういうことが起こらないように今まで以上に強化しているので、そんなことをしても無駄ですよ？」

「ちぇー」

　釣り人と化していた少女……エリカさんは、釣つり竿ざおを無む造ぞう作さに投げ捨てると、僕の方に身体からだを預あずけて来る。

「ねーねー、ソーイチ」

　いきなりのことに、思わず心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなる。おかしい、円乗先生の能力の効果はとっくに切れている筈はずなのに、どうしてこんなことに。

「ちょ、ちょっと、エリカさん？　凄く距きよ離りが近いですよ？　どうしたんですか？」

「結界をどうにかする方法って、ないかなぁ。教えてくれないかなー。ソーイチが何とかしてくれたら、それはもう私は喜ぶんだけどな！」

「言った傍そばから他人頼りですね!?」

　ちっとも進歩していない。いや進歩されたら困りますけど。

「……今回の一件、エリカさんは凄く頑張ってくれていると思っていたんですよ？　地下図書館に行く時にも、街に出る時も、僕に付いて来てくれましたし。だから僕も、エリカさんがようやく勇者としての自覚を取り戻してくれたんだって、そう期待していたんです。能力の影響下にあったものとはいえ」

「能力って、ツヅリのやつのこと？　別に、それだけじゃないけどね」

「……え？」

　どういうことですか？

「あ、これ、言っちゃいけないってリョーコに言われていたような」

「言って下さい。すぐに。可及的速すみやかに」

「あのね、首輪を何とかしたいなら、ソーイチに色仕掛けで取り入ればいいんじゃないかって言っていたんだよ。あいつは間違いなくちょろいから簡単に落ちるって」

「あの饅頭、覚えとけよ」

　まだお説教が足りなかったようです。

「だけど私、色仕掛けって言っても、そもそも何をしたらいいのか分からなくて。それでリョーコに聞いたら、とりあえず脱げ、って。脱げば落ちるって」

「僕のことを何だと思っているんですか」

「だから脱いだんだけど」

「ああ、あの時のは、そういう理由だったんですね……」

　円乗先生の能力だけではなく、エリカさん本人の企たくらみもあって、あんな妙なことになったと、そういうことだったんでしょう。あの饅頭が色々と入れ知恵していたみたいですけど、本当に一回ちゃんと話し合うべきですね。

「で、どうだった？」

「何のことですか」

「私が脱いで、ソーイチはどう思ったのか、っていうことだよ？」

「…………えっと」

　また答えにくい質問来ましたね。

　これで『嬉うれしかったです！』とでも答えようものなら、とんだドスケベ野郎のレッテルを貼はられそうですし、逆に『興味ありません！』と答えても、円乗先生よろしく、男にしか興味がないやつだと思われかねない。どうすればいいんだ。

　さて、僕は何と答えるべきなのか。

　色々と必死に考えて、僕が出した結論は。

「あ、あの、エリカさんも、円乗先生の能力のせいで大変だったみたいですし、ご質問にはまた改めてお答えするということで……」

「逃げたね」

「逃げてないです！」

「ヘタレたね」

「ヘタレてないです！」

「ソーイチの言動が、段々魔王に似て来たような気がするんだけど」

　魔王からは勇者に似ていると言われ、勇者からは魔王に似ていると言われる。僕は一体何者なんですか。




　エリカさんを無下に振り払うのもアレなので、そのまま中庭に設置されているベンチの方まで引っ張って行った。そもそも、ちょっと休きゆう憩けいしようと中庭にやって来たのに、どうしてこんなに疲れているんですか。

　ポケットの中の本を取り出し、横に置く。すると、エリカさんだけではなく、ミリアムまでもが僕を背後から覗のぞき込こんでいた。休憩しづらいですね。

「あれ、ソーイチが紙の本を読むなんて珍めずらしいね」

「本当ね、普段はあのデバイスで電子書籍ばかり読んでいるのに」

　僕は、本の表紙を二人に見せる。

　表紙に書かれた題名は『混沌と少年と』とある。

「これは、円乗先生が書いた小説です。今日発売なので、ついさっき買いに行って来たんですよ」

　この小説が完成しなかったからこそ、世界が混乱に陥おとしいれられて。

　しかし、完成と共に、世界は救われた。

　今回の騒動で生まれた一冊。

　それこそ、伝説の作家、円乗綴つづりの、復活の一作だった。

　結局、円乗先生が小説を書き上げたことは、僕が電話をするまでもなく、伝説の編集者と呼ばれる人物に察知されてしまったらしい。

　円乗先生曰いわく。

「原稿の完成した匂においを嗅かぎつけたんだと思います……」

　とのことですが、それもまた人間業ではないですよね。このフダラク荘の英雄に匹ひつ敵てきしているような気がします。そんな人間離れした人間が、まだまだ世界のあちこちにいると思うと、胸が熱くなりますね。なりますか？

「円乗先生、作家としての活動もまた始めるそうですし、良かったです」

「ああ、それで部屋にまた引ひき籠こもっているんだね」

「まだ部屋にいるかどうかは分かりませんけどね……」

　そもそも、円乗先生の能力がここまで大規模な影響を及ぼしたのは、長い間引き籠もっていたせいで妄想力が高まり、想定以上の威力を持ったことが原因らしい。引き籠もりで熟じゆく成せいされたカップリングに対する思いが、制御を失って暴走したからだと。

　今回、その妄想力を発散させた結果、今の円乗先生は能力に頼ることが出来なくなってしまった。そこで素直に部屋に籠もり、素直に小説を書いているという。相変わらず部屋から出て来ませんし、相変わらず人間嫌いのようですけど。

「……それでは、僕は読書するので、そっとしておいて下さい」

「えー、私のこの、切ない感じはどうしたらいいの？」

「そうよ、こっちは説教されてイラついているのよ!!」

「じゃあお互いに殴り合うなりして、発散し合えばいいじゃないですか」

「「そうする」」

　背後から聞こえて来る物騒な音を聞き流しながら、本の表紙に手を伸ばす。

　この、円乗先生が久方振りに出したという小説『混沌と少年と』。

　早くも大ヒットを飛ばしているようで、流石さすがは伝説の作家だと思います。

　何でも『読むだけで病気が治った！』『仲なか違たがいしていた恋人と仲直り出来た！』『札束の風ふ呂ろに入れるようになった！』『活発だった息子が引き籠もりに！』など評判だとか。最後のやつはデメリットじゃないですか。

　しかも、この世界だけでなく、他の世界でも同時発売されたとか。全く、一つの世界だけに留とどまらないだなんて、本当に凄すさまじい作家ですね。そもそも、どうやって他の世界に持って行ったんでしょうか。次元を超えないと無理なやつじゃないですか。まさか、それも編集者の力なんですか？

　円乗綴。

　今回の騒動において、重要な役を果たした伝説の作家。

　そんな作家が追い詰められて書き記した、一つの作品。

　伝説の作家という存在を知った時、どうして作家という職業の人が、英雄として祭り上げられて、他の勇者や魔法少女といった方々と同列に扱われていたのか、少し疑問だった。英雄として相応ふさわしくはないのではと、そう考えたこともあった。

　けれど、実際にその偉い業ぎようを知って。

　そんな英雄もいるということを、知った。

　剣を持たずとも、ペンを手に、英雄の階かい梯ていを上り詰める存在がいると、分かった。

　世界全てを巻き込む程の力を持った作家。そうして生まれた、一冊の小説。

　そんなもの、読んでみたいに決まっています。

　これまでの僕は、知識を得る為に本を読んでいた。世界を救い、英雄と共に歩む為の知識を必死で求めていた。読むことは手段ではなく、目的だったから。自分が求めていない本をわざわざ読むことに、理由を付けられなかった。

　でも、この一冊からは、それが変わる。

　この本がどんな内容なのかを、僕は知らない。どんな物語が僕を待っているのか見当もつかない。だけど、知らないからこそ読んでみたいと思いながら、『混沌と少年と』のページをめくる。

　未知の世界に、飛び込んでいく。

　そこに眠る物語と、触れ合うように。

　自分の知らない物語。

　それはきっと、素晴らしいものだって、そう信じていますから。




「……あいつ、今すぐに見つけ出して、絶対に部屋の外に連れ出してやる！」

　小説の内容、それは思わず脳が拒絶するような話だった。

　Ｋ屋Ｓ一という名の少年が、勇者や魔王に襲おそわれながらも、謎なぞの混沌生物と相思相愛になり、愛を深め合った結果、最終的に混沌の中に取り込まれるという純愛ホラーだ。

　いや、そこまではまだ良かった。

　混沌と共に歩む決意をしたＫ屋少年の前には、様々な試練が訪れる。最初は真ま面じ目めで純真だったＫ屋少年も、次々に襲い掛かる理り不ふ尽じんさに精神が疲ひ弊へいしていく。次第に、周りの勇者や魔王、魔法少女やヒーロー、ドラゴン、作家といった気の良い連中達のやることなすことにケチを付け、常に周りに罵ば声せいを浴びせ、自分だけが被害者であるかのように振る舞うようになっていくのである。

　そんな変わってしまったＫ屋少年の周りからは一人、また一人と人がいなくなっていく。あんなにお互いの寂しさを慰なぐさめ合あったヒーローも、ドラゴンもＫ屋少年の元を離れ、ついには、謎の混沌生物すらも。

　誰からも見放され、孤独による精神の死の淵ふちに陥ったＫ屋少年は気付くのである。

　あの時、作家を無理矢理外に連れ出したりしなければ良かった……と。

「……何ですか、これは」

　この主人公のＫ屋Ｓ一のモデルって、どう考えても僕ですよね。だってイニシャルとかそのままですもんね。僕が今回経験した出来事が、ふんだんに盛り込まれていますもんね。涙が止まりませんよ。

「何なんですか、これは!!」

　というかこれ、ただの小説の形を借りた苦情ですよね。面と向かって文句を言えないからって、本の形でやり返そうって言うんですか。それで良いんですか作家として。

　しかも、こんな訳の分からない内容なのに、きちんと面白いのがまた腹が立ちます。

「ああもう！」

　更に問題なのは、全世界どころか他の世界でも売られていて、ベストセラー確実と言われているということ。つまり、僕をモデルにしたっぽい主人公の、純愛に見せかけた根源的恐怖が、あらゆる世界にお届けされているというのだ。

　今すぐ本人を見つけ出し、話し合いをしなければならない。あと出来ることなら、今すぐに出版を差し止めてくれないでしょうか。

「あの引き籠もり作家、どこへ行った!!」

　しかし。

　生粋の引き籠もりはどこにも姿を見せることなく。

　僕の風評被害が、秒単位で全世界中に拡ひろがって行くのである。




　こうして。

　僕の名を借りた主人公の物語は、最悪の形の結末を迎えたけれど。

　実際の僕がいる、現実という物語は、立ち止まることを許してくれない。

　僕の目の前で、簡単に滅びかけたこの世界も。

　これから滅びかけようとしている他の世界も。

　必ず、救ってみせる。

　そこに世界が存在する限り、僕の使命は、終わることはないのだから。




　明滅するデバイスの画面。

　知らず知らずのうちに発生する予兆。

　再び滅びへと向かい数を刻み始める、カウントダウン。

　次なる災厄の出現は、世界の危機の到来は、間近に迫っているのかもしれない。

　世界中で、絶えず生まれては消えていく、当たり前の物語のように。





つづく

























　　　あとがき






　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。

　前巻に引き続き『英雄失格２』をお手に取って頂きありがとうございます。

　さて、挨あい拶さつを済ませてみたものの、二巻にして既にあとがきに書くネタがありません。どうしよう。こんな時は執筆の裏話を書けば良いと、僕の中のダメ人間達が叫んでいるので、今回はもうそれに従ってしまいます。内なる言葉に身を委ゆだねるって大事だと思うんですよね。

　本作『英雄失格』は、元々前作『犬とハサミは使いよう』と並行して進めようと考えていたシリーズでありました。しかし、諸々の事情の末、始まったのは結局『犬ハサ』が終わった直後。あまり間を空けずにお届け出来たのは幸さいわいだったのですが、それでも原稿を弄いじっていた期間がそれなりに長かった為ため、最初の頃からすると、設定が大きく変わってしまったキャラもいたりします。

　例えば、饅まん頭じゆうは元々カレーでした。

　もう一度。

　饅頭は元々カレーでした。

　突然とち狂った訳でも、脳がインドに支配されていた訳でもありません。前作のミニチュアダックスに引き続き、何かマスコット的キャラが必要だと考えていた我々は、中に入っている具材ごとに違う必殺技を放つナイスガイ『ザ・カレー』を考えたのでした。

　勿もち論ろんボツになりました。

　その後、『ザ・カレー』は様々な変へん遷せんを経へて、魔法少女アクセル☆ダウナーこと調しらべ諒りよう子こさんとなり、ダメ人間としての生を送っています。どうにかして実在のお饅頭とコラボ出来ないか考えているのですが、無理でしょうか？　無理ですよね。




　以下、世界を滅ぼさん限りの勢いで謝しや辞じを述べさせて頂きます。

　担当編集のＡ様、イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様、デザイナーのＯ様、Ｈ様。拙せつ作さくの製作・出版・流通等に関かかわって下さった全すべての皆様。サイン本や色紙を書かせて頂いた書店様。拙作を置いて頂いた全国の書店様。友人達。家族。そして何より、今この本をお手に取って頂いている読者の皆様。

　皆様のおかげで、一巻に引き続き、ダメ人間達のバカ騒ぎを書かせて頂くことが出来ました。今のところ、もう少しは続けさせて頂くことが出来そうですので、引き続き、『相変わらずバカだなぁ』とバカにしながらお付き合い頂ければ幸いです。

　それでは、全てのダメ人間と、ダメ人間を愛する人達に祝福があらんことを。









　　　あとがき２






　こんにちは、更伊俊介の『伊』です。

『英雄失格』の二巻をお届けします。一巻に引き続き、相変わらず世界が滅んだり、ピンチになったり、大変なことになったりするお話となっております。そんなに簡単に滅んだらいけないものだと思うんですよね、世界って。でもまあ、本作では割とライトな感覚で滅びます。ライトノベルですし。

　さて今巻では、小説を書く職業、作家が登場します。作家というキャラクターに関しては、前作『犬とハサミは使いよう』において一生分くらいは書きまくったような気がしたのですが、今作でもまた懲こりずに登場させてみました。『犬ハサ』は一応、現実世界の延長線上の世界観におけるお話なので（なんか犬として生き返ったりしていたような気もしますが）、その中に登場していた作家達もまた、突とつ飛ぴで破は天てん荒こうながら、それなりに節度を守ったキャラクターとして存在していました。

　ところが今作『英雄失格』におきましては、勇者やら魔王やら魔法少女やらが好き勝手に暴れ回っているような、何でもありの世界観を採用している為に、作家のキャラクターも節度をどこかに置き忘れ、大分どうかしてしまいました。それこそ、世界を滅ぼすことが可能なレベルにまで進化しています。それは果たして進化なのだろうか。そして作家と呼べる存在なのだろうか。それを判断するのは読者の皆様です。

　そうやって常識と限界を突破している今作の作家枠、円えん乗じよう綴つづりではありますが、しかし根本の部分においては作家であるという誇ほこりを忘れておらず、『犬ハサ』の夏なつ野のやマキシ、紅葉もみじ達と同様の信念を抱いているキャラクターになっているんじゃないかと思います。恐らく。自分で書いていて自信がなくなって来ましたけど、そうなんじゃないかな。だったらいいな。

　しかし、書いていて改めて、作家とダメ人間の親和性って凄すごいなって思いました。日々の言動が既にダメですもんね。いや、真ま面じ目めな作家もいますけどね!!

　そんな感じでダメ人間が好き勝手して、苦労人がひたすらに苦労する、まったり世界救済系コメディ『英雄失格』。引き続き、肩の力を抜いてお楽しみ頂けたら嬉うれしいです。




　最後に次巻予告です。

　次々増えていくフダラク荘の住人達を前に、総そう一いちの胃い壁へきの残りライフはもうゼロに近い。そんな総一と、そしてフダラク荘の英雄達の前に訪れる、かつてない危機とは!?

『英雄失格３』は、来春頃にお届けさせて頂く予定です。少しだけお待ち下さいませ。





二〇一五年一〇月某日　更伊俊介
















著者

更伊俊介

Shunsuke Sarai




千葉県某大学の工学部卒『更』と文学部卒『伊』の二人組。

卒業後数年たってから『更』が『一緒に小説家目指そうぜ！』と言いだしたのをきっかけに二人で小説の投稿を始める。『犬とハサミは使いよう』で第12回えんため大賞優秀賞を受賞後、色々あって現在『英雄失格』を執筆中。だんだんダメ人間達になって来ている今日この頃。元からかもですけれど。










イラスト

鍋島テツヒロ

Tetsuhiro Nabeshima




エッジの効いた絵柄で物語を彩る新鋭イラストレーター。

作業のお供は珈琲と甘いもの。最近コンビニドーナツのラインナップが増えてるので嬉しい。イラスト担当作品に『マグダラで眠れ』（電撃文庫）、『境界迷宮と異界の魔術師』（オーバーラップノベルス）など多数。

http://lunadeluna.blog.shinobi.jp/









電子版　ファミ通文庫





英えい雄ゆう失しつ格かく2




やっぱり、世せ界かいを滅ほろぼします











著者／更さら伊い俊しゆん介すけ

イラスト／鍋なべ島しまテツヒロ
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